
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

一
課
題
と
構
成

ニ
ア
メ
リ
カ
農
産
物
の
市
場
動
向

付
国
内
市
場
の
動
向

白
輸
出
市
場
の
動
向

三
農
場
の
動
向

付
農
場
経
営
主
の
動
向

伺
販
売
額
別
農
場
の
動
向

課
題
と
構
成

一
九
七

0
年
代
は
、

沢

健

白
面
積
規
模
別
農
場
の
動
向

四
農
業
経
営
を
め
ぐ
る
問
題

付
農
業
投
資
の
動
向

同
経
営
の
規
模
拡
大
の
問
題

臼
農
業
所
得
率
の
低
下
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

五

お

わ

り

に

め
ざ
ま
し
い
変
化
を
遂
げ
て
き
た
第
二
次
大
戦
以
降
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
歴
史
の
な
か
で
も
特
異
な
時
期
に
相

当
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
な
に
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
農
産
物
を
め
ぐ
る
世
界
的
な
市
場
動
向
が
六

0
年
代
ま
で
と
急
速
に
変
わ
り
、

そ
れ
を
契
機
に
ア
メ
リ
カ
農
業
を
と
り
ま
く
経
済
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
農
産
物
の
輸
出
需
要
の
拡
大

に
支
え
ら
れ
て
ア
メ
リ
カ
の
農
業
生
産
も
第
二
次
大
戦
後
、
最
高
の
伸
び
を
記
録
し
た
。

そ
し
て
、

こ
の
農
業
生
産
の
拡
大
は
六

O
年

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
り
カ
農
業
の
動
向

代
ま
で
続
い
て
き
た
旺
盛
な
農
業
投
資
活
動
を
さ
ら
に
促
進
す
る
か
た
ち
で
実
現
し
て
き
た
が
、
こ
の
結
果
、
六

0
年
代
ま
で
展
開
し



メ
リ
カ
農
業
は
、
戦
後
最
大
の
不
況
に
直
面
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
農
業
基
調
の
変
化
に
は
む
ろ
ん
国
内
経
済
の
動
向
、

お
よ
び
ア

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

て
き
た
急
激
な
農
業
の
技
術
革
新
は
、

七
0
年
代
に
も
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
テ
ン
ポ
で
持
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、

七
0
年
代
に
は
農
業
を
め
ぐ
る
圏
内
の
経
済
環
境
も
六

0
年
代
ま
で
と
大
い
に
異
な
っ
て
き
た
。

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
的

な
経
済
基
調
が
強
ま
り
、

と
く
に
イ
ン
フ
レ
の
高
進
は
農
地
価
格
や
投
入
財
の
価
格
上
昇
を
通
じ
て
、
本
文
で
み
る
よ
う
に
農
業
経
営

の
あ
り
方
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
国
内
外
で
の
ア
メ
リ
カ
農
業
を
め
ぐ
る
経
済
環
境
の
変
化

を
背
景
に
、
農
業
就
業
人
口
や
農
場
数
の
減
少
テ
ン
ポ
の
緩
慢
化
、

お
よ
び
農
業
収
益
性
の
急
激
な
変
動
な
ど
、
農
業
の
基
調
に
も
変

化
が
み
ら
れ
始
め
る
。
さ
ら
に
八

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
農
業
収
益
性
の
一
層
の
低
下
、
農
場
負
債
の
増
大
に
一
不
さ
れ
る
よ
う
に
ア

メ
リ
カ
農
産
物
の
市
場
、

と
く
に
輸
出
市
場
の
動
向
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
。
だ
が
同
時
に
、

こ
れ
ま
で
進
展
し
て
き
た
農
業
の
技

術
革
新
の
あ
り
方
と
も
そ
れ
は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
は
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動

き
を
大
き
く
規
定
し
て
い
た
農
産
物
の
市
場
動
向
と
同
時
に

こ
れ
ま
で
の
技
術
革
新
の
展
開
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
経
営
上
の
問
題

が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
を
課
題
と
し

て
い
る
。

ま
ず
、

七
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
を
外
部
か
ら
規
定
し
て
い
た
農
産
物
市
場
の
構
造
を
、
国
内
市
場
と
輸
出
市
場
と
に
分
け
て
考

察
し

つ
い
で
七

0
年
代
に
お
け
る
農
場
の
動
向
を
農
産
物
販
売
額
別
、
面
積
規
模
別
に
み
る
。

そ
の
際
に
、
最
近
、

そ
の
一
部
が
公

刊
さ
れ
た
一
九
七
八
年
農
業
セ
ン
サ
ス
を
使
用
す
る
が
、
資
料
の
制
約
に
も
よ
り
こ
こ
で
の
考
察
は
特
徴
的
な
動
き
の
指
摘
な
ど
、
簡

単
な
も
の
に
と
ど
め
る
。
そ
の
う
え
で
、
農
業
投
資
と
経
営
上
の
問
題
と
の
関
連
を
み
る
た
め
に
七

0
年
代
の
農
業
投
資
の
動
向
、
経

営
の
規
模
拡
大
の
様
子
、

お
よ
び
農
業
経
営
費
の
構
成
な
ど
を
例
証
に
も
よ
り
な
が
ら
分
析
し
、

七
0
年
代
の
、

と
く
に
そ
の
末
期
に



お
い
て
農
業
経
営
が
直
面
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
、

と
い
う
構
成
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

ア
メ
リ
カ
農
産
物
の
市
場
動
向

圏
内
市
場
の
動
向

七
0
年
代
に
は
ア
メ
リ
カ
の
農
業
生
産
は
第
二
次
大
戦
後
、
最
大
の
伸
び
を
記
録
し
た
。

」
の
農
業
生
産
の
拡
大
は
価
格
上
昇
が
目

立
っ
た
耕
種
作
物
、

と
く
に
穀
物
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
主
要
家
畜
の
飼
育
頭
数
は
七

0
年
代
に
は
ほ
と
ん
ど
増
加
せ
ず
、
畜

産
部
門
全
体
で
の
産
出
量
は
七
O
t
七
九
年
に
五
%
弱
増
大
し
た
の
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
同
期
間
に
耕
種
作
物
の
生
産
の
伸
び

率
は
四
四
%
(
穀
物
だ
け
を
と
る
と
、

(
l〉

実
に
六
O
%
も
増
加
)
に
も
達
し
た
。
耕
種
作
物
の
な
か
で
も
穀
物
だ
け
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
最
近
一

0
年
間
の
生
産
の
増
加
率
は
、

そ
の
総
生
産
量
は
七
O
t
七
九
年
に
一
億
八
六
七
O
万
ト
ン
か
ら
二
億
九
九
O
O
万
ト
ン
へ
と

生
産
増
が
顕
著
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
第
二
次
大
戦
期
を
含
む
一
九
三
五
t
日
四
年
の
場
合
を
上
回
る
、
二
O
世
紀
に
入
っ
て
以
降
、
最

(

2

V

 

大
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
七

0
年
代
の
農
業
生
産
の
増
大
は
、
口
で
み
る
よ
う
に
も
っ
ぱ
ら
輸
出
需
要
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
内
市
場
に

限
定
し
て
み
れ
ば
七

0
年
代
の
農
産
物
需
要
の
伸
び
率
は
六

0
年
代
ま
で
を
か
な
り
下
回
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
国
内
市

場
で
の
農
産
物
消
費
量
の
年
間
平
均
伸
び
率
は
一
九
五
O
I
七
二
年
に
は
一
・
九
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
七
二
t
八
O
年
に
は
一
・

(

3

)

 

二
%
に
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
輸
出
需
要
の
急
激
な
伸
張
と
対
照
的
な
国
内
需
要
の
さ
ら
な
る
鈍
化
傾
向
こ
そ
、
七

0
年
代
の
ア
メ
リ

カ
農
業
を
め
ぐ
る
市
場
動
向
を
最
も
顕
著
に
特
徴

e

つ
け
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
国
内
市
場
で
の
農
産
物
需
要
の
二
O
世
紀
に
入
っ
て
以
降
の
動
向
を
や
や
長
期
的
に
み
る
と
、

一
九
三

0
年
代
ま
で
食
料

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
り
カ
農
業
の
動
向
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3，3コ0 138 418 

3，260 94 145 402 

3， 180 95 : 146 378 

3， 140 95 143 375 

3，160 97 144 371 

3，330 100 159 380 

3，270 100 155 377 

3，520 103 168 406 

栄養摂取量の推移(1人 l日当たり平均〕

熱量|蛋由貿|脂肪 i澱粉質
(cal) I (g) I (g) I (g) 

一
4

日

5

ω

6

叩

お

印

一O
J

内
容
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
始
め
る
。 資料:USDA， Agricultural Economic Report， 

No. 138， p.94. 
USDC， Statistical Abstract 1981， p. 127. 

品
目
ご
と
の
一
人

当
た
り
消
費
量
は

比
較
的
、
安
定
的

に
推
移
し
、
国
内

市
場
で
の
農
産
物

需
要
は
主
と
し
て

人
口
の
動
き
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
て

ハ
4
)

い
た
。

し
か
し

一
九
四

0
年
代
に

入
る
と
食
生
活
の

な
肉
消
費
の
増
大
に
代
表
さ
れ
る
高
級
品
噌
好
の
強
ま
り
に
特
徴
づ

そ
れ
は
、
後
に
み
る
よ
う

消
費
量
は
一
九
四
五

t
七
O
年
に
は
、

け
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
重
量
換
算
で
み
る
と
一
人
当
た
り
食
料

ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。

こ
れ
は
肉
類
の
消
費
増
が
食
料
穀
物
類
の
消
費
減
退
に
よ
っ
て
相
殺

さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
肉
消
費
の
増
加
に
よ
っ
て
飼
料

四
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穀
物
の
国
内
で
の
需
要
が
増
大
し
た
た
め
に
、
国
内
市
場
で
の
農
産

物
需
要
の
伸
び
は
全
体
と
し
て
み
る
と
戦
前
期
を
上
回
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
実
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、

}
こ
で
は
七

0
年
代
の
食

料
農
産
物
の
圏
内
需
要
動
向
と

そ
の
特
徴
を
ま
ず
明
ら
か
に
し

そ
の
う
え
で
六

0
年
代
ま
で
続
い
て
き
た
第
二
次
大
戦
後
の
消
費
傾

向
が
七

0
年
代
に
ど
の
よ
う
に
維
持
、
継
続
さ
れ
て
き
た
か
、

ま
た

新
た
な
消
費
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
を
生
み
出
し
て
い

る
要
因
は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
主
と
し
て
限
定
し
て
考
察

を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
第
二
次
大
戦
後
、
六

0
年
代
ま
で
の
一
人
当
た
り
の
カ
ロ

リ
!
の
平
均
摂
取
量
か
ら
み
る
と

そ
れ
が
一
貫
し
て
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
自
に
つ
く
。

一
人
当
た
り
の
平
均
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
は
一

九
四
五

1
六
五
年
に
三
一
一
一

O
O
カ
ロ
リ
ー
か
ら
一
二
一
六

O
カ
ロ
リ
ー

に
減
り
、

そ
れ
に
と
も
な
い
、
栄
養
素
別
で
み
る
と
炭
水
化
物
の
摂

取
量
が
減
少
し
、
脂
肪
、
蛋
白
質
の
摂
取
量
は
一
定
し
て
い
一
日
(
第

-
表
)
。

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

人当たり

(1967年=JCO

果
年

度 肉|家禽|魚|合計
1¥'s 

製品動物性i植物性|合計 生鮮

1909 104.3' 8し2 87.0 96.1 96.2 178.1 

20 81. 11 33.4 112.7 73.6 89.1 98.3 191.01 31.8 89.0 183.9 

30 96.8 70.6 98.5 104.5 111. 3 172.3 

45 87.91 56.8 100.1 83.3 118.4 115.6 153.61 50.6 89.1 171. 9 

50 85.71 54.3 110.2: 82. 1 119.1 111. 0 152.61 66.6 102.2 142.8 

55 95.5 58.4 96.6 89.3 114.9 110.4 13ヲ.0 74.8 101. 0 121. 8 

6C 91. 9 75.6i 97.0 90.2， 104.21106. 3i 120.01 79.9i 97.511 :5. ~ 

65 93.5 間 1W6叫 i町山l町山

70 104.0 107.51 110.6 104.81 96.61 100.2， 88.01 119.0 105.91 100.8 

75 101. 2 109.2 114.6 102.91 87.21 99.3: 75.01 126.8， 105.51 104.6 

106. I1 88.21 1∞61 70.11144.61 113.01105.8 79 100.4 136.5
i 
124.3 

JJIJ 目品第2表
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一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

ムノ、

次
に
、
食
品
の
品
目
別
消
費
動
向
を
み
る
と
(
第
2
表
)
、
そ
こ
に
は
明
確
な
食
生
活
の
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は

個
人
所
得
の
増
大
を
背
景
と
し
た
食
生
活
の
向
上
に
と
も
な
う
高
級
品
曙
好
お
よ
び
、
健
康
管
理
に
重
点
を
置
く
消
費
選
好
の
強
ま
り

で
あ
る
。
高
級
品
噌
好
の
傾
向
は
、
牛
肉
、
加
工
野
菜
・
果
物
の
一
人
当
た
り
消
費
量
が
顕
著
に
増
大
す
る
一
方
で
、
豚
肉
、
穀
物
、

生
鮮
野
菜
・
果
物
の
消
費
量
が
減
少
し
て
い
る
事
実
に
認
め
ら
れ
る
。
と
く
に
、
牛
肉
消
費
量
の
矯
大
こ
そ
高
級
品
曙
好
を
代
表
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば

一
九
四
O
t
七
O
年
に
牛
肉
の
一
人
当
た
り
消
費
量
は
倍
増
し
た
が
、
全
て
の
食
品
品
目
の
な
か
で
も
牛

肉
消
費
量
の
伸
び
は
最
も
顕
著
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
生
鮮
も
の
に
比
べ
て
よ
り
高
級
と
み
ら
れ
る
加
工
野
菜
の
一
人
当
た

り
消
費
量
も
同
期
間
に
一
一
O
%
も
増
大
し
た
の
に
対
し
、
生
鮮
も
の
の
消
費
量
は
一
五
%
減
少
し
て
い
る
。

一
方
、
牛
肉
と
対
照
的
に
豚
肉
の
消
費
量
は
や
や
(

一
%
)
減
少
し
た
し
、

一
人
当
た
り
平
均
の
穀
物
類
の
消
費
量
も
二
七
%
減

と
な
っ
て
い
た
。
な
お

(
7〉

す
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
け
加
え
れ
ば

ア
イ
ス
・
ク
リ
ー
ム
を
含
む
菓
子
類
の
消
費
の
顕
著
な
伸
び
も
高
級
品
噌
好
の
一
端
を
一
不

次
に
、
健
康
管
理
に
重
点
を
置
く
消
費
選
好
と
し
て
は
、
動
物
性
脂
肪
に
代
わ
る
植
物
性
脂
肪
の
消
費
増
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

よャフ。

一
九
四
五
t
七
O
年
に
植
物
性
脂
肪
の
消
費
量
は
一
三
五
%
増
大
し
た
の
に
対
し
、
動
物
性
脂
肪
の
一
人
当
た
り
消
費
量
は
四

三
%
減
と
な
っ
て
お
り
、

と
く
に
ラ
ー
ド
の
消
費
量
は
三
分
の
一
に
ま
で
減
少
し
た
。
さ
ら
に
、
噌
好
の
変
化
、
健
康
面
で
の
配
慮
に

加
え
て
、
価
格
要
因
が
と
く
に
作
用
し
て
消
費
増
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
家
禽
肉
で
あ
る
。

(

8

)

 

七
面
鳥
)
の
消
費
量
は
三
倍
に
も
増
大
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
四

0
1
七
O
年
に
は
家
禽
肉
(
ブ
ロ

イ
ラ

l
、

こ
う
し
た
第
二
次
大
戦
以
降
、
六

0
年
代
ま
で
続
い
て
き
た
食
料
消
費
傾
向
は
、

七
0
年
代
に
も
そ
の
一
部
は
継
続
し
て
い
る
が
、

ま
た
七

0
年
代
に
固
有
な
新
た
な
動
き
も
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、

な
ん
と
い
っ
て
も
目
立
つ
の
は
そ
れ
ま
で
減
少
傾
向
を
続
け
て
き
た
一



人
当
た
り
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
が
七

0
年
代
に
入
っ
て
、

と
く
に
七

0
年
代
後
半
以
降
、
再
び
増
加
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
六

0
年
代

後
半
か
ら
漸
増
し
始
め
た
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
は
七

0
年
代
前
半
に
は
ほ
ぼ
一
定
水
準
を
維
持
し
続
け
た
後
、

七
0
年
代
後
半
に
摂
取
増

が
目
立
ち
始
め
、

八
O
年
に
は
三
五
二
O
カ
ロ
リ
ー
に
も
達
し
、

そ
れ
に
と
も
な
い
六

0
年
代
央
ま
で
と
は
対
照
的
に
栄
養
素
別
に
み

る
と
、
炭
水
化
物
、
脂
肪
の
摂
取
量
も
増
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
高
級
品
噌
好
の
傾
向
も
七

0
年
代
に
は
六

0
年
代
ま
で
と

比
べ
る
と
は
る
か
に
弱
ま
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
野
菜
、
果
物
で
は
生
鮮
に
比
べ
、

か
ん
詰
め
、
冷
凍
も
の
な
ど
加
工
品
の
消
費
増
は

引
き
続
い
て
い
る
が
、

そ
の
消
費
の
伸
び
率
は
七

0
年
代
に
は
は
る
か
に
緩
慢
化
し
て
い
る
。
肉
類
で
も
豚
肉
の
消
費
減
、
家
禽
肉
の

消
費
増
の
趨
勢
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
六

0
年
代
ま
で
顕
著
な
伸
び
を
示
し
、
高
級
品
噌
好
を
代
表
し
て
い
た
牛
肉
の
一
人
当
た
り

消
費
量
の
伸
び
は
七

0
年
代
を
通
す
と
逆
転
し
、
戦
後
、
始
め
て
わ
ず
か
な
が
ら
消
費
量
は
減
少
さ
え
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
六
O
年

代
ま
で
の
傾
向
と
は
逆
に
、
穀
物
、
豆
類
、
馬
鈴
署
、

な
ど
の
一
人
当
た
り
消
費
量
が
七

0
年
代
に
や
や
増
加
し
て
き
た
の
も
六

C
年

代
ま
で
と
異
な
る
新
し
い
消
費
動
向
で
あ
る
。

こ
う
し
た
高
級
品
噌
好
の
鈍
化
傾
向
と
は
逆
に
、

七
0
年
代
に
食
生
活
面
で
の
健
康
管
理
の
配
慮
が
引
き
続
き
、
強
ま
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、

七
0
年
代
に
も
動
物
性
脂
肪
や
卵
の
消
費
量
が
減
少
し
た
の
に
対
し
、
植
物
性
脂
肪
の
消
費
量
が
引
き
続
き
増
加
し
て
い
る

v
」シ」
J
U
、

こ
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
七

0
年
代
に
は
動
物
性
脂
肪
の
消
費
減
、

お
よ
び
植
物
性
脂
肪
の
消
費
増
の
動
き
は
、
六
O
年

代
よ
り
も
緩
慢
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
前
者
の
消
費
量
(
一
人
当
た
り
)
ば
七
O
I
七
九
年
に
二
八
%
減
少
し
た
の
に
対
し
、
後
者

の
消
費
量
は
二
O
%
増
大
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
砂
糖
な
ど
の
一
人
当
た
り
平
均
消
費
量
も
漸
減
し
て
い
る
が
、

(

9

)

 

こ
れ
も
健
康
管
理
面
の
配
慮
が
強
く
働
い
て
い
る
た
め
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
七

0
年
代
の
品
目
別
の
消
費
動
向
を
み
る
と
、
第
二
次
大
戦
後
、
六

0
年
代
ま
で
続
い
て
き
た
噌
好
の
変
化
、
食
生
活

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
り
カ
農
業
の
動
向

七



家計消費支出割合
〈単位:%) 

服 I!}!~I|その他

16. 2 I 8. 6! 23. 6 

12.4 I 8.1 I 29.3 

11. 0 I 8. 3 I 31. 4 

10. 2 I 8. 9 I 33. 4 

10.0 I 9.61 33.8 
ー¥/一一〆

10.1 I 56.0 

8.4 I 59.0 

7.4 I 60.6 

宅(衣
15.0 

19.8 

20.9 

20・6

21. 8 

20. 7 

20.8 

21. 3 

第 3表

料 l住
36.6 

30.4 

28.4 

26.9 

24.8 

23.2 

21. 8 

20. 7 

!食
1945 

50 

55 

60 

65 

70 

75 

80 

資料:USDC， Historical Statistics， p. 173. 
USDC， Statistical Abstract 1972， p.315. 
USDC， Sμtistical Abstract 1981， p. 424. 

注.“その他"には医療費， 電気，ガス，水道， 電

話などの家計費，自動車，交透費，交際費などが

合まれる.

八

様
式
の
変
化
に
と
も
な
う
長
期
的
な
消
費
趨
勢
は
引
き
続
い
た
も
の
の
、

そ
れ
は
と
く
に
健
康
管
理
面
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
り
、
高
級
品
噌
好
の

傾
向
は
は
る
か
に
鈍
化
し
た
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
七

0
年

代
に
お
け
る
新
た
な
企
料
消
費
の
動
向
を
規
定
し
て
い
た
経
済
的
要
因

は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
ま
ず
、
第
一
に
、
所
得
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

第
二
次
大
戦
以
降
、
特
に
六

0
年
代
に
お
け
る
高
級
品
噌
好
の
強
ま
り

を
生
み
出
し
て
き
た
の
は
順
調
な
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
た
個
人
可
処

分
所
得
の
伸
び
で
あ
っ
た

G

六
O
t
六
九
年
に
は
一
人
当
た
り
の
実
質

(

m

)

 

可
処
分
所
得
は
平
均
寸
る
と
三
二
%
増
大
し
た
が
、

こ
う
し
た
可
処
分

所
得
の
増
大
が
家
計
費
支
出
に
占
め
る
食
料
支
出
の
割
合
(
エ
ン
ゲ
ル

係
数
)
を
低
下
さ
せ
な
が
ら
も
、
他
面
で
食
料
支
出
の
絶
対
額
を
増
大

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
級
品
噌
好
を
生
む
源
泉
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
七

0
年
代
に
な
る
と
経
済
基
調
の
変
化
を
背
景
に
個
人

平
均
二
四
・
九
%
の
増
加
)
、

そ
の
結
果
、

可
処
分
所
得
の
実
質
伸
び
率
は
六

0
年
代
を
か
な
り
下
回
る
よ
う
に
な
り
(
七

O
I
七
九
年
に
実
質
個
人
可
処
分
所
得
は
一
人
当
た
り

エ
ン
ゲ
ル
係
数
の
低
下
率
は
六
0
年
代
ま
で
よ
り
さ
ら
に
小
さ
く
な
っ
た
(
第
3
表
)
。
こ

ハロ〉

う
し
た
所
得
動
向
が
所
得
階
層
聞
に
お
け
る
食
生
活
水
準
の
格
差
を
維
持
さ
せ
た
ば
か
り
か
、

か
け
る
よ
う
に
作
用
し
た
と
み
ら
れ
、

一
層
の
高
級
品
噌
好
化
に
も
歯
止
め
を

こ
の
こ
と
は
食
費
支
出
に
占
め
る
外
食
費
の
割
合
が
六

0
年
代
ま
で
と
異
な
り
、

七
0
年
代
に

は
ほ
と
ん
ど
増
加
せ
ず
、

む
し
ろ
漸
減
さ
え
し
て
い
る
こ
と
に
も
表
わ
れ
て
い
る
。



第
二
は
、
所
得
要
因
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
が
食
料
品
の
価
格
要
因
で
あ
る
。
玉
O
、
六

0
年
代
ま
で
の
食
料
品
の
小
売
価
格

の
上
昇
率
は
、
物
価
上
昇
率
を
や
や
下
回
っ
て
お
り

こ
の
価
格
動
向
が
所
得
の
伸
び
と
あ
い
ま
っ
て
高
級
品
噌
好
を
可
能
に
し
て

一
九
五
O
I
六
五
年
に
は
牛
肉
価
格
の
上
昇
率
も
一

0
・
一
%
'
で
あ
り
、
食
料
品
全
体
の
同
期
間
の
価
格
上
昇
率
二

六
・
八
%
を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
七

0
年
代
に
な
る
と
食
料
品
価
格
の
上
昇
率
は
物
価
上
昇
率
を
上
回
る
よ
う
に
な

い
た
。
例
え
ば

り
(
七

0
1
七
九
年
の
物
価
上
昇
八
六
・
九
%
に
対
し
、

食
料
品
価
格
は
一

O
四
%
'
上
昇
)
、

と
く
に
高
級
食
品
で
の
価
格
上
昇
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
、

一
人
当
た
り
の
消
費
量
が
ほ
と
ん
ど
増
加
し
な
か
っ
た
牛
肉
の
場
合
、

そ
の
価
格
上
昇
率
は
七
O

t
七
九
年
に
一
一
一
O
%
と
食
料
品
全
体
の
な
か
で
最
高
だ
っ
た
し
、
消
費
の
伸
び
率
が
低
下
す
る
よ
う
に
な
っ
た
加
工
野
菜
・
果
物
の

場
合
、
六

0
年
代
ま
で
は
生
鮮
も
の
よ
り
も
む
し
ろ
小
幅
だ
っ
た
そ
の
価
格
上
昇
率
も
、

七
0
年
代
に
は
流
通
、
加
工
分
野
で
の
コ
ス

ト
上
昇
に
よ
っ
て
生
鮮
も
の
を
、

む
し
ろ
や
や
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

七
0
年
代
に
も
消
費
の
伸
び
が
引
き
続
き
最

も
目
立
っ
て
い
た
家
禽
肉
の
場
合
に
は
、
肉
類
の
な
か
で
価
格
上
昇
率
が
最
も
小
さ
か
っ
た
の
で
あ
り
、
価
格
動
向
と
品
目
別
の
消
費

(

凶

〉

伸
張
の
相
関
性
が
こ
こ
で
も
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
七

0
年
代
に
お
け
る
食
料
消
費
の
動
向
を
規
定
し
て
い
た
第
三
の
要
因
と
し
て
、
食
生
活
の
向
上
に
と
も
な
う
高
級
品
噌
好

も
一
定
水
準
に
達
す
る
と
そ
の
伸
び
が
弱
ま
り
、

ま
た
健
康
管
理
面
か
ら
の
消
費
選
好
が
よ
り
強
く
働
く
よ
う
に
な
る
と
、
高
級
品
噌

好
へ
の
一
層
の
傾
斜
に
対
し
て
は
歯
止
め
が
か
か
る
と
い
う
事
情
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

七
0
年
代
初
頭
か
ら
消
費
が
増
加
し
始
め
た
豆

類
、
馬
鈴
署
お
よ
び
穀
物
の
消
費
動
向
は
、

」
う
し
た
傾
向
の
一
端
を
物
語
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
食
生
活
の
変
化
と
並
ん
で
国
内
で
の
農
産
物
需
要
の
動
向
を
規
定
し
て
い
る
最
大
の
要
因
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
人
口

動
向
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
口
の
動
き
を
規
定
し
て
い
た
の
は
、
戦
後
、

五
0
年
代
後
半
を
ピ

l
ク
と
し

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

九



人口の自然増加率(5カ年平均の年率〕

人口の自然増加率
。ι

1. 48，0 

1. 72 

1. 76 

1. 52 

1. 12 

1.10 

1. 04 

1945~49 

50~54 

55~59 

60~64 

65~69 

70~74 

75~79 

資料:USDC， Statistical Abstract， 1981， p.5. 

O 

第4表

な
が
ら
六

0
年
代
初
頭
ま
で
続
い
た
ベ
ビ

i
・
ブ
ー
ム
に
よ
る
出
生
率
の
増
加
と
、

'" ピ

ー
・
ブ

l
ム
の
終
駕
に
よ
る
六

0
年
代
央
以
降
に
お
け
る
急
速
な
出
生
率
の
低
下
で
あ
り
、

他
面
で
戦
後
、

一
貫
し
て
続
い
て
い
る
各
種
医
薬
品
の
開
発
な
ど
に
起
因
す
る
死
亡
率
の

(
日
M

)

急
速
な
低
下
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、

玉
0
年
代
に
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
口
の
自
然
増
加
率
(
年
間
平
均
)

は
一
・
七
%
台
、
六

0
年
代
前
半
に
お
い
て
も
一
・
五
%
台
と
予
想
外
に
高
率
を
維
持
し

た
が
、
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
初
期
に
は
人
口
の
自
然
増
加
率
は
一
・
一
%
へ
と

急
速
に
低
下
し
、

さ
ら
に
七

0
年
代
後
半
に
な
る
と
一
・
O
%
台
に
な
っ
て
い
る
(
第
4

表
)
。
さ
き
に
み
た
七

0
年
代
に
お
け
る
圏
内
で
の
農
産
物
消
費
量
の
伸
び
率
の
低
下
は
、

こ
の
よ
う
な
人
口
の
自
然
増
加
率
の
下
落
に
そ
の
原
因
の
一
部
を
当
然
、
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

し
か
し
、
他
面
で
六

0
年
代
央
以
降
の
出
生
率
の
急
速
な
低
下
の
結
果
と
し
て
、

七
0
年
代
に
、

し
か
も
後
半
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

年
齢
別
の
人
口
構
成
の
点
で
一
七
歳
未
満
の
若
年
齢
層
の
比
率
が
低
下
し
、
成
年
層
の
比
重
が
高
ま
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、

一
九
六

O

年
に
は
三
五
・
七
弘
円
だ
っ
た
人
口
全
体
に
占
め
る
)
七
歳
未
満
層
の
比
率
は
八
O
年
に
は
二
八
・
一
%
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
一
方
で
、

(

凶

)

一
八
1
五
四
歳
の
成
年
層
の
比
率
は
六
O
I
八
O
年
に
四
六
・
四
%
か
ら
五
一
・
O
%
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
成
年
層
の
比

重
の
高
ま
り
に
代
表
さ
れ
る
六
0
年
代
ま
で
と
比
べ
て
の
人
口
の
年
齢
構
成
の
高
ま
り
が
、

さ
き
に
み
た
一
人
当
た
り
カ
ロ
リ
ー
摂
取

量
の
増
大
を
七

0
年
代
に
生
み
出
す
一
因
に
な
ワ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。



ア
ル
コ
ー
ル
生
産
に
需
要
さ
れ
る
と
う
も
ろ
こ
し
量
は
全
体
か
ら
み
る
と
い
ま
だ
少
な
く
、
七

円

口

)

0
年
代
末
で
は
生
産
量
全
体
の
一
二
%
前
後
に
す
ぎ
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
八
二
年
現
在
、
七

0
年
代
末
か
ら
八

0
年
代

(

川

崎

)

一
九
八

O
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
安
全
保
障
法
の
予
測
が
は
ず
れ
、

石
油
の
需
給
事
情
が
大
き
く
緩
和
し

時

つ
づ
め
て
い
え
ば
、

七
0
年
代
の
人
口
動
向
は
全
体
と
し
て
は
国
内
で
の
食
料
消
費
の
伸
び
を
押
え
る
よ
う
に
作
用
し
な
が
ら
、
他

方
で
一
人
当
た
り
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
の
増
加
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
七

0
年
代
に
入
り
、
と
く
に
石
油
危
機
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
後
半
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
パ
イ
オ
マ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
の
農
産
物
需
要
が
、
次
第
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
農
産
物
を
原
料
と
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
・
エ
ネ
ル
、
ギ

l
の
中

心
は
、
周
知
の
よ
う
に
と
う
も
ろ
こ
し
を
原
料
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
生
産
し
、

そ
れ
を
さ
ら
に
ガ
ソ
リ
ン
と
混
合
し
て
新
燃
料
ガ
ソ
ホ

l

ル
を
製
造
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

初
頭
ま
で
と
異
な
り

的
に
バ
イ
オ
マ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
に
不
利
な
経
済
環
境
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
食
料
消
費
水

準
や
人
口
動
向
を
考
え
る
と
、
国
内
で
の
食
料
農
産
物
需
要
は
今
後
も
大
き
な
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
見
通
し
の
な
か
で
、
不
確
定
要

素
も
大
き
い
が
、
新
た
な
パ
イ
オ
マ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
国
内
農
産
物
需
要
が
今
後
、
急
速
に
高
ま
る
可
能
性
が
依
然
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
(

l

)

畜
産
部
門
、
耕
種
部
門
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
九
七
O
t
七
九
年
の
産
出
量
の
伸
び
に
つ
い
て
は
、
己
・

ω・巴・

(γ
己
記
た
h
H
R
E
N
b
E
H、，R
F
i
H
U
E
-

匂
-mvg-
穀
物
の
生
産
量
の
推
移
に
つ
い
て
は
己
・

ω・
ロ
・
〉
-
-
b
h江
町
ミ
E
E
N
v
p
a
m
h止
と

HU』
cw
匂・ヶ

(

2

)

例
え
ば
二
九
三
五

t
四
四
年
に
耕
種
作
物
全
体
の
生
産
は
二
七
%
増
で
七
0
年
代
を
下
回
っ
て
い
る
o

た
だ
し
農
業
生
産
全
体
で
は
七
四
%

増
大
し
て
お
り
七
O
t
七
九
年
の
二
九
%
を
上
回
る
こ
と
に
な
る

(d-
∞-
O
・
p-
同
号
室
追
加
民
円

L

び
A
tミ
き
ご
。
¥
h
b
句
、
号
、
、
h
h
R
H
司コ
HU可
UW

3・
日
?
M
M
)
0

(
3
)
d
-
ω

ロ
〉

u
b町
、
町
内
刊
に
言
、
と
・
『

gn町
、
。
~
~
町
、
河
2
H
-
r
H
G
~
3・C

旬、R
H九三

¥
2・
S
九

HMM』
巴
〆

5
2
u
H
V・占・

一
九
七
0
年
代
の
ア
メ
り
カ
農
業
の
動
向



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

(

4

)

一
九
三

0
年
代
の
大
不
況
期
に
酪
農
製
品
を
除
〈
、
ほ
ぼ
全
て
の
品
目
で
一
人
当
た
り
平
均
消
費
量
が
減
少
す
る
も
の
の
、
一
九
一

o
l四

O
年
の
期
聞
を
透
し
て
み
る
と
、
小
麦
粉
な
ど
穀
類
や
馬
鈴
薯
の
消
費
量
が
や
や
減
少
し
、
逆
に
野
菜
類
の
消
費
量
が
増
加
す
る
こ
と
を
例
外

と
す
る
と
、
品
目
ご
と
の
消
費
量
の
推
移
は
第
二
次
大
戦
後
の
時
期
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
一
定
し
て
い
る

(
C・
ω・
0
・

p
岨
守
え
守
ま

ghVE

H
3
p
可
江
町
内
♂
同
七
円
、
言
、
N
H
R
2
3
〉
由
巳
口
戸
回
目
門
口
同
釦
戸
開
口
。
目
。
自
民
剛
山
岳
D
H
F
z
o
-
-
ω
P
3
8・
2
v・品白
lS)。

(

5

)

重
量
換
算
で
み
た
一
人
当
た
り
食
料
消
費
量
の
指
数
(
一
九
五
九
年

H
一
O
O
と
し
た
)
は
、
一
九
四
五
年
に
一

O
一
・
玉
、
六

O
年
に
は

一
0
0
・
主
で
あ
り
、
七

O
年
に
も
一

O
六
・
三
で
あ
る

Q
E丸
-w
司

-S)。

(

6

)

一
人
当
た
り
平
均
の
炭
水
化
物
消
費
量
は
四
五

t
六
五
年
に
四
一
八
グ
ラ
ム
か
ら
三
七
一
グ
ラ
ム
に
減
少
し
て
い
る

(
C・
ω・ロ
-
k
f
引
き
礼

9
2
5
y
g
w
H
V
3
.円
2

2丸
岡
村
、

S
E
a
s
W
2注
目
片
岡
色
目
巳

E
F
Z
0・
8
少
-
唱
団

-L-MG。

(

7

)

こ
う
し
た
一
九
四

O
t
七
O
年
ま
で
の
品
目
別
の
消
費
動
向
の
特
徴
を
概
観
し
た
も
の
と
し
て
は
、
〉
・

ω・
回
E
ロ
L
2
w
J
d
o
F
O〈己

E
L

ロ』
z由

丹
可
岡

-Fゲロ三円
t同5cgロ。色『阿何山

gロ
cヨ即片口
J詞弓己-「.∞巴ロ悶央岨ヨ切二
-E同ロ戸吋

~br
拘
足
司
九
h曲
器
雪
"R門ぬ

s辺
同
肘
円
町
2。、
s

と
〈
に
四
入
頁
が
役
立
つ
G

(

8

)

す
べ
て
の
食
料
品
品
目
の
な
か
で
最
も
消
費
の
伸
び
が
目
立
っ
た
の
は
家
禽
肉
で
あ
っ
た
c

ま
た
、
肉
類
全
体
の
消
費
者
価
格
は
一
九
四
五

t
六
O
年
に
九
四
%
も
上
昇
し
た
の
に
対
し
、
家
禽
肉
の
消
費
者
価
格
は
逆
に
同
期
間
に
一
五
%
下
落
し
て
い
る

(C-
∞
・
巴
・
〉
ニ
〉
-
H
h

・岡山
-w

z
p
E
∞w
。
、
.
円
h
H
-
u
M
M

・-小叩)。

(

9

)

健
康
管
理
に
重
点
を
お
い
た
食
生
活
が
ア
メ
リ
カ
で
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
上
院
に
「
栄
養
及
び
人
間
ニ

l
ズ
に
関
す
る
」
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
一
九
七
七
年
に
ア
メ
リ
カ
の
食
事
目
標
が
公
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
一
訴
さ
れ
る
。
七

0
年
代
の
消
費
動
向
は
、
こ
の
食
事

目
標
に
あ
る
程
度
沿
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
こ
の
食
事
目
標
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
墓
嘉
「
ア
メ
リ
カ
の
食
事
目
標
に

つ
い
て
」
(
『
食
料
政
策
研
究
』
第
三
一
巻
所
収
)
を
参
照
。
ま
た
、
七

0
年
代
の
動
物
性
・
植
物
性
脂
肪
お
よ
び
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
砂
糖

な
ど
の
消
費
動
向
に
つ
い
て
は
、

d
・
ω・
0
・
〉
ニ
∞
冨
江
田

zs-
回
己

r
z
p
z。
E
S
P
-、
・
円
む
-
w

同
》
・
?
を
参
照
。

(
ぬ
)
町

sss.nh句、ミミ
htNギミ
pbHHUE-
唱

-ug-

(
日
)
な
お
、
第
二
次
大
戦
後
、
主

0
年
代
ま
で
は
一
人
当
た
り
の
実
質
可
処
分
所
得
の
伸
び
は
、
七

O
t
七
九
年
よ
り
小
さ
か
っ
た
が
、
こ
の
時

期
の
高
級
品
噌
好
は
七

0
年
代
よ
り
も
強
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
牛
肉
な
ど
の
価
格
上
昇
率
が
七

0
年
代
よ
り
は
る
か
に
小
さ
い
こ
と
な

ど
の
価
格
要
因
、
お
よ
び
食
生
活
水
準
が
い
ま
だ
相
対
的
に
低
か
っ
た
た
め
、
高
級
品
噌
好
が
よ
り
強
く
表
現
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
、



さ
ら
に
戦
時
中
の
繰
り
延
べ
需
要
な
ど
の
発
現
、
な
ど
各
種
の
社
会
・
経
済
的
要
因
が
作
用
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

(
円
以
)
例
え
ば
、
一
九
七

O
年
と
八

O
年
と
に
つ
い
て
、
都
市
の
低
額
所
得
世
帯
と
高
額
所
得
世
帯
ご
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
料
支
出
額
を
比
ベ
る

と
、
い
ず
れ
の
時
期
に
つ
い
て
も
前
者
は
後
者
の
六
一
%
と
同
一
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

(
d・
ω
-
U
-
ρ
:
児
島
志
位
ミ
九
九
回
含
む
対
立
N
U
2
・

喝

-
Cケ
お
な
じ
く
、
切
』
む
と
之
昨
日
目
〉
~
Z
E
ミ

LS
芯
w
H
M
-
u
m
O
参
照
)
。
こ
の
こ
と
は
、
七

0
年
代
を
通
じ
て
所
得
階
層
別
の
所
得
分
配
構
造

が
不
変
の
ま
ま
維
持
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
先
進
諸
国
の
な
か
で
は
依
然
と
し
て
貧
富
の
格
差
が
大
き
い
こ
と
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
(
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
〉
・
何
回
-
Z
L
o
p
。
、
.
c
h
-
-
R
Y

主
ω
念
品
参
照
〉
。
な
お
、
高
度
な
食
料
消
費
水
準
に
到
達
し
て
い
る
と
云
っ
て
も

ア
メ
リ
カ
で
は
、
所
得
階
層
別
ご
と
の
食
生
活
水
準
の
格
差
は
依
然
と
し
て
大
き
い
。
少
し
時
期
が
さ
か
の
ぼ
る
が
、
一
九
六
四

t
六
五
年
で

都
市
に
お
け
る
年
間
所
得
一
万
五
千
ド
ル
以
上
の
世
帯
と
二
千
ド
ル
未
満
の
世
帯
を
と
る
と
、
果
物
、
牛
肉
の
消
費
量
は
前
者
は
後
者
の
そ
れ

ぞ
れ
三
倍
弱
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
小
麦
粉
の
消
費
量
で
は
、
逆
に
後
者
が
前
者
の
三
倍
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
己
・
ω
-
U
-
〉
4

〉
∞
江
口
己
Z
E
戸
別
2
2叶
n
r
ω
2
1
口
ク
H
H
2
E
与
え
丸
、
。
。
丸
内
。
、
H
h
R
W
語
、
足
。
、
同
句
史
、
d
A
P
Y
H
U
E
-
q
h
w
河
内
つ
C
Z
Z
C
・

C-
℃
℃
・
白
怠
)
。

(
日
)
白
・
ω
り
〉
-
w
〉
・
出
刀
ニ
z
q
・

5
印

u
q
h
u
・
円
九
h
w
同
y
}
E
m
-
-
ま
た
、
一
九
五

O
t
六
九
年
の
食
料
品
全
体
で
の
価
格
上
昇
率
は
四
六
二
一
%

で
あ
り
、
こ
の
期
間
の
物
価
上
昇
率
、
五
二
・
三
%
を
下
回
っ
て
い
る
(
同
町
内
ヨ
ミ
三
円
河
内
、
ロ
ミ
ミ
h
b
内
、
z
h凡人
s
h
H
S
H
W
H
】
・

Mg)。

(日同〉

C
・
ω
・
ロ
・
〉
」
∞
g
t
m
同
一

g-
ロ
ロ
ロ
mw
己
P
Z
O
E
小

u
p
c
h
-
y
c
h
・
-
℃
・

8

(
ゆ
)
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
口
動
向
と
、
そ
れ
を
規
定
し
て
い
た
社
会
・
経
済
的
諸
条
件
の
分
析
で
は
河
u
r
R
L
〉
開
宮
古
?

-
F
J
J
2
0
ユ
ロ
自
司
由
℃
=
r
t
c
ロ
巴
ロ
2
S
ι
o
u
u
w
百
叫
4
t
k
r
号、
h
E
辺
町
円
。
=
ミ
苫
い
官
公
叫
4
E
E
h
h
h
S
U
E
-
r
u
『
玄

H
U
L
L
m
Z
E
が
秀
れ

て
い
る
。
同
論
文
の
、
と
く
に
二
七
五

t
三

O
一
一
員
を
参
照
。

(ば山〉

d
・
ω
-
u
・
。
-
w
h
叫
同
岳
民
え
帆
S
N
k
e
h
h
S
円
H
H
U
E
w
毘》

M向
山

M
叫・

(
げ

)

d
・
ω
-
U
-
〉
-
w
k
H
h
之
内
N
H
R
w
-
b
h
h
w
h
a
E
礼
町
h
N
U

品。uH】
ω
?

と
う
も
ろ
こ
し
の
種
子
、
ア
ル
コ
ー
ル
向
け
の
圏
内
消
費
量
の
う
ち
か
ら
、
種
子

使
用
量
を
推
定
し
、
こ
れ
を
差
し
引
い
て
算
出
し
た
。

(
出
)
一
九
八

O
年
ェ
、
不
ル
ギ

1
供
給
安
全
保
障
法
(
何
回
2
2
ω
2
買
い
守
〉
三
え
る
∞
O
)
で
は
、
一
九
九

O
年
の
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
の
一

0
4
F

は
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
も
の
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
エ
不
ル
ギ
l
保
全
が
実
施
さ
れ
て
入

0
年
代
を
通
じ
て
ガ
ソ
リ
ソ
消
費
量
が
現
行
水
準
、

つ
ま
り
年
間
一
一

O
O億
ガ
ロ
ソ
に
維
持
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
一
九
九

O
年
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
生
産
必
要
量
は
総
計
一
一

O
億
ガ
ロ
ン
に
な
り
、

し
か
も
そ
の
全
部
が
と
う
も
ろ
こ
し
で
生
産
さ
れ
る
な
ら
ば
、
約
四
四
億
ブ
ッ
シ
ェ
ル
(
八

0
年
代
初
頭
の
と
う
も
ろ
こ
し
生
産
量
の
約
半
分
)

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

四

の
と
う
も
ろ
こ
し
が
必
要
に
な
る

(
d・
ω・
ロ
・
〉
・
喝
ヘ
同
句
、

.hs~宮、
.A目
、
。
。
弘
、
。
九
九
円
、

MN2な
さ
"
也
、
.
門
町
H
Z
沼
田
}
固
ま
吐
由
)
。

b戸j

輸
出
市
場
の
動
向

七
0
年
代
に
は
世
界
的
な
農
産
物
需
要
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
て
ア
メ
リ
カ
農
産
物
に
対
す
る
海
外
需
要
の
伸
び
は
圏
内
需
要
に
比

し
、
は
る
か
に
大
き
く
、
特
に
穀
物
輸
出
量
は
年
率
ほ
ぼ
一
O
%
の
割
合
で
急
増
し
続
け
た
。
輸
出
が
伸
び
始
め
る
六

0
年
代
の
後
半

(
六
五

1
六
九
年
の
五
カ
年
平
均
)
の
場
合
に
も
、
六

0
年
代
前
半
と
比
較
し
て
穀
物
輸
出
は
、
年
率
平
均
六
%
の
伸
び
だ
っ
た
か
ら
、

七
0
年
代
に
輸
出
の
伸
び
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が
分
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
農
産
物
輸
出

アメリカの農産物輸出額 (5カ年平均〕
〔単位ー 10億ドル， %) 

i 販売総額に占め
る輸出額の比率

15.1 

17.7 

18.6 

25.3 

第 5表

農産物輸出額

Statistical Abstract 1981， p. 670， 

5. 4 

6.3 

12.8 

26.5 

]ヲ60-64

65-69 

70-74 

75-79 

資料 :USDC，
683など.

額
全
体
で
み
る
と
価
格
上
昇
の
影
響
も
加
わ
っ
て
、

一
九
七

0
1
八
O
年
に
輸
出
額
は
七
三
億
ド

(

2

)

 

ル
か
ら
四
一
三
億
ド
ル
へ
と
一
挙
に
五
・
七
倍
に
も
増
大
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
農
産

物
販
売
総
額
に
占
め
る
輸
出
額
の
比
率
も
六
0
年
代
後
半
の
一
八
%
に
比
し
、

七
0
年
代
後
半
に

は
二
五
%
に
ま
で
急
上
昇
し
、

七
0
年
代
に
は
ア
メ
リ
カ
の
農
業
生
産
が
輸
出
に
主
導
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
た
(
第
5
表)。

と
こ
ろ
で
、
第
二
次
大
戦
後
、
六

0
年
代
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
の
場
合
、

一
九
四

八
年
か
ら
五
一
年
ま
で
は
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
主
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
対
象

つ
い
で
五
三
年
の

M
S
A
を
経
て
五
五
年
以
降
は
P
L
四
八
O
に
よ
る
主
と
し
て
途
上
国
向

け
を
中
心
に
、
余
剰
農
産
物
の
処
理
を
も
目
標
と
十
る
政
府
計
画
に
よ
る
も
の
が
農
産
物
輸
出
の

(
3〉

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
の
が
特
質
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
五

0
年
代
後
半
か
ら
六

0
年
代
前



い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
七

0
年
代
に
入
る
と
政
府
計
画
に
よ
る
農
産
物
輸
出
額
は
急
減
し
、
後
半
に
な
る
と
や
や
回
復
す
る
も
の

(
4
V
 

半
ま
で
は
、
政
府
計
画
に
よ
る
輸
出
は
農
産
物
輸
出
総
額
の
ほ
ぼ
三
O
M
W
以
上
を
絶
え
ず
占
め
て
い
た
し
、
六

0
年
代
後
半
に
も
そ
の

比
率
は
や
や
小
さ
く
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
政
府
計
画
に
よ
る
農
産
物
輸
出
は
農
産
物
輸
出
全
体
の
二
O
%
台
を
占
め
て

の
、
そ
の
農
産
物
輸
出
総
額
に
占
め
る
比
率
は
四

t
六
%
台
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
七

0
年
代
の
農
産
物
輸
出
増
は
も
っ
ぱ

ら
民
間
商
業
ベ

I
ス
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り

こ
の
点
が
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
動
向
の
第
一
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

rHや
込
、

ナ
ハ
カ

七
0
年
代
に
農
産
物
輸
出
が
急
増
し
た
と
い
っ
て
も
、
農
産
物
の
品
目
に
よ
っ
て
そ
の
動
向
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
第

二
次
大
戦
後
の
用
途
別
農
産
物
の
輸
出
動
向
を
ご
く
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
大
戦
直
後
に
は
ヨ

l
ロ
ツ

パ
で
の
需
要
増
大
を
中
心
に
食
料
農
産
物
の
輸
出
が
急
増
し

つ
い
で
世
界
的
な
工
業
回
復
を
背
景
に
綿
花
を
中
心
と
す
る
原
料
農
産

物
の
輸
出
が
次
第
に
急
増
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
食
料
農
産
物
の
場
合
に
は
は
や
く
も
五

0
年
代
前
半
に
入
る
と
国
際
市
場
で

の
過
剰
化
の
強
ま
り
を
背
景
に
輸
出
の
減
少
、
停
滞
が
み
ら
れ
、
原
料
農
産
物
の
場
合
に
も
五

0
年
代
後
半
に
入
る
と
代
替
工
業
原
料

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

五

五
0
年
代
ま
で
は
食
料
農
産
物
お
よ
び
工
業
原
料
農
産
物
輸
出
の

ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
全
体
に
占
め
る
比
重
は
圧
倒
的
に
大
き
か
っ
(
向
。
と
こ
ろ
が
六

0
年
代
に
入
る
と
原
料
農
産
物
輸
出
の
停
滞

の
登
場
な
ど
に
よ
り
輸
出
の
停
滞
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
だ
が
、

が
一
一
層
、
顕
著
に
な
る
に
つ
れ
て
そ
の
農
産
物
輸
出
全
体
に
占
め
る
割
合
は
急
速
に
低
下
し
始
め
、
食
料
農
産
物
の
輸
出
は
再
び
増
加

し
始
め
た
も
の
の
、

そ
の
農
産
物
輸
出
全
体
に
占
め
る
割
合
も
若
干
、
低
下
す
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
な
か
で
輸
出
が
最
も
急
激
に
増

大
す
る
の
は
飼
料
農
産
物
で
あ
リ
、
飼
料
農
産
物
の
輸
出
比
重
が
次
第
に
増
大
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

(
6
)
 

代
に
は
一
層
、
強
ま
る
の
で
あ
る
。

」
う
し
た
傾
向
は
七
O
年

例
え
ば
、
六

0
年
代
後
半
(
六
五

t
六
九
年
の
五
カ
年
平
均
)
に
四
三
%
で
あ
っ
た
農
産
物
輸
出
額
全
体
に
占
め
る
食
料
農
産
物
の



第 6表主要農産物ごとの生産量に占める輸出量
の比率 (5カ年平均)

56.7 I 

29.3 I 

39.3 i 

49.3 

35.6 

l6171  
28.5 i 

資料:USDA， Agricultural Statisticsのそれぞれ

の年次より

注(1) *印の大豆，綿花については 3カ年平均.

(2) 1930年は予想.

(単位:%) 

64.4 

38.4 

41. 3 

54. 1 

36. 1 

63.0 米

ノ レ ガ ム 25.3 ソ

一
六

1980 1975-79 1955-69 

4ヲ.5

13.4 

29.呂*

27.8* 

34.9 

輸
出
額
比
率
は
八
O
年
に
は
三
六
%
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
の
に
対
し
、
飼
料

農
産
物
の
輸
出
額
比
率
は
六

0
年
代
後
半
の
三
六
%
か
ら
八
O
年
に
は
四
五
%

に
著
増
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
主
要
農
産
物
ご
と
の
当
該
農
産
物
の
生
産

量
全
体
に
占
め
る
輸
出
量
比
率
の
動
向
に
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
る
。
も
と
も
と

輸
出
比
率
の
高
か
っ
た
小
麦
、
米
な
ど
の
食
料
穀
物
の
輸
出
量
も
七

0
年
代
に

は
一
段
と
増
大
し
、

小
麦
の
場
合
、
そ
の
輸
出
比
率
は
六

0
年
代
後
半
の
五
O

%
か
ら
七

0
年
代
後
半
に
は
五
七
%
へ
と
上
昇
し
て
い
一
氏
。
し
か
し
、
輸
出
比

率
の
伸
び
が
最
も
顕
著
だ
っ
た
の
は
、

と
う
も
ろ
こ
し
、
大
豆
、

ソ
ル
ガ
ム
な

小麦

とうもろこし

大 豆i
綿花 l

煙草

ど
の
飼
料
穀
物
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
六

0
年
代
ま
で
そ
の
大
部
分
が
国
内
市
場

で
消
費
さ
れ
、
輸
出
比
率
は
一
O
%
内
外
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
う
も
ろ
こ
し
で

も
、
七

0
年
代
後
半
に
は
生
産
総
量
の
二
九
%
が
、

さ
ら
に
八
O
年
に
は
三
八

%
が
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
六

0
年
代
後
半
に
は
輸
出
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
三
O
%
、

二
五
似
円
で
あ
っ
た
大
豆
、

ソ
ル
ガ
ム
の
場
合
に
も

七
0
年
代
後
半
に
は
輸
出
比
率
は
三
九
%
、
二
九
%
に
上
昇
し
て
い
た
(
第
6
表
)

0

要
す
る
に
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
産
物
の
急
激
な
輸
出
増
大
は
食
料
穀
物
の
輸
出
増
に
も
支
え
ら
れ
て
い
た
が
、

物
の
輸
出
増
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

次
に
六

0
年
代
と
比
較
し
て
の
七

0
年
代
、

と
く
に
飼
料
穀

(

B

)

 

こ
の
点
が
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
動
向
の
第
二
の
特
徴
で
あ
る
。

と
く
に
そ
の
後
半
の
輸
出
市
場
の
構
成
を
み
る
と
、

日
本
を
例
外
と
す
る
と
(
ア
メ
リ

カ
の
農
産
物
輸
出
市
場
と
し
て
の
日
本
の
比
重
は
七

0
年
代
に
は
六

0
年
代
よ
り
も
高
ま
っ
て
お
り
、

七
0
年
代
に
も
ほ
ぼ
一
貫
し
て



一
五

t
一
六
%
の
輸
出
市
場
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
)

西
欧
、

下
し
、
ぞ
れ
と
対
照
的
に
ソ
連
、
東
欧
、
中
固
な
ど
社
会
主
義
諸
国
が
ア
メ
リ
カ
農
産
物
の
輸
出
市
場
と
し
て
の
比
重
を
急
激
に
高
め

カ
ナ
ダ
な
ど
先
進
国
の
輸
出
市
場
と
し
て
の
比
重
が
の
き
な
み
低

て
い
る
。
六

0
年
代
前
半
(
六
一

I
六
五
年
の
玉
カ
年
平
均
)
に
ア
メ
リ
カ
農
産
物
輸
出
全
体
の
三
五
%
を
占
め
て
い
た
西
欧
市
場
は

七
0
年
代
後
半
に
は
三
O
%
を
き
る
ま
で
に
低
下
し
て
い
る
一
方
で
、
六

0
年
代
に
は
市
場
と
し
て
は
無
視
し
う
る
存
在
だ
勺
た
社
会

主
義
諸
国
が
七

0
年
代
後
半
に
は
一
O
%
以
上
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
第
7
表)。

さ
ら
に
七

0
年
代
に
は
産
油
諸
国
を
中
心
と
す
る
中
近
東
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
中
進
諸
国
が
ア
メ
リ
カ
農
産
物
の
輸
出
市
場
と
し
て

第 7表 アメリカ農産物の輸出市場の構成比

( 5カ年平均〕
〈単位 %) 

1 1961-65 1970-7411975-79 

ジ 7 I 26.9 I 2ヲ.~ 
(日本) (l1目 1)1 (16. 1) 

東欧・ソ連 3.9! 5.8 I 

西 欧 34.5I 20.3 i 
カナダ 1:J.O: 7.9 I 

中 近 東1.4 2.5 ! 

ラテン・アメリカ 6.2 6目 9'

アフ U カ1.2 2. 1 I 

そ の他 15.9 14.8 I 

資料:USDA， Agricultural St:J.tisticsの会年次よ

り算出.

注.その他には，アジア， ラテンアメむなどの国

が多く含まれているとみられる.

28.6 
(15.3) 

9.1 

2ヲ.2

Eヲ

4. 3 

6.0 

2.8 

14‘ l 

7 

伸
張
が
目
立
つ
ほ
か
、

六
0
年
代
か
ら
七

0
年
代
初
頭
ま
で
輸
出
市
場

と
し
て
相
対
的
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
イ
ン
ド

フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
ア
ジ
ア
の
い
く
つ
か
の
途
上
諸
国
へ
の
ア
メ
リ

カ
農
産
物
の
輸
出
量
は
七

0
年
代
に
は
急
減
す
る
一
方
、
中
南
米
お
よ

び
ア
フ
リ
カ
の
途
上
諸
国
お
よ
び
ア
ジ
ア
の
な
か
で
も
パ
ン
グ
ヲ
デ
ィ

シ
ュ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
は
輸
出
市
場
と
し
て
の
比
重
が
若
干
な
が

ら
高
ま
っ
て
お
り
、
途
上
国
の
な
か
で
も
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
市

(
9
M
 

場
と
し
て
の
比
重
に
分
化
が
目
立
っ
て
き
た
。

も
ち
一
論
、
農
産
物
の
品
目
に
よ
三
L

輸
出
市
場
の
構
成
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
と
う
も
ろ
こ
し
、
大
豆
な
ど
飼
料
穀
物
の
輸
出
市
場
と

し
で
は
、
西
欧
、

日
本
な
ど
先
進
諸
国
の
比
重
が
依
然
と
し
て
高
い
。

vじ



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

一
八

例
え
ば
、

と
う
も
ろ
こ
し
の
場
合
に
は
七

0
年
代
後
半
に
も
輸
出
量
全
体
の
ほ
ぼ
六

O
%
'
(う
ち
日
本
へ
は
一
七
%
)
が
西
欧
と
日
本

へ
の
輸
出
で
占
め
ら
れ
、
農
産
物
全
体
で
み
た
場
合
よ
り
も
西
欧
と
日
本
の
輸
出
市
場
と
し
て
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
大
豆

の
輸
出
市
場
の
動
向
も
と
う
も
ろ
こ
し
の
場
合
に
ほ
ぼ
準
じ
て
い
る
。

一
方
、
小
麦
の
輸
出
市
場
と
し
て
は
、
六

0
年
代
ま
で
比
重
が

-
向
か
っ
た
イ
ン
ド

フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
、
韓
国
な
ど
の
ウ
エ
イ
ト
が
低
下
し
て
い
る
一
方
で
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、

ア
フ
リ
カ
な
ど
の

途
上
諸
国
の
比
重
が
相
対
的
に
高
ま
っ
て
い
る
。
六

0
年
代
後
半
に
ア
メ
リ
カ
の
小
麦
輸
出
量
の
二
五
%
を
占
め
て
い
た
ア
フ
リ
カ
お

(

ゆ

)

よ
び
ラ
テ
ン
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
比
重
は
七

0
年
代
後
半
に
は
三
O
%
以
上
に
増
大
し
た
。
ま
た
、
先
進
諸
国
、
途
上
諸
国
と
異
な
り
、

(
U
)
 

そ
の
比
重
を
高
め
つ
つ
あ
る
。

社
会
主
義
諸
国
、
中
進
諸
国
は
、
飼
料
、
食
料
穀
物
の
い
ず
れ
の
市
場
と
し
て
も
、

こ
う
し
た
農
産
物
別
に
み
た
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
の
市
場
動
向
の
な
か
に
、

わ
れ
わ
れ
は
現
在
の
世
界
の
食
料
問
題
の
一
端
を
垣
間

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は

一
つ
に
は
社
会
主
義
諸
国
、
中
進
諸
国
を
含
め
て
先
進
国
で
は
、
所
得
水
準
の
向
上
を
背
景
と
し
て

肉
噌
好
が
一
段
と
強
ま
り
な
が
ら
も

フ
ラ
ン
ス
な
ど
一
部
の
国
を
除
く
と
、
当
該
諸
国
内
で
は
畜
産
経
営
の
一
層
の
発
展
に
必
要
と

さ
れ
る
飼
料
穀
物
を
自
給
で
き
な
い
ま
ま
に
供
給
を
ア
メ
リ
カ
に
依
存
す
る
構
造
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
に

は
、
途
上
諸
国
と
い
わ
れ
る
国
々
の
な
か
で
も
、
食
料
農
産
物
の
供
給
カ
に
お
い
て
か
な
り
の
格
差
が
七

0
年
代
に
生
じ
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
食
料
農
産
物
輸
入
国
と
し
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
イ
ン
ド
、

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
を
始
め
と
す

る
東
南
ア
ジ
ア
の
い
く
つ
か
の
国
々
で
は
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
小
麦
輸
入
量
が
減
少
し
て
い
る
よ
う
に
、
食
料
農
産
物
の
生
産
量
が
増

大
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ

ア
フ
リ
カ
な
ど
の
途
上
諸
国
や
ア
ジ
ア
で
も
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、

ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、
ネ
パ

i
ル
な
ど
で
は
、
主
と
し
て
急
激
な
人
口
増
な
ど
に
起
因
し
て
食
料
需
要
が
七

0
年
代
に
は
一
一
層
増
大
し
、

し
か
も
自

圏
内
で
の
農
業
生
産
に
よ
っ
て
は
対
応
で
き
な
い
ま
ま
に
基
本
的
な
食
料
穀
物
の
外
部
依
存
が
一
層
、
強
ま
っ
て
い
る
構
造
で
あ
る
。



が
特
徴
で
あ
り
、

そ
の
な
か
で
農
産
物
供
給
固
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
国
際
的
地
位
が
一
段
と
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
、

」の白川

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
飼
料
穀
物
と
食
料
穀
物
の
輸
出
市
場
は
七

0
年
代
に
は
六

0
年
代
に
お
い
て
よ
り
も
一
層
、
裁
然
と
区
分
け

ら
れ
て
き
た
が
、

七
0
年
代
に
は
い
ず
れ
に
し
て
も
世
界
の
農
産
物
需
要
が
六

0
年
代
ま
で
と
比
べ
る
と
さ
ら
に
急
速
に
高
ま
っ
た
の

を
具
体
的
な
数
字
に
よ
っ
て
補
足
、
確
認
し
て
お
こ
う
。

フ
一
フ
ン
ス
、

ブ
ラ
ジ
ル
を
例
外
と
す
る
と
、
品
目
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
あ
る
も
の
の
、

カ
ナ
ダ
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

オ

i
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
主
要
農
業
国
の
世
界
全
体
の
穀
物
輸
出
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
七

0
年
代
を
通
し
て
急
速
に
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
と
は
対

照
的
に
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
シ
ェ
ア
の
上
昇
が
顕
著
で
あ
る
。
小
麦
の
場
合
で
は
、
六

0
年
代
後
半
(
五
カ
年
平
均
)
に
世
界
の
輸
出
総

量
の
三
四
・
七
%
を
占
め
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ
ア
は
七

0
年
代
後
半
(
五
カ
年
平
均
)
に
は
四

0
・
三
%
に
上
昇
し
、

L
T
っ
、
も
ろ

こ
し
の
場
合
で
も
そ
の
市
場
シ
ェ
ア
は
同
期
間
に
五
四
・
五
%
か
ら
七
二
・
六
%
へ
と
急
速
に
上
昇
し
、

入

0
年
代
に
入
る
と
さ
ら
に

八
O
%に
達
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
台
頭
に
よ
っ
て
シ
ェ
ア
が
低
下
し
た
と
い
わ
れ
る
大
豆
の
場
合
で
も
、
七

0
年
代
後
半
に
も
依

然
と
し
て
世
界
の
大
豆
輸
出
総
量
の
八
一
%
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
出
が
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
(
第
仁
記
)
。

そ
し
て

輸
出
シ
エ

ア
の
伸
び
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、

主
要
穀
物
の
世
界
の
総
生
産
に
占
め
る
ア
メ
リ
カ
の
生
産
の
ウ
エ
イ
ト
も
同
様
に
増
大
し
、

世
界
の
食
料
大
国
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
地
位
は
一
層
、
強
ま
っ
た
か
に
み
え
る
。

し
か
し
、

」
の
世
界
の
農
産
物
輸
出
市
場
に
占
め

る
ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ
ア
増
大
H
ア
メ
リ
カ
農
業
の
一
一
層
の
国
際
化
の
強
ま
り
は
、

そ
の
市
場
動
向
か
ら
み
る
と
必
ず
し
も
全
て
ア
メ
リ

高
ま
り
を
背
景
に
急
激
に
拡
大
し
た
が
、
輸
出
市
場
の
構
成
か
ら
み
る
と
農
産
物
の
需
要
面
で
不
確
定
要
素
が
非
常
に
高
く
、

そ
の
結

カ
農
業
に
有
利
に
の
み
作
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
、

七
0
年
代
の
基
調
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
農
業
生
産
は
輸
出
需
要
の

果
、
年
ご
と
の
輸
出
需
要
の
変
動
幅
が
大
き
い
、
社
会
主
義
諸
国
や
開
発
途
上
国
の
比
重
が
増
大
し
て
い
る
。

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
農
産

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

九
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rt、、

ニ
O

物
の
輸
出
量
が
七

0
年
代
後
半
以
降
、

i¥. 

0
年
代
初
頭
ま
で
短
期
に
し
か
も
大
幅
に

に 変
示動
さす
オ1~ る
る13よ
。う

まに
た な

て〉

入た
O こ
年と
代に
に具
入体
つ的

て
か
ら
の
世
界
経
済
の
不
況
の
深
化
の
な

カミ
日一tv 

そ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
途
上
諸

国
で
ア
メ
リ
カ
農
産
物
の
輸
入
が
停
滞
、

減
少
し
て
い
る
こ
と
も
、

ア
メ
リ
カ
農
産

物
の
輸
出
市
場
が
不
安
定
化
し
て
い
る

例
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

七
0
年
代
末
か

ら
入

0
年
代
初
頭
に
輸
出
需
要
の
変
動
に

付
随
し
て
ア
メ
リ
カ
農
業
全
体
に
か
か
る

調
整
コ
ス
ト
も
増
大
し

そ
れ
が
四
で
み

る
よ
う
な
最
近
の
ア
メ
リ
カ
農
業
に
お
け

る
経
営
問
題
を
生
み
出
す
、
農
産
物
の
市

場
動
向
か
ら
の
一
つ
の
規
定
要
因
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
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5

)

第
二
次
大
戦
後
、
一
九
七

O
年
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
用
途
別
農
産
物
の
輸
出
動
向
に
つ
い
て
は
、
〉

2
r
z門
口

三

R
r
F
A》巳
Z
3
0『

ぜ
〈

2
-
L
〉
間
三
n
c
Z
広岡田-同，
E
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3
V
5
q
-
句
・
叫

4

ミ
九
旬
、
c
N凡
円
い
て
巳
潟
、

h
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町
宮
内

H
N
h
E
N
同
H
h
v司

F
ず

U
1
H
C
d司
凶

ω
S件。
d
E
J刊
・
。
。
ロ
円
。
『
印
W

3
a
u
司司・∞
M
1
8
を
参
照
。

(

3

)

も
ち
論
、
こ
う
し
た
用
途
別
に
み
た
農
産
物
輸
出
動
向
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
に
独
自
な
も
の
で
は
な
〈
、
世
界
の
農
産
物
貿
易
全
体
に
つ
い
て

も
同
時
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
農
産
物
貿
易
全
体
の
な
か
で
原
料
農
産
物
の
比
重
が
減
少
し
、
食
料
飼
料
穀
物
の
比
重
が
増
大

す
る
な
か
で
世
界
の
農
産
物
輸
出
全
体
に
占
め
る
途
上
諸
国
の
比
重
が
低
下
し
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
先
進
諸
国
の
比
章
一
が
増
大
す
る
と

い
う
世
界
的
な
農
産
物
貿
易
の
地
域
連
関
が
生
み
出
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
同
干
に
-
w
つ
つ
は
尽
を
参
照
。

(

7

)

米
の
場
合
に
は
、
輸
出
量
は
増
大
し
た
が
輸
出
比
率
は
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
後
半
に
は
六
三
・
六
%
か
ら
六
一
・
七
%
へ
と
わ
ず

か
に
低
下
し
た
。

(

B

)

な
お
、
元
来
、
輸
出
比
率
の
高
い
綿
花
の
場
合
に
も
六

0
年
代
ま
で
の
輸
出
減
少
と
は
反
対
に
七

0
年
代
に
は
輸
出
量
が
増
大
し
、
輸
出
比

率
も
六

0
年
代
後
半
の
二
五
・
八
%
か
ら
七

0
年
代
後
半
に
は
五
三
%
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
た
だ
、
綿
花
の
輸
出
比
率
の
高
ま
り
は
穀
物
の

(

9

)

例
え
ば
、
六

0
年
代
前
半
に
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
総
額
の
そ
れ
ぞ
れ
、
六
・
八
%
、
一
・
二
%
、
二
・
三
%
を
占
め
て
い
た
イ

γ
ド、

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
パ
キ
ス

F

Y
の
輸
出
市
場
と
し
て
の
比
重
は
七

0
年
代
後
半
に
そ
れ
ぞ
れ
、
一
・
九
%
、

0
・
七
%
、

0
・
七
%
に
ま
で
減

少
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
中
近
東
、
ア
フ
リ
カ
地
域
の
輸
出
市
場
と
し
て
の
比
章
は
、
六

0
年
代
前
半
の
一
・
四
%
、
一
・
二
%
か
ら
七

0
年
代
後
半
に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
・
一
二
%
、
二
-
八
%
へ
と
増
大
し
た
。
ま
た
、
ラ
テ

γ
・
ア
メ
リ
カ
も
全
体
と
し
て
は
、
輸
出
市
場
と
し
て
の

比
重
は
、
同
期
間
に
や
や
減
少
し
た
け
れ
ど
も
、
と
く
に
中
米
地
域
で
は
比
重
が
や
や
増
大
し
た
国
が
多
い

(C-
∞・

0
・〉
-

u

h

占

h
2
2
S
E
e
a

h
H
Q
b
h
H凡2

の
輸
出
統
計
部
分
の
合
年
次
か
ら
の
算
出
に
よ
る
)
。

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

(

ω

)

と
〈
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
小
麦
輸
出
の
場
合
に
は
、
途
上
諸
国
の
な
か
で
も
ア
ジ
ア
の
途
上
諸
国
で
輸
出
市
場
の
比
重
を
相
対
的
に
低
下
さ

せ
た
国
が
多
い
。
ま
た
、
六

0
年
代
末
と
七

0
年
代
末
と
を
比
べ
て
地
域
圏
別
に
当
該
地
域
、
国
に
お
け
る
国
民
一
人
当
た
り
穀
物
生
産
量
の

推
移
を
み
る
と
、
ア
フ
リ
カ
で
は
全
体
と
し
て
減
少
が
目
立
つ
一
方
、
南
ア
メ
ロ
カ
地
域
で
は
全
体
と
し
て
み
る
と
停
滞
か
、
や
や
減
少
傾
向

に
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
、
ア
ジ
ア
で
は
や
や
増
大
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
で
は
イ

γ
ド
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ

γ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
で
一
人
当
た
り
穀
物
生
産
量
が
増
大
し
て
い
る
の
に
対
し
、
バ
ソ
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、

7

フ
ガ
ユ
ス
タ

γ
で
は
逆
に
減
少
傾
向
に
あ
る
(
句
〉
。
w

旬
、
さ
礼

R
号
。
詰
問

E
、
旬
。
岳
掃
の
各
年
次
よ
り
)
。

(
日
)
こ
こ
で
、
他
の
農
産
物
輸
出
国
(
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ

γ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ァ
ル
ゼ
ソ
チ

γ
)
の
場
合
と
比
べ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸

出
市
場
の
特
質
に
つ
い
て
、
小
麦
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
言
及
し
て
お
こ
う
。
ア
メ
リ
カ
以
外
の
農
業
国
の
場
合
に
は
、
そ
の
輸
出
市
場
が
一

定
地
域
に
特
化
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
比
較
的
、
輸
出
市
場
が
多
地
域
に
わ
た
っ
て
い
る
カ
ナ
ダ
の
小
麦
輸
出
の
場
合
に
も
、
社
会
主

義
諸
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
へ
の
集
中
度
が
高
い
し
、

7

ラ
ソ
ス
の
場
合
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

7

7

り
カ
地
域
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合

に
は
中
東
、
ア
ジ
ア
、
ソ
連
、
ア
フ
リ
カ
に
輸
出
市
場
が
そ
れ
ぞ
れ
特
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
ァ
ル
ゼ

γ
チ
ン
の
農
産
物
輸
出
市
場
と
し
て
は
、

ラ
テ
ソ
・
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
比
重
が
高
い
(
。
・
岡
山

-
P
巴
-whEhhhhh2
色
¥
旬
可
。
、
.
三
h
・
=
叫
4
E九
三
叫
4Eh叫

q
F
i
可
門
Urv
送
話
。
九
九
同
民
、
♂

-
唱
団
了
間
》
目
y
u

エ
M
N
喝
な
ど
に
よ
る
)
。

こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
の
と
く
に
小
麦
の
輸
出
市
場
は
一
定
地
域
に
限
定
さ
れ
ず
、
世
界
全
体
に
お
よ
ん
で
お
り
、
途
上
諸
国
へ
の
輸
出

の
比
重
が
大
き
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
政
府
計
画
に
よ
る
農
産
物
輸
出
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
、
こ
の
た
め
農
産
物

輸
出
が
対
外
的
な
政
治
戦
略
の
一
環
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
な
ど
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
さ
い
と
み
ら
れ
る
。

(
ロ
)
こ
う
し
た
世
界
の
農
産
物
輸
出
に
占
め
る
ア
メ
リ
カ
の
比
重
を
さ
ら
に
時
期
を
遡
ぽ
ら
せ
て
一
九
二

0
年
代
(
一
九
二
四

t
二
八
年
)
と
比

べ
て
み
る
と
、
第
二
次
大
戦
以
降
の
時
期
に
世
界
の
農
業
大
国
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
地
位
が
い
か
に
急
速
に
強
空
っ
た
か
が
分
る
の
で
あ
る
c

こ
の
時
期
に
は
、
世
界
の
小
麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
輸
出
総
量
に
占
め
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
出
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ニ
・
一
%
、
五
-

七
%
に
す
ぎ
ず
、
小
麦
輸
出
で
は
カ
ナ
ダ
に
、
と
う
も
ろ
こ
し
輸
出
で
は
ア
ル
ゼ

γ
チ
γ
に
大
き
く
遅
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
河

o
z
z
冨

-
g
R
P
J
p
n
g
z
q
え

司

S
L
何回目】

2
2
J
山
口
、
宅
内
定
詰
与
ha
江
町
ミ
宣
言
内
吋
芸
、

n
z
-
寸
一
可
何
色
官
三
回
、
.

吋
C
口
円
相
-
-
泊

m
v
P
E
M
-
-
∞0
1
5由
。

(
日
)
例
え
ば
、
唱
と
う
も
ろ
こ
し
の
輸
出
量
を
七
七

t
八
一
年
に
つ
い
て
み
る
と
、
西
欧
、
日
本
へ
の
輸
出
量
が
比
較
的
、
一
定
し
て
い
る
の
に
対



し
、
ソ
速
、
東
欧
、
ラ
テ
ソ
・
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
量
は
非
常
に
大
幅
に
変
動
し
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
包
苦
込
』

p
s
g
b号
hwp円

河
内
苦
主
冨
R
n
F
3巴)。

農
場
の
動
向

←) 
農
場
経
営
主
の
動
向

七
0
年
代
に
お
け
る
農
業
就
業
人
口
、
農
場
の
動
き
を
特
徴
矛
つ
け
て
い
た
の
は
、
六

0
年
代
ま
で
の
そ
れ
ら
の
急
激
な
減
少
の
動
き

に
対
し

い
ず
れ
の
減
少
テ
ン
ポ
も
は
る
か
に
緩
和
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と

アメリカにおける農場数，農業就業人口

I.~ ~ I農 業|全就業人口に占める農場数| | 
|就業人口 1農業就業人口の比率

1，0∞ 1，∞0人 %
1950 I 5，648 I 9，926 I 15.6 

55 I 4， 654 I 8， 381 I 12. 9 

60 I 3，963 I 7，057 I 10. 1 

65 I 3，356 i 5，610 I 7.5 

70 I 2， 949 I 4， 523 I 5. 5 

75! 2， 767 I 4，342 I 4. 7 

78 2，672 I 3，ヲ57I 3.9 

8 03，705 i 3.4 

資料:USDC， Statistical Abstract 1981， p.660. 

注.農場数は1969年センサスの定義によるもの.

第 9表

え
ば
、
農
業
就
業
人
口
は
六

0
年
代
に
は
二
五
三
万
人
(
六

O
年
の
七

O
五
万
七
千

人
か
ら
七

O
年
の
四
五
二
万
三
千
人
へ
と
)
も
減
少
し
た
の
に
対
し
、

七
0
年
代
に

は
八
二
万
人
の
減
少
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
、
農
場
数
も
六

0
年
代
に
は
一

O
一
万(

1〉

七
0
1
七
八
年
に
は
二
七
万
七
千
の
減
少
に
す
ぎ
な
か
っ
た

減
少
し
た
の
に
対
し
、

(第
9
表)。

こ
う
し
た
農
業
就
業
人
口
お
よ
び
農
場
数
の
減
少
率
の
急
速
な
低
下

に
つ
い
て
は
、

七
0
年
代
に
は
農
業
部
門
は
相
対
的
に
好
況
だ
っ
た
た
め
に
農
業
内

部
で
の
プ
ッ
シ
ュ
要
因
が
働
か
な
か
っ
た
一
方
、
経
済
全
体
は
不
況
基
調
だ
っ
た
た

め
に
農
外
か
ら
の
プ
ル
要
因
も
六

0
年
代
に
比
べ
著
し
く
弱
ま
っ
た
こ
と
、

ま
た
六

0
年
代
ま
で
に
流
出
す
べ
き
農
場
、
農
業
就
業
人
口
は
あ
る
程
度
ま
で
流
出
し
つ
く

し
た
た
め
に
、
流
出
対
象
と
な
る
農
場
お
よ
び
農
業
就
業
人
口
の
母
数
自
体
が
小
さ



な
ど
い
く
つ
か
の
要
因
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
立
ち
入
っ
た
分
析
を
避
け
、

す
で
に
そ

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

四

く
な
っ
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
住
宅
地
域
と
し
て
農
村
選
好
が
強
ま
っ
て
い
る
た
め
ホ
ビ

l
フ
ァ
ー
ム
な
ど
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、

の
一
部
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
七
八
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査
結
果
に
示
さ
れ
る
七
回

t
七
八
年
の
農
場
お
よ
び
農
場
経
営
主
に
つ
い
て

の
特
徴
的
な
動
き
を
指
摘
し
、

七
0
年
代
後
半
に
ア
メ
リ
カ
の
農
業
の
基
調
は
変
化
す
る
と
い
わ
れ
る
事
実
を
農
場
の
側
面
か
ら
簡
単

に
追
跡
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。

ま
ず
第
一
の
特
徴
的
な
動
き
は
、

七
0
年
代
後
半
に
農
場
の
減
少
数
が
そ
れ
ま
で
に
比
し
は
る
か
に
少
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

全
体
と
し
て
み
る
と
一
農
場
当
た
り
の
平
均
経
営
規
模
も
以
前
ほ
ど
増
大
し
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
c

七
八
年
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ

ヲ

Q
L」

ア
メ
リ
カ
全
体
で
の
一
農
場
当
た
り
平
均
農
地
面
積
は
四
一
五
エ
ー
カ
ー
で
あ
り
、

七
四
年
の
四
四

O
エ
ー
カ
ー
よ
り
も
二
五

エ
ー
カ
ー
も
減
少
し
て
い
る
。

七
四
年
セ
ン
サ
ス
の
修
正
値
に
よ
る
と
、

七
四
年
の
一
農
場
当
た
り
平
均
農
地
面
積
は
三
八
八
エ

l
カ

(

2

)

 

そ
れ
で
も
七
四
年
水
準
を
二
七
エ
ー
カ
ー
ほ
ど
上
回
る
に
す
ぎ
な
い
c

六
回

I
六
九
年
、
六
九

t

(

3

)

 

五
O
エ
ー
カ
ー
ほ
ど
増
大
し
た
の
に
比
べ
る
と
農
場

ー
と
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、

七
四
年
に
は
一
農
場
当
た
り
の
平
均
農
地
面
積
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
七
エ
ー
カ
ー
、

の
減
少
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
み
る
と
農
場
の
規
模
拡
大
の
条
件
が
著
し
く
失
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
自
小
作
農
別
、
組
織
形
態
別
に
農
場
の
動
向
を
み
る
と
、

七
四

t
七
八
年
に
も
七
四
年
ま
で
の
動
き
と
同
様
に
農
場
全
体
に

占
め
る
自
作
農
の
割
合
が
減
少
し
、
自
小
作
農
の
比
率
が
増
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
第
二
次
大
戦
後
、

七
四
年
ま
で
一
貫
し
て
続
い

て
き
た
農
場
全
体
に
占
め
る
小
作
農
場
の
比
率
の
減
少
傾
向
は
始
め
て
逆
転
し
、

七
四

t
七
八
年
に
は
小
作
農
相
場
の
比
率
が
増
加
し
た

の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

七
四
年
に
は
、
六
一
・
五
%
、

二
七
・
一
%
、

-
三
%
で
あ
っ
た
農
場
全
体
の
な
か
で
の
自
作

農
、
自
小
作
農
、

小
作
農
の
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
は
七
八
年
に
は
五
八
・
五
%
、

二
八
・
七
%
、

一
二
・
七
%
と
な
っ
た
。
ま
た
、
自
小



作
農
別
に
み
た
農
場
の
平
均
規
模
は
、
自
小
作
農
、
小
作
農
、
自
作
農
の
順
に
七
八
O
エ
ー
カ
ー
、
三
八
四
エ
ー
カ
ー
、
二
O
五
エ

l
カ

ー
と
な
っ
て
い
た
が

い
ず
れ
の
農
場
規
模
も
農
場
全
体
で
み
た
場
合
と
同
様
に
セ
ン
サ
ス
の
修
正
値
を
使
用
し
な
け
れ
ば
、
七
回

t

(

4

)

 

七
八
年
に
は
減
少
し
て
い
た
。
次
に
組
織
形
態
別
に
み
る
と
個
人
農
の
割
合
は
七
八
年
で
も
依
然
と
し
て
農
場
全
体
の
八
七
・
七
%
を

占
め
、
家
族
農
場
が
農
場
の
支
配
的
形
態
で
あ
る
構
造
は
変
化
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
税
金
対
策
な
ど
の
観
点
か
ら
法
人
成
り
の
農
場

(
3〉

数
の
割
合
も
着
実
に
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、
上
層
農
場
で
は
農
場
経
営
に
必
要
と
さ
れ
る
資
本
額
が
一
層
、
増
大
し
て
い
る
こ
と
も
あ

経
営
農
場
は
九
万
六
千
も
増
加
し
、

り
、
六

0
年
代
ま
で
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
た
共
同
経
営
の
タ
イ
プ
の
農
場
が
七
四

t
七
八
年
に
急
増
し
た
。
七
四

l
七
八
年
に
共
同

(

6

)

 

七
八
年
で
農
場
全
体
の
ほ
ぼ
一
O
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
点
が
法
人
農
場
の
増
加
と
並
ん
で
七

0
年
代
後
半
の
農
場
の
組
織
形
態
に
関
す
る
新
た
な
動
き
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
経
営
主
が
農
外
労
働
に
従
事
す
る
兼
業
農
場
が
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
六
九

t
七
四
年
に
は
農
業
で
の
好

況
の
影
響
も
あ
っ
て
六

0
年
代
前
半
ま
で
の
兼
業
化
の
進
展
と
は
逆
に
、

-
種
兼
業
農
場
の
経
営
主
の
専
業
化
傾
向
を
中
心
に
経
営
主

が
農
外
労
働
に
従
事
す
る
農
場
の
比
率
は
減
少
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

七
四

t
七
八
年
に
な
る
と
経
営
主
が
農
外
労
働
に
従
事
す
る
農
場

数
は
再
び
増
加
し
始
め
、

そ
の
比
率
は
七
四
年
の
四
三
・
七
%
か
ら
七
八
年
に
は
五
五
・

一
%
へ
と
急
増
し
て
い
る
。
七
四
年
と
七
八

年
と
の
セ
ン
サ
ス
調
査
方
法
の
差
異
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
と
く
に
経
営
主
が
農
外
労
働
に
一
O
O
日
以
上
従
事

す
る
農
場
の
割
合
は
七
四
年
の
三
五
・
二
%
か
ら
七
八
年
の
四
二
・
一
%
で

ま
た
経
営
主
の
主
要
職
業
が
非
農
業
の
農
場
数
も
七
四

ー
七
八
年
に
は
八
五
万
二
千
か
ら
一
一
五
万
一
千
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
。

七
0
年
代
前
半
に
一
時
的
に
歯
止
め

を
か
け
ら
れ
て
い
た

E
種
兼
業
を
中
心
と
す
る
農
場
の
兼
業
化
傾
向
は
、
後
で
み
る
よ
う
な
農
業
の
収
益
性
が
再
び
低
下
し
始
め
る
七

0
年
代
後
半
に
再
び
強
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、

」
う
し
た
兼
業
農
場
の
増
加
は
次
に
み
る
よ
う
な
若
年
齢
の

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
り
カ
農
業
の
動
向

一一玉



年齢別，農場経営主の構成(農場全体に占める割合〕
(単位:%) 

|峨以上

19.8 I 

20.3 

21. 9 

23.5 

25.8 

25.8 

23. 7 

14.8 

16.6 

16.8 

17.4 

16.6 

18.5 

16.4 

55-64 

第 10表

|25歳未満 I25-34 I ト 44 I 45-54 I 

1950 3.2] 15.7] 23.5] 22.9 

54 1. 9 1 13. 2 1 23. 4 1 24. 6 

59 1. 7 1 11. 0 1 22. 0 1 26. 7 
| 、一ーへf 一一

64 11. 5 20. 7 1 27. 0 

69 1. 9 I 10.0 I 19. 1 I 26. 5 I 

74 2. 3 1 10. 5 I 17.6 1 25.3 1 

78 3.11 13.01 19.41 2日|

資料:1974 Census of Agァiculture，Vol. 11， part 3， p. III-13. 
1978 Censlls of Ag門・'culture，Vol. 1， part 51， pp.38-39. 

一一六

農
場
経
営
主
が
七

0
年
代
後
半
に
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
な
い
よ
う

に
み
え
る
。
経
営
主
年
齢
が
三
五
歳
未
満
の
農
場
で
は
、
経
営
主
が
農
外
労
働
に
一

0
0

日
以
上
従
事
す
る
農
場
は
当
該
農
場
全
体
の
五
四
%
に
も
達
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
は
農
場
経
営
主
の
平
均
年
齢
、
が
第
二
次
大
戦
後
、
始
め
て
若
年
齢
化
し
た
こ
と
で

あ
る
。
第
二
次
大
戦
以
降
、
七
四
年
セ
ン
サ
ス
ま
で
は
農
業
就
業
人
口
の
急
速
な
減
少
の

な
か
で
農
場
経
営
主
の
平
均
年
齢
も
わ
ず
か
ず
つ
で
あ
る
が
、
着
実
に
老
齢
化
し
続
け
て

い
た
。
例
え
ば
、
農
場
全
体
の
経
営
主
の
平
均
年
齢
は
一
九
四
五
年
に
は
四
八
・
七
歳
で

あ
っ
た
が
七
四
年
に
は
五
一
・
七
歳
に
ま
で
高
齢
化
し
、

そ
れ
に
つ
れ
農
場
全
体
に
占
め

る
経
営
主
年
齢
が
三
五
歳
未
満
の
農
場
の
割
合
も
一
九
五

0
1
七
四
年
に
一
八
・
九
%
か

ら
二
一
・
八
%
へ
と
一
貫
し
て
低
下
を
続
け
た
(
第
叩
表
)
。
と
こ
ろ
が
、

七
回

t
七
八
年

に
は
経
営
主
年
齢
が
三
五
歳
未
満
の
農
場
数
は
二
万
も
急
増
し
、
農
場
全
体
に
占
め
る

こ
れ
ら
農
場
の
割
合
も
一
二
・
八
%
か
ら
一
六
・
二
%
に
増
大
し
た
。
そ
れ
に
つ
れ
農
場

経
営
主
の
平
均
年
齢
も
五

0
・
一
歳
へ
と
若
返
っ
た
が
、

始
め
て
の
現
象
で
あ
る
。

}
の
こ
と
は
第
二
次
大
戦
後
、

こ
う
し
た
最
近
に
な
っ
て
の
若
い
農
場
経
営
主
の
増
加
現
象
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら

よ
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
六
0
年
代

か
ら
七

0
年
代
初
頭
ま
で
は
農
場
全
体
の
な
か
で
経
営
主
が
高
齢
化
し
た
農
場
の
減
少
は



比
較
的
緩
慢
で
あ
り
、
経
営
主
が
老
齢
化
し
た
農
場
の
堆
積
が
目
立
っ
た
。
例
え
ば
玉
九

t
七
四
年
に
は
経
営
主
の
年
齢
が
五
五
歳
以

上
の
農
場
が
農
場
全
体
に
占
め
る
割
合
は
三
八
・
七
%
か
ら
四
回
・
一
二
%
へ
増
大
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
七
四

t
七
八
年
に
は

(
9
)
 

逆
に
経
営
主
年
齢
が
六
五
歳
以
上
の
農
場
数
は
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
七

0
年
代
初
頭
ま
で
に
経
営
主
が
老
齢
化
し

ま
た
七

0
年
代
に
は
農
場
全
体
に
占
め
る
、

金

(m，H
H
M

・
国
〉
)
を
利
用
し
て
農
場
取
得
を
す
る
新
規
参
入
農
場
数
の
割
合
も
増
大
し
た
。
こ
の
新
規
参
入
の
農
場
数
は
七
二

t
七
四

た
一
部
の
農
場
で
経
営
主
の
世
代
交
代
が
進
ん
だ
こ
と
を
意
味
し
よ
う
c

農
場
更
正
基

年
に
一
時
的
に
急
増
し
て
い
る
よ
う
に
、

そ
の
培
加
は
七

0
年
代
前
半
の
未
曽
有
の
農
業
好
況
が
強
い
誘
因
に
な
っ
て
生
じ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
経
営
主
の
世
代
交
代
と
農
業
好
況
の
な
か
で
の
新
規
参
入
の
増
加
が
、

七
四

1
七
八
年
に
経
営
主
年
齢
が
三

五
歳
未
満
の
農
場
を
急
増
さ
せ
た
主
要
因
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
経
営
主
の
年
齢
、
が
二
五
歳
未
満
、

お
よ
び
二
五

t
一
二
四
歳
の
農
場

層
の
場
合
、
農
場
の
経
営
面
積
は
比
較
的
小
さ
く
、
小
作
農
、
自
小
作
農
の
比
率
が
高
く
、
し
か
も
兼
業
農
場
の
比
重
が
高
い
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
c

さ
き
に
み
た
、
七
四

t
七
八
年
に
小
作
農
、
兼
業
農
場
、
さ
ら
に
共
同
経
営
農
場
の
比
重
が
高
ま
る
現
象
も
若
年
齢
経

営
主
の
農
場
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
七

0
年
代
に
入
る
と
、
農
業
就
業
人
口
、
農
場
数
の
減
少
テ
ン
ポ
は
そ
れ
ま
で
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
緩
慢
化
し
、

そ

れ
と
同
時
に
農
場
の
規
模
拡
大
を
可
能
に
す
る
経
済
的
条
件
も
次
第
に
失
わ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
七

0
年
代
に
は
新
規
参
入

農
場
の
一
時
的
増
加
、
経
営
主
の
世
代
交
代
な
ど
と
と
も
に
経
営
主
の
平
均
年
齢
の
若
年
齢
化
が
進
ん
だ
。
こ
の
経
営
主
の
若
年
齢
化

が
、
小
作
農
比
率
の
増
加
、
農
場
の
兼
業
化
の
復
活
な
ど
、

七
0
年
代
後
半
に
お
け
る
農
場
に
つ
い
て
の
特
徴
的
な
動
き
を
生
み
出
す

主
要
な
背
景
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
(

l

)

農
場
数
は
そ
の
定
義
の
と
り
方
に
よ
り

ま
た
農
務
省
と
商
務
省
と
の
統
計
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
差
異
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
通
年
で

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

ニ
七



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

八

み
る
た
め
に
商
務
省
の
匂
E
h
h
h
た
E
h
h山
b
h
b
-
R
之
ミ
i
h
b
代
句
、
に
た
人
U
F
H
h
2
H
U
白
』
に
依
拠
し
た
c

農
場
の
定
義
は
一
九
六
九
年
七

Y

サ
ス
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
農
産
物
販
売
額
一

0
0
0
ド
ル
以
上
を
一
率
に
農
場
と
す
る
七
四
年
セ
ン
サ
ー
の
定
義
と
は
異
な
り
、
農
地

面
積
が
一

O
エ
ー
カ
ー
以
下
で
も
農
産
物
販
売
額
が
二
五

0
ド
ル
以
上
の
場
合
、
あ
る
い
は
農
地
面
積
が
一

O
エ
ー
カ
ー
以
上
の
場
合
に
は
農

産
物
販
売
額
が
五

0
ド
ル
に
達
し
さ
え
す
れ
ば
農
場
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
農
業
就
業
人
口
を
家
族
労
働
力
と
雇
用
労
働
力
に
分
け
て

み
る
と
、
一
九
七

O
t
八

O
年
に
は
、
家
族
労
働
力
は
九
五
万
人
減
少
し
、
逆
に
雇
用
労
働
力
は
一
三
万
人
増
加
し
て
お
り
、
一
雇
用
労
働
力
へ

の
依
存
が
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
(
尽
に
-
u
℃

8
3
0
た
だ
し
、
こ
の
雇
用
労
働
力
は
、
調
査
対
象
週
に
、
一
時
間
以
上
雇
用
さ
れ
て

い
た
者
、
家
族
労
働
力
で
も
賃
銀
を
支
払
わ
れ
た
者
は
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
パ

1
ト
の
雇
用
労
働
力
が
大
き
な
比
重
を
占

め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
数
字
だ
け
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
農
業
で
は
雇
用
労
働
力
へ
の
依
存
が
と
く
に
七

0
年
代
に
強
ま
っ
た
と
直
ち
に
結

論
を
出
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
七
九
年
で
み
る
と
、
雇
用
農
業
労
働
者
二
六
五
万
人
の
う
ち
、
雇
用
日
数
が
七
五

日
未
満
の
者
が
一
王
七
万
人
と
全
体
の
六

O
%を
占
め
て
レ
た
。
た
だ
、
七
七
、
七
九
年
に
は
、
七

0
年
代
前
半
に
比
べ
て
、
雇
用
日
数
七
五

日
以
上
の
者
も
若
干
、
増
え
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
(
ω
E
E
ロ
「
句
♀
z
n
F
叫

4
b
q
ヒ
=
・
ぺ
人
目
=
a
E
-
で
ミ
a
-
F
h
h
H

』

C
1
2
5
・
ミ
H
M
M
U可

M
F
d
・

α・
0
・
〉
-
w

〉
間
三
2
-
Z
E
-
r
g
ロ
C
E
Z
H
N
3
z
z
z
p
ム
吋
G
W

℃司

-
-
3
0

(
2
)
己
で
触
れ
る
よ
う
に
、
七
四
年
七

γ
サ
ス
で
は
郵
便
に
よ
る
調
査
だ
っ
た
た
め
、
零
細
な
農
場
の
多
く
が
脱
漏
し
て
い
た
ι

こ
の
た
め
、
七

八
年
七
γ
サ
ス
と
七
四
年
七
γ
サ
ス
の
調
査
結
果
を
比
較
し
う
る
よ
う
に
、
七
四
年
セ
ン
サ
ス
の
調
査
結
果
を
修
正
す
る
努
力
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
一
部
が
公
刊
さ
れ
た
七
八
年
七
ソ
サ
ス
に
よ
る
と
、
七
四
年
セ
ン
サ
ス
で
脱
漏
し
た
農
場
数
は
全
体
の
約
一

O
%に
の
ぼ
り
、
七

四
年
七
γ
サ
ス
の
農
場
数
も
二
一
ニ

O
万
か
ら
二
六
二
万
に
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
(
也
混
合
5
2
5

。¥
h
h
之
内
宮
内
定
、
F
〈
申
戸
ア
℃
阻
止
印
「

甘

口

i
M
)
。
そ
の
結
果
七
四
年
の
一
農
場
当
た
り
平
均
農
地
面
積
も
三
八
八
エ
ー
カ
ー
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
農
務
省
で
も
セ
ン
サ
ス
の

調
査
結
果
を
修
正
す
る
た
め
の
努
力
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
は
、
農
務
省
が
作
成
し
議
会
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
(
h
h
a
s

‘大

h
r

H
1
5
5
念

L
E
3
K
M
(
3子
。
2
M
m
耳
目
印
-
ぇ
・
∞
g
u
一

c
p
-
3
3
に
も
一
訴
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
七
八
年
に
は
一
農
場
当
た
り
の
平
均
農

地
面
積
は
七
四
年
水
準
を
一

O
エ
ー
カ
ー
ほ
ど
上
回
る
こ
と
に
な
る
c

七
ン
サ
ス
局
と
農
務
省
の
数
字
の
く
い
違
い
が
何
に
依
拠
す
る
も
の
か

は
不
明
で
あ
る
。

(
3
)
d
・
ω
・
巴
・
《
U
v
~
u
R

門リミミ
h

。¥
h

h
ミ
ミ
NHN号、
u
〈
白
}
・
同
u
-
M
m
ユ
日
"
七
日
v
・
7
-小・

ハ
4
)

七
四
年
に
は
、
自
小
作
農
、
小
作
農
、
白
作
農
場
の
一
農
場
当
た
り
の
平
均
農
地
面
積
は
、

そ
れ
ぞ
れ
八
五
二
エ
ー
カ
ー
、
四
六
七
エ
l
カ



ー
、
二
五
ニ
エ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た

Q
U
ミ
内
2
2
5町内
v
k
-
h
h町、・
h円
足

~hg・F
〈

o--F
阿
国
ユ
日

U
2》・
7
3
0
七
四
年
の
白
・
小
作
農
別
の
調
整
ず

み
の
数
字
は
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
の
比
較
は
、
七
四
年
と
七
八
年
セ
ン
サ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
結
果
に
よ
る
。

(

5

)

七
八
年
七

γ
サ
ス
で
み
る
と
、
法
人
農
場
五
万
一
千
の
う
ち
、
家
族
が
そ
の
株
式
を
全
額
保
有
す
る
、
す
な
わ
ち
家
族
法
人
農
相
場
(
突
際
に

は
家
族
農
場
)
が
四
万
五
千
以
上
、
と
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る

(
N
U
お
町
内
苦
言
。
¥
h
h之
内
定
N
H
ミ
メ
ぐ
c
-
7
℃
ω
2
2
・
℃
-
U
O
)
。

(

6

)

共
司
経
営
タ
イ
プ
の
農
場
の
場
合
、
経
営
士
一
年
齢
が
三
五
歳
未
満
の
も
の
の
比
重
が
農
場
全
体
で
み
た
場
合
よ
り
も
若
干
、
高
い
。
こ
の
た

め
、
す
ぐ
後
に
み
る
よ
う
な
七

0
年
代
に
新
規
参
入
農
民
の
一
部
は
共
同
経
営
形
態
を
と
っ
た
と
み
ら
れ
る

Q
F
K
-
℃
回
日
な
ど
)
。

(

7

)

L

『
止
に
よ
匂
・
ム
C
・
経
営
主
年
齢
別
に
経
営
主
が
長
外
労
働
に
一

O
O
日
以
上
従
事
す
る
農
場
数
を
七
四
年
と
七
八
年
と
で
直
接
に
比
較
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
七
四
年
七
ソ
サ
ス
の
場
合
、
販
売
額
二
五

O
O
Y
ル
以
上
の
農
場
に
つ
い
て
の
み
、
年
齢
別
に
み
た
経
営
主
の
農
外
労
働
従

事
の
デ

l

F
を
集
計
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(

B

)

L

『
~v九札
-
w

℃・日・

(

9

)

一
九
五
九

t
七
四
年
に
農
相
崎
数
の
減
少
に
全
休
で
は
三
九
%
に
及
ん
だ
が
、
経
営
主
の
年
齢
が
六
五
歳
以
上
の
農
場
の
減
少
率
は
三
二
%
に

と
ど
ま
っ
た

Q
E丸
暗
七
回
一
U
)

》
逆
に
七
四

t
七
八
年
に
経
蛍
主
の
年
齢
別
で
み
る
と
、
長
均
数
が
減
少
し
た
の
は
六
五
歳
以
上
の
農
場
だ

け
で
あ
り
、
こ
の
年
齢
階
層
で
は
ほ
ぼ
一
四
万
の
農
場
が
減
少
し
て
い
る

(
N
b
u
d
(
4
2
5
2
A
¥
い
も
4
2
h
b
t
i
R
J
/よ
一
ア
℃
2
F
u
r
-
w
U
)
。

(

ω

)

農
場
取
得
の
た
め
に
農
家
更
正
基
金
を
利
用
す
る
農
場
数
は
、
農
業
が
好
況
だ
っ
た
七
二

t
七
三
年
、
七
九
年
に
と
く
に
多
く
、
ま
た
、
こ

う
し
た
農
場
取
得
を
目
的
に
農
家
更
正
基
金
を
利
用
す
る
新
規
参
入
農
場
の
農
場
全
体
に
占
め
る
出
叫
ん
口
も
、
七

C
年
代
よ
り
も
相
当
に
高
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
家
更

E
基
金
に
よ
る
農
場
取
得
計
画
の
た
め
の
融
資
残
高
も
六
二

t
七

O
年
の
二

O
億
二

O
四
九
万
ド
ル
に
対
し
、
七

一
t
七
九
年
に
は
三
九
億
四
一
三
七
万
ド
ル
に
増
大
し
て
い
た

(C-
∞
-
巴
・
〉
w

町
三
目
2
〆
向
。
ヨ
∞
〉
己
目

5-m可
三
F
c
p
b
h之
内
¥
日
同
N
h
h
。、面、

。¥
H
1
E
N
ミ
与
"
ち
由
。
温
℃
℃
・
口
南
・
)
。
な
お
、
農
家
更
正
基
金
は
商
業
的
ベ
1
1
に
乗
り
え
な
い
農
場
に
対
し
て
低
利
の
融
資
業
務
を
行
な
う
唯

一
の
(
農
務
省
に
所
属
す
る
)
政
府
金
融
機
関
で
あ
り
、
農
家
の
住
宅
金
融
、
凶
作
の
際
の
緊
急
融
資
、
新
鋭
参
入
農
民
へ
の
農
場
取
得
融
資

な
ど
の
融
資
業
務
を
行
な
っ
て
い
る
。

(
け
)
農
場
を
経
営
主
の
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
農
場
の
経
営
規
模
は
三
五

t
四
四
歳
層
ま
で
は
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
大
き
く
な

り
、
そ
の
一
農
場
当
た
り
平
均
規
模
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
、
五
五
歳
以
上
層
に
な
る
と
、
ま
た
経
山
田
口
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

経
営
主
の
主
要
職
業
が
農
業
で
あ
る
農
場
に
限
定
し
て
も
、
経
営
主
年
齢
が
二
五
歳
未
満
、
二
五

t
三
四
歳
の
農
場
の
平
均
経
蛍
規
模
は
七
八

一
九
七

C
年
代
の

7

メ
り
カ
農
業
の
動
向

九



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

。

年
で
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
八
三
エ
ー
カ
ー
、
五
三
ニ
エ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
五

t
四
四
歳
、
四
五

t
五
四
歳
層
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
七
O
入
エ
ー
カ
ー
、
七
O
七
エ
ー
カ
ー
で
ら
り
、
五
五

t
六
四
歳
、
六
主
歳
以
上
層
に
な
る
土
、
経
営
規
模
は
五
八
三
エ
ー
カ
ー
、
三
九

八
エ
ー
カ
ー
と
再
び
小
さ
く
な
る
。
ま
た
、
自
小
作
農
別
の
比
重
で
み
る
と
、
経
営
主
が
若
年
齢
の
農
場
ほ
ど
小
作
農
の
比
率
が
高
く
、
年
齢

が
高
ま
る
に
従
い
、
自
小
作
農
、
自
作
農
の
比
率
が
高
く
な
り
、
五
五
歳
を
越
す
と
自
小
作
農
の
比
率
ぷ
小
さ
く
な
り
、
代
わ
っ
て
自
作
農
の

比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。
二
五
歳
未
満
層
で
は
、
小
作
農
の
比
率
が
六
O
%
に
も
お
よ
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
五
五
歳
以
上
層
で
は
、
逆
に
自

作
農
の
比
率
が
六
三
%
に
も
達
し
て
い
る

3

ま
た
、
一
二
五

t
四
四
歳
層
、
四
王

t
五
四
歳
膚
で
は
自
小
作
農
の
比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
O
%
、

四
七
%
と
相
対
的
に
高
率
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
(
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

H
U
言
内
向
、
号
室
。
¥
h
h
H
W
F九
円
足
止
ミ

-n
〈
。
-
・
ア
同
VR円

m-v

H

必・

8
l主
の
経
営
主
年
齢
別
の
農
場
集
計
に
よ
る
)
。
こ
こ
か
ら
、
小
作
長
と
し
て
農
場
経
営
を
始
め
、
徐
々
に
農
地
を
集
積
し
な
が
ら
自
小

作
農
と
し
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
、
玉
五
歳
以
上
に
な
る
と
白
有
地
を
小
作
に
出
し
な
が
ら
逆
に
経
営
規
模
を
縮
小
す
る
経
営
パ
タ
ー
ン
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
一
般
的
な
こ
と
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
若
年
齢
層
で
兼
業
農
場
の
比
重
が
高
い
こ
と
は
、
農
場
経
営
の
基
盤
を

拡
充
す
る
た
め
の
資
金
を
農
外
労
働
に
求
め
て
い
る
こ
と
に
一
部
起
因
す
る
た
め
と
み
ら
れ
る
。

件)

販
売
額
別
農
場
の
動
向

す
で
に
み
た
よ
う
に
一
九
七
八
年
セ
ン
サ
ス
と
七
四
年
セ
ン
サ
ス
で
は
農
場
の
定
義
は
同
一
で
あ
っ
た
も
の
の
、
調
査
方
法
の
相
違

に
よ
っ
て
七
四
年
セ
ン
サ
ス
で
脱
漏
し
て
い
た
零
細
農
場
の
多
く
は
七
八
年
セ
ン
サ
ス
に
は
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
両
セ
ン
サ
ス
で

一
不
さ
れ
る
農
場
数
は
と
く
に
下
層
で
大
き
く
食
い
違
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

七
四
年
セ
ン
サ
ス
と
七
八
年
セ
ン
サ
ス
と
に
集

計
さ
れ
て
い
る
販
売
額
別
農
場
を
直
接
、

比
較
し
て
七

0
年
代
後
半
に
お
け
る
農
場
の
階
層
分
解
の
動
向
を
分
析
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、

こ
こ
で
は
七
八
年
セ
ン
サ
ス
で
再
調
整
し
た
七
四
年
次
の
農
場
数
に
依
拠
し
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、

販
売
額
階
層
別
に
み
る
と
六
九

t
七
四
年
に
は
販
売
額
二

l
四
万
ド
ル
の

E
層
に
属
す
る
農
場
数
は
微
減
、

あ
る
い
は
、

ほ
ぼ
停
滞
し
て
い
る
の
に
対
し
、
販
売
額
一

t
二
万
ド
ル
の

E
層
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
以
下
の
階
層
で
し
か
も
下
層
に
な
る
ほ
ど
農



構成比 I 
0/01 

9.0 
14.7 

12.4 

12. 7 

13.4 

13.4 

24. 7 

12山 2

資料:1978 Census of Agriculture， Vol. 1， p町 t51， c-2. 

注. 1974竿の数字は， 78年のセンサスの調査結果に順じて，調整したもの.

階層別農場数の動向第 11表
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勺
JQ
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l
 農産物販売額別

構成比

% 
5. 7 
12.5 

12.5 

12.5 

12.3 

12.4 

32. I 

数

149，471 
327，834 

327，438 
326，852 

322，002 

326，432 

842，387 

場農数

223，268 
364，010 

306，483 
309，250 

330，464 

331，329 
610，367 

場農

{~ωO万ドル
4万 -9押9，999

2万 -3ω9，9999 

l万 -19，9切99

5，000-刊 9

2，300-4，999 

2，500ドノレ未満

(1) 

Cn) 
〔凹〕

(IV) 

(V) 

(羽〉

100. 0 2，622， 416 ~ L
i
 

n
-
R
 

t.. 
口

場
数
の
減
少
が
大
き
く
、

一
方
、
農
場
数
は
販
売
額
四
万
ド
ル
以
上
の

I
層
に
お

い
て
の
み
増
加
し
、

し
か
も
急
激
な
増
加
が
み
ら
れ
た
。
六
九

t
七
四
年
に
は
農

産
物
価
格
の
急
上
昇
が
農
場
の
階
層
分
解
の
動
き
に
大
き
な
歪
み
を
与
え
て
い
た

が
、
販
売
額
二

t
四
万
ド
ル
の
階
層
、
す
な
わ
ち

E
層
が
、

(

l

)

 

分
解
基
軸
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
わ
ば
階
層
分
解
の

こ
れ
に
対
し
、

七
四

1
七
八
年
に
階
層
別
に
農
場
の
動
向
を
み
る
と
、

比
較
的
、

販
売
額
が
小
さ
い
町
・

V
層
(
販
売
額
二
五

O
O
t
九
九
九
九
ド
ル
)
を
措
く
と

(
こ
の

W
・
V
層
で
は
農
場
数
は
微
増
、

あ
る
い
は
ほ
ぼ
停
滞
し
て
い
た
)
、
上
層

の
I
層
(
販
売
額
四
万
ド
ル
以
上
)
で
農
場
数
が
増
加
し
、
中
間
層
の

E
-
E
層

(
販
売
額
一
万

t
三
万
九
九
九
九
ド
ル
)
と
最
下
層
の
百
層
(
販
売
額
二
五

0
0

ド
ル
未
満
)
で
農
場
数
が
減
少
し
て
い
る
。
七
四

t
七
八
年
に
は

I
層
の
農
場
数

は
四
七
万
七
千
か
ら
五
八
万
七
千
へ
と
増
加
し
た
の
に
対
し
、

E
層
で
は
三
二
万

七
千
か
ら
三

O
万
六
千
へ
、

E
層
で
は
コ
一
二
万
七
千
か
ら
三

O
万
八
千
七
さ
ら

に
日
層
で
は
八
四
万
二
千
か
ら
六
一
万
へ
と
農
場
数
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
減

少
し
て
い
る
(
第
日
表
)
。
こ
の
結
果
、
七
回

t
七
八
年
に
は
全
体
と
し
て
農
産
物

価
格
は
ほ
と
ん
ど
上
昇
し
て
い
ず
、
価
格
上
昇
効
果
に
よ
る
名
目
的
な
農
場
の
階

層
移
行
も
な
か
っ
た
こ
と
を
勘
案
す

ι
U、
農
場
の
階
層
分
解
の
分
解
基
軸
は
七



第 12表販売額別，農場所得(lヲ80年)

一一農業，農外所得別一一
(単位:1，000ドル〉

i農業所得|農外所得|合

1. 8: 20目 21

1. 6! 20.2 I 

2.5 I 16.8 I 

4.3 I 12.8 I 

8.3 I 9.4 

16.7 I 7.9 

34.0 I 12.9 

9.0 I 14.8 

と
で
は
、

十三
河

22.0 

21. 8 

lヲ.3

17.1 

17.7 

24.6 

46.9 

23.8 
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q
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 c

 

D
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料資

四
t
七
八
年
に
は
、
六
九

t
七
四
年
に
比
べ
て
さ
ら
に
一
ラ
ン
ク
上
位
の
階
層
に
移

農産物販売額別

(VI) 2，500ドノレ未満

(V) 2，5∞-4，ヲヲヲドノレ

(IV) 5，0∞-9，999 
(III) 1万-19，999 

(II) 2万 - 39，9ヲヲ

r 4万 - 99，ヲヲヲ
( I)~ー

llO万ドル~

農場全体の平均

動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
点
は
、

-
層
を
さ
ら
に
販
売
額
一
O

万
ド
ル
以
上
の
い
わ
ゆ
る
巨
大
農
場
と
四
万

t
九
万
九
九
九
九
ド
ル
の
階
層
に
分
け

て
農
場
数
の
動
き
を
み
る
と
一
層
は
っ
き
り
す
る
。

-
層
の
な
か
で
も
農
場
数
の
増

加
が
と
く
に
目
立
っ
た
の
は
一
O
万
ド
ル
以
上
の
巨
大
農
場
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

七
四

t
七
八
年
に
は
販
売
額
四
万

t
九
万
九
九
九
九
ド
ル
の
農
場
数
は
三
万
六
千
、

一
一
%
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
た
が

一
O
万
ド
ル
以
上
の
農
場
数
は
一
四
万
九
千
か

ら
ニ
二
万
三
千
へ
と
四
九
%
も
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
販
売
額
階
層
別
に
農
場
が
稼
得
す
る
所
得
の
動
向
を
農
業
所
得
と
農
外
所

得
と
に
分
け
て
ご
く
簡
単
に
み
て
お
く
と
第
ロ
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
か
ら
読

み
取
れ
る
特
徴
的
な
事
実
は
、

ま
ず
第
一
に
農
場
所
得
は

I
層
と
そ
れ
以
下
の
階
層

そ
の
水
準
に
裁
然
と
し
た
格
差
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、

七
八
年
ま
で
は

E
層
の
所
得
水
準
は

I
層
を
除
く
、

そ
れ
以
外
の
階
層
の
所
得
水
準
を
上
回
っ
て
い
た
も
の
の
、

一
九
八
O
年
で
羽
・

V
層
の
一
農
場

七
九
、

八
O
年
に
な
る
と
販
売
額
が
よ
り
小
さ
い

rv
・
百
層
の
所
得
水
準

が
よ
り
販
売
額
の
大
き
い

E
・
皿

-
W層
の
所
得
水
準
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

当
た
り
の
平
均
所
得
額
は
二
万
二

0
0
0ド
ル
前
後
で
あ
り
、

E
-
E
層
よ
り
も
二
O
%
以
上
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
と
り

も
な
お
さ
ず
、
販
売
額
の
小
さ
い
零
細
農
場
の
ほ
う
が
、
経
営
主
あ
る
い
は
世
帯
員
が
よ
り
安
定
し
た
農
外
就
業
に
従
事
し
て
お
り
、

(

4

)

 

E
I
W
の
中
間
層
が
所
得
水
準
の
点
で
は
最
も
経
済
基
盤
が
不
安
定
な
階
層
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
第
三
に
、
す



で
に
七

0
年
代
央
に
販
売
額
二
万
ド
ル
未
満
の
全
て
の
階
層
で
農
外
所
得
が
農
業
所
得
を
上
回
っ
て
い
た
が
、

七
0
年
代
末
に
は
販
売

額
二
万

t
三
万
九
九
九
九
ド
ル
の
階
層
で
も
次
第
に
農
外
所
得
が
農
業
所
得
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、

ハ
5
)

階
層
に
ま
で
お
よ
び
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

E
種
兼
業
化
の
動
き
が

E
層
の

こ
の
よ
う
に
階
層
別
の
農
場
数
お
よ
び
、
農
場
が
稼
得
す
る
農
業
、
農
外
の
い
ず
れ
の
所
得
動
向
か
ら
み
て
も
、

七
0
年
代
後
半
に

農
業
経
営
だ
け
で
自
立
で
き
る
農
場
は
販
売
額
四
万
ド
ル
以
上
の
階
層
に
の
み
限
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、

こ
の

こ
と
は
階
層
別
の
農
産
物
販
売
額
の
シ
ェ
ア
の
動
き
に
よ
っ
て
一
層
は
っ
き
り
と
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第 13表階層別(農産物販売額別〕農場の

マーケ y ト・シェア

1969 

(1) e耐 ル 62.3 53.6 33.5 
4万-99，999 21. 3 24.6 22.1 

(11) 2万-3ヲ， 999 8.1 11. 3 2::1. 3 

(m) l万-19，999 4.1 5.5 12.5 

(1¥') 5，000-1万 2.2 2.6 6.2 

(V) 2，50コ-4，999 1. 1 1. 1 2.8 

(V1) 2，500ドル未満 o. 7 0.9 2.2 

l仁l" 計 100.0 100目 O 100.0 

1974 1978 農産物販売額別

資料:1978 Census 01 Agriculture， Vol. 1， part 

51， c-2，他.

七
八
年
の
階
層
別
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
を
み
る
と
、
農
場
全
体
の
約
二
四
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い

-
層
で
農
産
物
販
売
総
額
の
八
四
%
を
占
め
、

」
れ
に
二
万

t
三
万
九
九
九
九
ド

ル
の

H
層
を
加
え
る
と
こ
れ
ら
の
階
層
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
は
九
O
%
を
上

回
っ
て
い
る
。
農
産
物
販
売
総
額
に
占
め
る

I
-
H
層
の
割
合
は
六
九
年
に
は
七

五
・
九
%
で
あ
り
、

七
四
年
に
は
八
九
・
五
似
円
だ
っ
た
か
ら
、
農
産
物
価
格
の
上

昇
の
影
響
が
強
く
作
用
し
た
六
九

t
℃
四
年
の
場
合
よ
り
も
七
四

t
七
八
年
に
上

層
農
場
へ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
の
集
中
テ
ン
ポ
は
緩
和
し
て
い
る
も
の
の
、

上
層
農
場
へ
の
生
産
の
集
中
傾
向
は
依
然
と
し
て
根
強
く
続
い
て
い
る
(
第
日
表
)
。

し
か
も
、

」
う
し
た
上
層
農
場
へ
の
生
産
集
中
化
傾
向
は
巨
大
農
場
の
な
か
で

一
層
、
強
く
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
六
九
年
に
三
三
・
六
弘
円
で
あ
っ
た
販
売
額

一
O
万
ド
ル
以
上
層
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
は
七
四
年
に
は
五
三
・
六
%
、

七



第 14表販売額4万ドル以上，農場数とその構成比および，

マーケット・シェアの推移

①農 主易 数 ② マーケット・シェア(%)

1974 1978 1978 

101，083 170，255 173，499 
10. 3 10.2 8.0 4万-59，999ドノレ

(3. 7) (7.4) (7.1) 

43，113 ヲ7，116 113，235 
6.8 8.2 7.2 6万-79，99ヲ

(1. 7) (4.2) (4.6) 

23，497 56，939 74，649 
4.6 6.3 6.1 B万-99，ヲヲ9

(0.ヲ〉 (2.5) (3.0) 

お澗 l…凶
16.8 18.0 10万-199，99ヲ

(1.3)1 (4.4)1 (3.7) 

20万-49ヲ， 999 12， 608 I 40， 034 I 62， 780 
33.5 14.3 16.9 

| ω(1. 7)ω  
4，O791 l，41217，(907. 6 22.4 27.3 50万ドノレ~ (0.1)1 (0.3)1 (0.7) 

資料:1978 Census oj、Agriculture，Vol. 1， part 5， p.6. 

注 ( )内は農場全体に占める構成比.単位:%

四

八
年
に
は
六
二
・
三
%
に
上
昇
し
て
い
た
。
な
か
で
も
七
四

t
七
八
年

に
は
、
販
売
額
が
よ
り
大
き
な
こ

O
万
t
五

O
万
ド
ル
、

五
O
万
ド
ル

以
上
層
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
の
伸
び
率
が
よ
り
大
き
い
。
販
売
額

一
O
万

t
ニ
O
万
ド
ル
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
は
七
四

t
七
八
年
に

は
一
六
・
八
%
か
ら
一
八
%
へ
と
ほ
ぼ
一
%
の
伸
び
に
す
ぎ
な
か
っ
た

が
、
ニ

O
万
I
玉

O
万
ド
ル
の
場
合
に
は
一
四
・
三
%
か
ら
一
六
・
九

%
で

五

O
万
ド
ル
以
上
の
場
合
に
は
ニ
二
・
四
弘
円
か
ら
二
七
・
三
%

へ
と
販
売
額
が
大
き
く
な
る
ほ
ぎ

そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
の
伸

び
率
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
(
第
M
表
)
。
こ
の
こ
と
は
、

七
0
年
代
後

半
に
は
農
業
経
営
を
め
ぐ
る
経
済
環
境
は
七

0
年
代
前
半
ほ
ど
で
は
な

か
っ
た
に
せ
よ
、

い
ま
だ
好
調
を
持
続
し
て
い
た
た
め
に
、
上
層
農
場

を
中
心
と
し
て
農
業
投
資
の
増
大
と
規
模
拡
大
が
続
き

そ
の
結
果
と

し
て
上
層
農
場
で
の
農
業
生
産
の
拡
大
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
の
上

昇
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
き
に
七

0
年
代
後
半
に

な
る
と
全
体
と
し
て
は
、
農
場
の
規
模
拡
大
の
テ
ン
ポ
が
著
し
く
緩
和

す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
傾
向
は
全
て
の
階
層
を
通

じ
て
一
様
な
わ
け
で
な
く
、

上
層
農
場
で
は
依
然
と
し
て
農
業
投
資
の



も
ち
ろ
ん
、

こ
う
し
た
上
層
農
場
へ
の
生
産
集
中
の
度
合
は
経
営
の
技
術
的
、

お
よ
び
地
域
的
諸
条
件
な
ど
に
規
定
さ
れ
て
経
営
部

増
大
、
規
模
拡
大
の
傾
向
が
七

0
年
代
後
半
に
も
継
続
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

門
ご
と
に
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
七
八
年
セ
ン
サ
ス
の
資
料
の
制
約
上
、
経
営
部
門
に
つ
い
で
の
立
ち
入
っ
た
考
察
に
は
こ
こ
で
は

(

6

)

 

立
ち
入
ら
な
い
が
、
経
営
部
門
ご
と
に
み
た
階
層
別
農
場
に
つ
い
て
の
特
徴
的
な
動
き
だ
け
に
言
及
し
て
お
け
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

ま
ず
農
場
数
の
動
き
か
ら
み
る
と
、

七
四

t
七
八
年
に
階
層
ご
と
に
み
た
農
場
数
の
構
成
比
の
変
化
が
比
較
的
、
小
さ
か
っ
た
の
は

「
現
金
穀
作
」
、
「
た
ば
こ
」
、
「
養
禽
」
な
ど
の
経
営
部
円
で
あ
り
、

ま
た
上
層
の
農
場
構
成
比
が
上
昇
し
た
の
は
「
綿
花
」
と
「
酪
農
」

七
八
年
セ
ン
サ
ス
で
は
経
営
部
門
ご
と
の
農
場
分
類
は
七
四
年
セ
ン
サ
ス
の
場
合
と
は
異
な
り
、
販
売
額
二

五
0
0
ド
ル
未
満
の
農
場
を
含
め
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
経
営
部
門
ご
と
に
零
細
農
場
数
が
よ
り
多
く
集
計
さ
れ
て
い
日
記
。
こ
の
た

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、

め
七
八
年
セ
ン
サ
ス
で
は
、

ど
の
経
営
部
門
に
お
い
て
も
販
売
額
二
五

0
0ド
ル
未
満
の
層
の
農
場
数
の
構
成
比
が
七
四
年
セ
ン
サ
ス

の
場
合
よ
り
も
過
大
に
表
示
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
も
、

と
く
に
七
四
年
に
比
し
七
八
年
に
販
売
額
二
五

0
0
ド
ル
未
満
の

U
層
の
農

場
比
率
が
と
く
に
高
く
集
計
さ
れ
て
い
る
の
は

一
般
に
巨
大
農
場
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
が
大
き
い
、
「
そ
の
他
耕
種
」
、
「
野
菜
」
、

「
果
実
」
、
「
普
通
作
」
、
「
家
畜
」
な
ど
の
経
営
部
円
で
あ
る
。
例
え
ば
、

七
八
年
に
は
農
場
全
体
に
占
め
る
羽
層
の
比
率
は
「
そ
の
他

耕
種
」
で
は
三
七
・
六
%
、
「
野
菜
」
で
は
二
七
・
七
%
、
「
果
実
」
で
は
三
六
・

一
%
、
「
普
通
作
」
で
は
三
七
・
七
%
、
「
家
畜
」
で

は
三
ニ
・
O
%
と
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し

家
族
農
場
が
支
配
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
、
「
現
金
穀
作
」
、
「
酪
農
」
で
は
羽
層
の

比
率
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
一
・
四
%
、

一
・
一
%
と
対
照
的
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る

(
第
日
表
)
。

ま
た
販
売
額
一
O
万
ド
ル
以
上
の
巨
大
農
場
へ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
の
集
中
が
顕
著
に
進
ん
だ
の
は
「
綿
花
」
、
「
酪
農
」
、
「
豚
」

(
8〉

な
ど
の
部
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
部
門
で
は
巨
大
農
場
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
は
、
七
四

I
七
八
年
に
六
七
・
三
弘
円
か
ら
七
四
・

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
ロ
カ
農
業
の
配
向

五
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資料:1978 Census of AgricuZture， Vol. 1， part 51， pp.104-105. 

1974 Census of AgricuZture， Vol. II， part 8， pp. 35-36. 

注. S 1 C (Standard lndustrial Classi五cation)に分類されてレない.“その

他"は省略.

一六

七
%
(
綿
花
)

へ
、
三
六
・
一
%
か
ら
五
一
・
七
%
(
酪
農
)

J、、
、

一
八
・
一
%
か
ら
五
四
・
二
%
(
豚
)

へ
と
そ
れ
ぞ
れ

急
激
に
増
大
し
た
の
で
あ
る
。

「
現
金
穀
作
」
と
並
ん
で
家

族
農
場
経
営
が
主
体
で
あ
る
「
酪
農
」
、
「
養
豚
」
で
は
販
売

額
五

O
万
ド
ル
以
上
の
農
場
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
は
ま

だ
相
対
的
に
小
さ
い
か
ら
、
家
族
農
場
が
中
心
で
あ
る
と
い

う
経
営
構
造
は
依
然
、
変
化
し
て
い
な
い
と
み
て
よ
い
。
た

だ
「
養
豚
」
の
場
合
に
は
舎
飼
い
施
設
の
改
善
な
ど
を
通
じ

た
集
中
管
理
生
産
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、

ま
た
「
酪
農
」
の

場
合
に
は
主
と
し
て
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
農
場
経

営
の
大
規
模
化
が
七

0
年
代
に
は
集
中
的
に
進
ん
だ
の
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が

こ
う
し
た
部
門
で
の
巨
大
農
場
へ
の
急

速
な
生
産
集
中
を
七
四

t
七
八
年
に
生
み
出
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
の
他
の
部
門
で
は
、
七
四

t
七
八
年
に
は
巨
大
農

場
へ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
の
目
立
っ
た
集
中
は
な
か
っ

た
も
の
の

も
と
も
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
、
が
高
か
っ
た

「
野
菜
」
、
「
果
実
」
、
「
そ
の
他
耕
種
」
、
「
養
禽
」
、
「
肉
牛
」



菜
」
で
は
そ
の
比
重
は
六

O
%を
越
え
て
い
る
(
第
時
表
)
。
そ
し
て
、

七
八
年
セ
ン
サ
ス
か
ら
読
み
取
れ
る
興
味
深
い
事
実
は

巨

な
ど
の
部
門
で
は
、
販
売
額
五

O
万
ド
ル
以
上
の
農
場
へ
の
生
産
集
中
が
七
回

t
七
八
年
に
は
さ
ら
に
進
展
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経

営
部
門
で
は
販
売
額
五

O
万
ド
ル
以
上
の
農
場
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
は
四

O
%を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

と
く
に
、
「
野

大
農
場
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
が
圧
倒
的
に
大
き
な
「
そ
の
他
耕
種
」
、
「
野
菜
」
、
「
果
実
」
な
ど
で
は
自
家
菜
園
用
の
、

ま
た
「
肉

牛
」
で
は
育
成
に
重
点
を
置
い
た
、
そ
れ
ぞ
れ
販
売
額
二
五

0
0
ド
ル
未
満
の
零
細
農
場
も
意
外
に
厚
く
分
布
し
、

そ
れ
が
巨
大
農
場

と
並
存
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
零
細
農
場
と
販
売
額
五

O
万
ド
ル
以
上
の
巨
大
農
場
と
で
は
、
農
場
と
い
っ
て
も
も
は
や

同
一
範
晴
に
分
類
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
七

0
年
代
に
は
経
営
部
門
ご
と
に
上
層
農
場
の
生
産
集
中
の
様
相
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
七

0
年
代

末
で
み
る
と
、
実
質
的
に
ア
メ
リ
カ
の
農
業
生
産
を
担
う
農
場
は
、
経
営
部
門
に
よ
っ
て
は
農
産
物
販
売
額
一

O
万
ド
ル
以
上
、
全
体

と
し
て
み
て
も
販
売
額
四
万
ド
ル
以
上
の
農
場
に
次
第
に
限
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
、

七
0
年
代
初
頭
ま
で
農
業
生
産
に
一
定
の

場
全
体
の
三

O
%程
の
凡
そ
七

O
t
入

O
万
の
農
場
で
あ
り
、
今
後
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
生
産
力
の
動
向
を
み
る
た
め
に
は
、

」
れ
ら

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
そ
の
所
得
の
過
半
を
農
業
経
営
に
依
存
し
、

し
か
も
よ
り
零
細
な
農
場
階
層
に
比
べ
て
所
得
水
準
も
決
し
て
低
く
な

か
っ
た
販
売
額
一
万

t
四
万
ド
ル
の
層
と
い
っ
た
中
間
層
E
・
E
の
所
得
お
よ
び
農
業
経
営
の
基
盤
が
、

七
0
年
代
後
半
に
急
速
に
弱

化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
階
層
で
も
農
外
就
業
に
次
第
に
重
点
を
移
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
農
場
は
大
き
く
く
く
る
と
農
業
経
営
だ
け
で
成
り
立
つ
販
売
額
四
万
ド
ル
以
上
の
階
層
と
そ
れ
以
外
の
階
層

と
に
二
大
分
極
化
の
度
合
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
巨
大
な
生
産
力
を
誇
る
ア
メ
リ
カ
農
業
を
担
う
の
は
多
く
見
積
っ
て
も
農

の
農
場
の
経
営
を
対
象
に
す
れ
ば
よ
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
さ
ら
に
経
営
規
模
別
農
場
の
動
向
か
ら
補
足
し
て
お
こ
う
。

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
り
カ
農
業
の
動
向

七
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第 16表農産物別，階層別農場のマーケット・シェア (1974，78年)

一一販売額2，5∞ドル以上の農場一一

111< 

;中布引叶rpj叶すレlJE79;;叶そ[苧:
6.0 7.2 14.4 17.7 21. 5 24.0 32.9 

26. 8 31. 3 22.4 25.5 18.1 17.9 18.0 

3. 4 3. 4 5.6 9.6 11. 2 16.1 25.9 

55.8 62. 2 16.4 14.6 9.8 8.2 9.3 

33.8 43.8 16.6 17.5 14.6 13.2 17.8 

45.9 55.4 19.2 18.3 13.1 9.9 12.0 

44. 3 38.0 22.4 23.6 15.2 17.2 12.2 

36.9 41. 9 21. 2 28.2 21. 1 19.0 16.9 

9.3 13.1 10.4 14.4 16.4 24.2 38.4 

44.1 44.5 12.1 13.0 11. 8 11. 9 15.8 

5.3 9.5 11. 6 19.8 21. 1 24.9 35.5 

23.4 30.9 14.8 17.2 14.7 14.3 20.0 

25.0 33.5 15.1 13.6 14.2 11. 9 18.6 

30.6 14.6 12.1 6. 7 

16.6 7.9 5.5 4.0 

27.9 20.9 17.7 16.8 

7. 7 4.4 3.3 2.6 

13.9 8.8 6.1 5.0 

8. 7 5.1 3.9 

14.4 3.6 4.2 1.5 

9.1 2.8 1.2 O. 7 

36. 3 18.8 9.2 5.4 

14.2 8.5 6.9 5.3 

27. 9 15.4 9.8 6.9 

17. 1 11. 6 8.7 7. 7 

14.9 11. 1 8.8 7.5 

5.4 2.8 

2.2 1.9 

12.9 10.8 

3.2 i 2.4 

1.8 0.6 

0.4 0.3 

2.1 1. 1 

4.5 3.4 

4.6 3.0 

5.6 4.9 

7.0 5.0 

2.2 

0.8 

8. 2 

1.3 

1.6 

0.6 

0.1 

0.5 

3.2 

2.3 

3. 7 

5.5 

1. 1 

0.9 

5.4 

0.4 

1.0 

0.6 

0.2 

0.1 

0.2 

2.1 

1.2 

2.9 

3.5 

0.8 

0.2 

4.2 

0.6 

O. 7 

0.6 

0.2 

0.1 

0.2 

1.8 

1.2 

2.5 

4.8 

資料:1978 Cellsus of Agriculturム Vul.1， part 51， pp.90-91. 1974 Census of Agriculture， Vol. 11， part 7， p.60. 



注
(

l

)

一
九
六
九

1
七
四
年
の
農
場
の
階
層
分
解
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
農
場
の
階
層
分
解
の
動
向

ー
ー
ー
一
九
七
四
年
セ
ン
サ
ー
の
分
析
を
中
心
と
し
て
1
|
|
」
(
『
本
誌
』
第
三
五
巻
第
二
号
所
収
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

2

)

な
お
、
修
正
値
で
は
な
い
、
七
四
年
セ

γ
サ
ス
の
も
と
の
ま
ま
の
数
字
と
比
べ
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
原
数
値
で
は
販
売
額
の
少
な

い
階
層
の
農
場
数
が
修
正
値
に
比
ベ
て
は
る
か
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
販
売
額
一
万
ド
ル
以
上
の
買
層
以
上
で
は
修
正
値
と
原
数
値
と
の
差

は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
一
万

γ
ル
未
満
層
、
と
く
に
販
売
額
五

0
0
0
ド
ル
未
満
層
で
の
数
字
は
二
六

t
二
九
%
ほ
ど
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
七
四
年
七

γ
サ
凡
の
原
数
値
と
七
八
年
七
ソ
サ
ス
と
を
比
較
す
る
と
、
七
四

t
七
八
年
に
は

w
-
V層
の
増
加
数
は
本
文
で
み
る
よ

り
も
守
と
大
き
く
な
る
。
な
お
、
羽
層
で
は
原
数
値
を
使
用
し
て
も
農
場
数
は
七
四

i
八
七
年
に
は
四
万
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。
(
七
四
年
セ

ソ
サ
ス
の
原
数
値
に
つ
い
て
は
、
同
団
記
む
き

E
。L
『
k
A
旬、民円程
N
H

臣、
F
〈
。
-
・
同
・
宮
司
門
戸

3
・M
吋

日

O
)
。

(

3

)

例
え
ば
、
農
民
の
受
取
価
格
は
農
産
物
全
体
で
は
、
七
四

t
七
八
年
に
は
九
%
の
上
昇
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
は
六
九

t
七
四
年
に
価
格
上

昇
率
が
七
九
%
に
達
し
た
場
合
と
比
べ
る
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
(
凶

gき
語
守
河
内
、
。
、

.hqL「
忠
司
、
、

.2H.に
2
h
H
U
2・日)・
2
3
0

(

4

)

な
お
、
一
九
八
O
年
に
ア
メ
り
カ
に
お
け
る
全
世
帯
を
平
均
し
た
年
間
所
得
額
は
二
万
二
四

0
0
ト
ん
と
な
っ
て
い
る
(
己
・
∞

-un--UE-

hh
誌凡円
R
h
h
F
h
h
E
円H
N
混
同
w

同】・

8
3
0
こ
れ
か
ら
み
る
と
農
産
物
販
売
額
五

0
0
0
ド
ル
未
満
の

V
-
w層
の
平
均
所
得
額
は
全
世
帯
の
ほ
ぼ

平
均
水
準
で
あ
り
、

E
・
E
-
W
層
で
は
ア
メ
リ
カ
全
体
の
世
帯
平
均
の
所
得
水
準
を
か
な
り
下
回
る
こ
と
に
な
る
。

(

5

)

と
は
い
っ
て
も
七
八
年
で
み
る
と
、

E
層
全
体
で
は
経
営
主
が
農
外
労
働
に
従
事
し
な
い
農
場
が
ま
だ
半
分
ち
か
く
で
あ
り
、
農
外
労
働
一

0
0
日
以
上
従
事
す
る
農
場
数
の
比
率
は
三
O
%
程
度
で
あ
る
。
ま
た
直
膚
の
場
合
で
も
経
営
主
が
農
外
労
働
に
一
O
O
日
以
上
、
従
事
す
る

長
場
数
の
割
合
は
四
四
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
公
司
白
内
3
h
a
h

。
¥
〉
h
之
室
内
同
宮
、
メ
〈
♀
-
ア
宮

Z
E
-
-
v匂・

8
1
S
)。

(

6

)

本
稿
を
用
意
し
て
い
る
段
階
で
は
、
七
八
年
セ
ン
サ
ス
の
一
般
報
告

(
C
3
2と
列
巾
}
百
円
。
は
入
手
し
え
な
い
た
め
、
経
営
部
門
別
農
場
の

動
向
に
つ
い
て
も
、
ご
く
概
略
的
な
統
計
数
字
し
か
利
用
し
え
な
い
。

(

7

)

一
九
七
四
年
七

γ
+
λ

で
は
経
営
部
門
別
の
農
場
分
類
は
、
原
則
と
し
て
販
売
額
二
五

0
0
ド
ル
未
満
の
農
場
に
つ
い
て
は
行
な
っ
て
い
な

ぃ
。
た
だ
第
日
表
に
み
る
よ
う
に
、
七
四
年
で
も
若
干
の
農
場
数
が
羽
層
と
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
何
に
由
来
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

(

8

)

こ
れ
は
経
営
部
門
ご
と
に
分
類
さ
れ
た
農
場
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
で
は
な
く
て
、
各
々
の
農
産
物
ご
と
に
販
売
額
階
層
別
の
生
産
の
集

中
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

9

)

本
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
部
門
ご
と
に
上
層
農
場
へ
の
生
産
集
中
が
七

0
年
代
に
ど
の
よ
う
に
進
展
し
た
か
に
つ
い
て
の
経
済
的
条
件

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
り
カ
農
業
の
動
向

九



一
九
七
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

図。

の
分
析
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
し
た
。
こ
の
点
の
、
と
く
に
省
産
部
門
に
お
け
る
農
業
経
営
に
つ
い
て
の
急
激
な
変

貌
の
様
子
を
詳
細
に
考
察
し
た
も
の
と
し
て
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、

F

司・

ω口}再三
N
S
L
2
r
R
P
k
t
a
b町
、
河
内

E
N
R
E
S
宮
司
・
匂
・

』
サ
晶
、

s
s
h
p
C
-
∞-U-
〉
・
・
〉
間
三
口
C
Z
E
E
-
開
S
E。
ヨ
片
岡
山
4
0
H
Y
Z
0
・主

-
-
3
3
(邦
訳
、
杉
崎
他
訳
『
ア
メ
リ
カ
農
業
の
変
貌
』
上
・

下
巻
、
昭
和
五
七
年
)
が
秀
れ
て
い
る
。
と
〈
に
、
酪
農
、
養
豚
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
お
け
る
大
規
模
経
営
の
発
展
と
そ
こ
へ
の
生
産
集
中

の
様
相
に
つ
い
て
は
、
芯
九
九
-u
同
長
・
ご
叩
-
M
O
U

日以

y
s
?
s
u
を
参
照
)
。

(司

面
積
規
模
別
農
場
の
動
向

ア
メ
リ
カ
の
農
地
総
面
積
は
、
第
二
次
大
戦
後
、

一
九
四
五
年
の
一
一
億
四
一
六
二
万
エ
ー
カ
ー
か
ら
七
四
年
の
一

O
億
一
七

0
0

万
エ
ー
カ
ー
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
漸
減
傾
向
を
示
し
て
き
た
が
、

七
四

t
七
八
年
に
は
始
め
て
農
地
面
積
は
一
三

O
O
万
エ
ー
カ
ー
ほ

ま
た
、
経
営
農
地
面
積
に
占
め
る
借
地
面
積
の
比
率
は
、

ど
増
大
し
た
。
こ
れ
は
農
業
収
益
の
増
大
を
背
景
と
し
た
農
業
生
産
の
拡
大
に
起
因
す
る
も
の
で
、
戦
後
、
始
め
て
の
現
象
で
あ
っ
た
。

(

l

)

 

も
ち
ろ
ん
、
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
割
合
は
戦
後
、

率
が
相
対
的
に
高
く
、

し
か
も
一
定
し
て
い
た
の
が
ア
メ
リ
カ
の
場
合
の
特
徴
で
あ
る
が
、

七
四

t
七
八
年
に
借
地
面
積
は
さ
ら
に
増

五

0
年
代
ま
で
は
ほ
ぼ
三
五
%
、
六

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
前
半
ま
で
は
三
七

t
三
八
%
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
借
地
面
積
比

大
し
、
第
二
次
大
戦
後
、
最
大
面
積
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
ン
フ
レ
高
進
の
も
と
で
後
に
よ
り
詳
し
く
み
る
よ
う
に
農
地
価
格
が

七

0
年
代
に
は
そ
れ
ま
で
の
時
期
に
比
べ
る
と
、

は
る
か
に
急
上
昇
す
る
な
か
で
経
営
の
規
模
拡
大
が
一
層
、
借
地
に
依
存
し
て
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
た
(
第
口
表
〉
。

(
2〉

こ
う
し
た
前
提
を
置
い
て
六
九

t
七
八
年
に
経
営
規
模
別
農
場
の
動
き
を
み
る
と
、

五

C
O
t
九
九
九
エ
ー
カ
ー
層
の
農
場
数
は
ほ

と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
な
か
で
、

よ
り
経
営
規
模
の
大
き
な
一

0
0
0
エ
ー
カ
ー
以
上
層
と
逆
に
ま
た
最
も
零
細
な
五

O
エ
ー
カ
ー



自有・貸借別農地面積
(単位 1，0∞エーカー〉

| 経営主が所 | 他からの賃 |他人のために|経営主が他に
有する農地|借農地 経営する農地賃貸する農地

1945 N A I N A ~ N A I N A 

50 川町7I 叫凶 112，018I 78，950 

54 722，721 I 406，086 : 105，748 I 74，511 

59 667，575 I 399，551 116，682 I 60，429 

64 644，099 I NA i NA  I 53，814 

69 722，362 I 403，693 I N A I 63， 162 

74 686，648 ! 383，405 i N A I 日， 023

78674，315 I 412，591 I NA  I 57，212 

資料:1974 Census 0/ Agγiculture， Vol. n， part 3， p.I-6. 
1978 Census 0/ Agァicultwγ，Vol. 1， part 51， p. 124. 

第 17表

未
満
層
で
農
場
数
が
増
加
し
そ
れ
以
外
の
階
層
で
は
農
場
数
は
い
ず
れ
も
減
少
し
て

い
る
の
が
目
立
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
農
場
数
の
増
加
は
規
模
の
大
き
な
一

0
0
0

エ
ー
カ
ー
以
上
よ
り
も
零
細
な
五

O
エ
ー
カ
ー
未
満
層
で
大
き
く
、
農
場
数
の
減
少

は一

o
o
t
二
一
九
エ
ー
カ
ー
、
一
一
一
一

O
t
四
九
九
エ
ー
カ
ー
の
中
間
層
で
最
大
に

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば

一
O
O
O
エ
ー
カ
ー
以
上
層
お
よ
び
五

O
エ
ー
カ
ー
未
満
層
の
農
場
数
は
、
六
九

t
七
入
年
に
一
五
万
一
千
か
ら
一
ム
ハ
万
一

千
へ
(
農
場
全
体
に
占
め
る
構
成
比
で
は
五
・
五
%
か
ら
六
・
四
%
へ
上
昇
)
、
六
二

万
六
千
か
ら
六
九
万
へ
と
(
同
じ
く
一
二
二
・
三
%
か
ら
二
七
・
七
%
へ
)
、

そ
れ
ぞ

れ
増
加
し
た
の
に
対
し

一
O
O
l
二
一
九
エ
ー
カ
ー
で
は
実
に
四
五
万
九
千
か
ら

一
八
万
七
千
へ

(
農
場
全
体
に
占
め
る
構
成
比
で
は
一
六
・
八
%
か
ら
一
五
・
六
%

へ
下
落
)
、
二
二

O
t
四
九
九
エ
ー
カ
ー
層
で
は
七

O
万
七
千
か
ら
五
五
万
八
千
八

(
同
じ
く
二
五
・
九
%
か
ら
二
二
・
三
%
へ
)
と
そ
れ
ぞ
れ
急
減
し
た
の
で
あ
る
。

五
O
I
九
九
エ
ー
カ
ー
層
で
も
一

o
o
l
四
九
九
エ
ー
カ
ー
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
に

せ
よ
、
減
少
す
る
農
場
は
多
数
に
の
ぼ
っ
た
(
第
回
表
)
。

要
す
る
に
六
九

t
七
八

年
に
は
経
営
規
模
別
に
み
る
と
農
場
の
両
極
へ
の
分
解
が
進
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
販
売
額
別
農
場
の
動
き
で
み
た
場
合
と
同
様
に
、
規
模
の
大
き
な
上
層

で
農
場
数
が
増
加
す
る
一
方
で
、
中
間
の
五

0
1
四
九
九
エ
ー
カ
ー
、

な
か
で
も
一

四
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さ
ら
に
実
際
に
は
た
ん
に
居
住
地
を
農
村
に
求
め
て
い
る
よ
う
な
居
住

農
場
か
ホ
ビ
!
農
場
に
す
ぎ
な
い
五

O
エ
ー
カ
ー
未
満
の
農
場
が
増
加
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
七

0
年
代

の
経
営
規
模
別
に
み
た
農
場
の
動
き
を
、
六

0
年
代
に
つ
い
て
み
た
場
合
と
対
比
さ
せ
て
み
れ
ば
、

そ
こ
に
次
の
よ
う
な
特
徴
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
六

0
年
代
に
は
全
体
と
し
て
農
場
の
減
少
数
が
七

0
年
代
よ
り
も
は
る
か
に
多
数
に
の
ぼ
っ
た
た
め
に
、

経
営
規
模
ご
と
の
農
場
数
の
変
化
も
大
き
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
六

0
年
代
に
は
七

0
年
代
よ
り
も
五

O
O
エ
ー
カ
ー
以
上
に
属
す

る
農
場
の
増
加
と
同
時
に
、
二
二

O
エ
ー
カ
ー
未
満
層
で
の
農
場
数
の
減
少
が
、

と
く
に
零
細
な
規
模
ほ
ど
農
場
数
の
減
少
が
目
立
つ

年
に
は
、

て
い
た
。
例
え
ば
六
九
I
七
八
年
に
五

C
C
エ
ー
カ
ー
以
上
の
農
場
数
の
増
加
は
ほ
ぼ
九
千
に
と
ど
ま
っ
た
の
に
対
し
、

五
九

t
六
九

減
少
し
た
が
、 そ

の
増
加
数
は
三
万
に
達
し
て
い
た
。
ま
た
、
二
二

O
エ
ー
カ
ー
未
満
の
農
場
数
は
五
九

t
六
九
年
に
は
一

O
七
万
六
千
も

な
か
で
も
五

O
エ
ー
カ
ー
未
満
の
階
層
で
は
、
農
場
数
の
減
少
は
四
二
万
一
千
に
も
お
よ
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

七
0
年
代
に
は
全
体
と
し
て
経
営
規
模
間
で
の
農
場
の
階
層
移
動
数
も
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
う
え
に
、
な
に

こ
と
か
ら
み
る
と
、



よ
り
も
五

O
エ
ー
カ
ー
未
満
の
農
場
が
そ
れ
な
り
に
安
定
し
た
兼
業
農
場
と
し
て
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
目
立
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、

販
売
額
別
に
み
た
場
合
よ
り
も
、
経
営
面
積
規
模
別
に
農
場
の
動
き
を
み
た
場
合
の
ほ
う
が
、

守
と
く
に
経
営
規
模
が
大
き
い
階
層
で
、

そ
の
増
加
数
が
は
る
か
に
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
地
規
模
に
比
較
的
拘
束
さ
れ
な
く
て
も
経
営
拡
大
が
可
能
な
畜
産
部

円
な
ど
で
経
営
を
特
化
し
(
例
え
ば

な
ど
を
反
映
し
て
U、

Z罪
ゐ 経
寸' 応接

あ を
?ゃ切
'7_ニり
ー離

し
..，.. 、
¥J  

装
置
産
業
化
を
進
め
る
形
で
七

0
年
代
に
も
引
き
続
き
経
営
が

発
展
し
た
こ
と
、

次
に
経
営
規
模
別
に
経
営
、
所
有
、
借
地
面
積
の
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
を
み
て
お
こ
う
。
ま
ず
、

ア
メ
リ
カ
で
は
農
地
が
い
か
に
少
数

の
大
規
模
経
営
に
集
中
、
集
積
さ
れ
て
い
る
か
が
目
を
引
く
。
例
え
ば
、
農
場
全
体
の
一
五
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
玉

O
O
エ
l
カ

l
以
上
層
で
農
地
全
体
の
七
一
%
を
経
営
し
、
さ
ら
に
、

そ
の
う
ち
農
場
数
に
し
て
全
体
の
わ
ず
か
六
・
五
%
の
一

0
0
0
エ
ー
カ
ー

以
上
層
で
農
地
全
体
の
五
六
・
一
%
を
経
営
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
各
々
の
経
営
規
模
階
層
に
属
す
る
農
地
面
積
を
み
る
と
、
農
場

数
の
場
合
と
同
様
に
六
九
I
七
八
年
で
は
玉

O
エ
ー
カ
ー
未
満
の
零
細
層
と
玉

O
O
エ
ー
カ
ー
以
上
の
大
規
模
層
で
農
地
面
積
が
増
大

し
、
逆
に
一

o
o
t一
一
一
九
エ
ー
カ
ー

二
二

O
I
四
九
九
エ
ー
カ
ー
層
の
経
営
農
地
面
積
は
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
さ

ら
に
時
期
を
絞
っ
て
七
四

t
七
八
年
に
つ
い
て
み
て
も
、
二

0
0
0
エ
ー
カ
ー
以
上
の
農
地
面
積
が
や
や
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
例
外

ハ
6
〉

と
す
る
と
、
六
九

t
七
八
年
で
み
た
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
農
場
数
で
み
た
場
合
と
同
様
に
農
地
面
積
に
つ
い
て
も
、
大
規
模
層
と
零
細
層
へ
の
集
中
化
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
経

営
規
模
別
農
場
で
み
た
場
合
と
同
様
に
六

0
年
代
と
比
べ
る
と
そ
の
動
き
は
、

は
る
か
に
緩
や
か
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、

五
九

t

六
九
年
に
は
五

O
O
エ
ー
カ
ー
以
上
の
階
層
が
経
営
す
る
農
地
比
率
(
経
営
農
地
全
体
に
占
め
る
)
は
、
六
一
・
二
%
か
ら
六
八
・
二

%
へ
と
七
%
も
上
昇
し
た
の
に
対
し
、
六
九

t
七
入
年
に
は
三
・
一
%
の
上
昇
に
と
ど
ま
り
、

農
地
の
階
層
間
移
動
リ
農
地
の
流
動
性

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

四



こ
れ
に
対
し
、
借
地
農
地
で
は
大
規
模
層
へ
の
集
中
化
傾
向
は
経
営
農
地
の
場
合
よ
り
も
顕
著
に
な
る
c

七
八
年
で
み
る
と
、

五
O 

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

四
四

も
低
下
し
て
き
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
経
営
規
模
別
に
経
営
主
の
所
有
お
よ
び
借
地
農
地
の
動
向
を
み
る
と
経
営
農
地
の
場
合
と
は
ま
た
異
な
っ
た
様
相
を
呈

し
て
い
る
(
第
四
表
)
。

ま
ず
六
九

t
七
八
年
に
面
積
規
模
別
に
経
営
主
の
所
有
農
地
を
み
る
と
、

経
営
農
地
の
場
合
よ
り
も
五

C
C

エ
ー
カ
ー
未
満
層
が
所
有
す
る
農
地
比
率
(
所
有
農
地
全
体
に
占
め
る
割
合
)
は
は
る
か
に
大
き
い
[
。
こ
れ
に
対
し
て
五

O
O
エ
l
カ

l
以
上
層
の
所
有
農
地
比
率
は
経
営
農
地
面
積
の
割
合
に
比
べ
る
と
六
四
・
六
%
(
七
八
年
で
)
と
か
な
り
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
六
九

t
七
八
年
に
は
五

O
O
エ
ー
カ
ー
以
上
層
が
所
有
す
る
農
地
面
積
は
ほ
と
ん
ど
増
加
し
て
い
ず
、
大
規
模
層
へ
の
農
地
所

有
の
集
中
は
ほ
と
ん
ど
進
展
し
て
い

L
U。

O
エ
ー
カ
ー
以
上
層
の
借
地
比
率
(
借
地
面
積
全
体
に
占
め
る
)
は
七
八
%
に
達
し
、

こ
の
階
層
が
保
有
す
る
借
地
は
六
九

t
七
八
年

に
二
=
二

O
万
エ
ー
カ
ー
も
増
大
し
た
。
五

C
C
エ
ー
カ
ー
以
上
の
大
規
模
農
場
が
所
有
、
賃
借
、
経
営
す
る
農
地
面
積
の
集
中
化
率

は
、
借
地
、
経
営
地
、
所
有
地
の
順
に
な
っ
て
お
り

こ
う
し
た
階
層
で
は
経
営
の
規
模
拡
大
の
パ
タ
ー
ン
は
典
型
的
に
借
地
に
よ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が

こ
う
し
た
借
地
に
依
存
す
る
規
模
拡
大
の
バ
タ

l
ン
は
五

O
O
エ
ー
カ
ー
未
満
層
で
は
様
相
を
や

や
異
に
し
て
く
る
。
一
一
一
一

0
1
四
九
九
エ
ー
カ
ー
層
で
は
経
営
主
が
賃
借
す
る
農
地
が
五
八
三
八
万
エ
ー
カ
ー
存
在
す
る
一
方
、
賃
貸

に
出
す
農
地
は
九
七
万
エ
ー
カ
ー
に
す
ぎ
な
い
か
ら
借
地
に
依
存
す
る
規
模
拡
大
パ
タ
ー
ン
が
こ
の
階
層
で
も
支
配
的
で
あ
る
。
だ
が
、

一
O
O
-
-
一
一
九
エ
ー
カ
ー
層
に
な
る
と
借
地
面
積
、

二
一
四
八
万
エ
ー
カ
ー
に
対
し
、
賃
貸
農
地
も
七
三
三
万
エ
ー
カ
ー
に
の
ぼ
っ

て
お
り
、
経
営
主
が
賃
貸
に
出
す
農
地
面
積
の
割
合
も
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
一

O
O
エ
ー
カ
ー
未
満
層
に
な
る
と
経

営
主
が
賃
貸
に
出
す
農
地
面
積
の
ほ
う
が
次
第
に
借
り
入
れ
農
地
面
積
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
一
民
c

こ
の
よ
う
に
経
営
規
模
か
ら



第 19表経営規模別にみた経営農地面積，所有農地面積，賃貸借農地面積の構成比 (単位・%)

I~日記下~円 I I∞-219 r勾示下00-999 下両示司叩ヵ二 I~j空害事手
①経営農地面積

1969 1.3 10.0 17.2 13.ヲ 11. 6 42. 7 1，062，893 

74 1.1 2.8 8.6 15.5 14.0 12.4 45. 7 1，017，030 

78 1.4 2.9 8.6 15.7 15.2 13.7 42.4 973， 736 

②所有農地面積

1969* 1.3 2.5 10.7 12.5 14.5 12.4 40. I 582，840 

74* 1.5 2.9 9.8 17. I 14.2 12.7 578，907 

78 3.3 4.3 11. 2 16.5 13.8 12. I 38. 7 620，6'17 

③賃借農地面積

1969* 0.4 0.8 5.2 16.9 16.4 i 13.ヲ 46.5 382， Iヲ2

74キ 0.3 0.9 4.5 14.6 16.5 14.8 48.4 367，6ヲコ

78 0.8 1.3 5.3 14.4 16.9 l己.7 45.5 405，468 

④賃貸農地面積

1969* 13.4 5. I 11. 9 16.5 14. I 11. 3 29.9 46，583 

74* 12. I 7. I 12. 7 16.2 12.0 11. 0 28.9 40，957 

78 19.0 8. I 14. 1 15.2 11. 6 9.9 22. I 52，409 

資料:1978 Censusザ Agriculture，Vol. 1， part 51， p.70. 1974 Census of Agriculturc， Vol. 1， part 51， pp.I-52， 53. 

1969 Census of Agriculture， Vol. I1， Chapter 2， pp. 109-111. 

注*印の所有・賃借・賃貸農地雨積の1969，74年については農産物販売額2，5∞ドル以 kの農場. 78年は全農場. このため，所

有・賃借・賃貸のそれぞれの農地面積の場合，零細層が占める比率は 1978年には 1969，Iヲ74年の場合よりも高く表示されるこ

とになる.

g]}司



こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
七

0
年
代
末
に
な
る
と
、
経
営
規
模
か
ら
み
る
と
五

O
エ
ー
カ
ー
未
満
層
を
措
く
と
、

五

O
O
エ
i
カ

一
九
七
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

四
六

み
る
と
主
と
し
て
二
二

O
エ
ー
カ
ー
以
上
と
一

O
O
エ
ー
カ
ー
未
満
層
で
は
、
前
者
は
借
地
に
よ
り
経
営
規
模
の
拡
大
を
努
め
る
の
に

対
し
、
後
者
は
所
有
農
地
を
賃
貸
に
出
し
て
経
営
規
模
を
縮
小
す
る
と
い
う
対
照
的
な
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
指
摘
し
て

お
く
べ
き
こ
と
は
、
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
で
は
借
地
面
積
が
大
き
か
っ
た
が
、
現
実
の
農
場
経
営
主
が
賃
貸
に
出
す
の

は
借
地
全
体
の
約
八
分
の
一
程
度
の
玉
二
四
一
方
エ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
残
り
の
大
部
分
は
農
場
経
営
主
以
外
の
地
主
階
層
の
所
有
に
帰

(

9

)

 

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

l
以
上
層
で
の
み
農
場
数
が
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

こ
う
し
た
大
規
模
層
が
保
有
す
る
農
地
比
率
も
七

O
%を
越
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、

七
0
年
代
に
は
イ
ン
フ
レ
高
進
の
な
か
で
農
地
投
資
が
活
発
化
し
た
が
、
大
規
模
層
へ
の
農
地
所
有
の
集
中

は
ほ
と
ん
ど
進
展
し
な
か
っ
た
。

テ
ン
ポ
が
緩
慢
に
な
っ
た
大
規
模
層
へ
の
経
営
農
地
の
集
中
も
主
と
し
て
借
地
の
集
中
を
通
し
て
進

展
し
て
お
り
、

と
が
分
丸
山
~
。
主
夫
、
農
場
経
営
主
以
外
の
者
が
所
有
し
、
借
地
に
出
し
て
い
る
農
地
面
積
は
七
八
年
に
は
三
億
五
三

O
六
万
エ

l
カ

こ
の
こ
と
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
農
地
の
経
営
と
所
有
の
分
離
傾
向
が
七

0
年
代
に
は
一
層
、
強
ま
っ
て
い
る
こ

ー
も
存
在
し
、

こ
う
し
た
農
地
面
積
は
六
九
1
七
八
年
に
は
一
七
四
六
万
エ
ー
カ
ー
も
増
大
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う

(

日

〉

し
た
経
営
と
所
有
の
分
離
の
強
ま
り
が
将
来
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
農
業
経
営
に
持
つ
意
味
は
、
農
地
所
有
構
造
の
分
析
を
ふ
ま
え
た
、

し
か
も
、

今
後
の
解
明
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
(

l

)

例
え
ば
、
一
九
七
八
年
で
み
る
と
農
地
面
積
に
占
め
る
借
地
面
積
の
割
合
が
最
も
高
い
の
は
、
中
西
部
の
四
一
・
八
%
で
、
逆
に
最
も
低
い

の
は
東
北
部
の
二
五
%
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
南
部
、
西
部
で
は
、
こ
の
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
四
0
・
七
%
、
四
一
・
八
%
と
な
っ
て
い
る

公
司
白
内
2
g
h
。
¥
与
句
、
.
吟
ミ
HS-F
〈
♀
・
ア
官
円
昨
日
f
匂
-
-
M品
)
。

(

2

)

六
九

t
七
四
年
の
販
売
額
別
農
場
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
稿
で
行
な
っ
て
い
る
の
で
本
稿
で
は
、

」
れ
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
七



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

四
七

四

t
七
八
年
の
動
き
に
つ
い
て
だ
け
考
察
し
た

3

し
か
し
、
経
営
規
模
別
農
場
の
動
き
に
つ
い
て
は
前
稿
で
は
論
及
し
な
か
っ
た
の
で
、
本
稿

で
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
六
九

t
七
八
年
と
時
期
を
よ
り
長
く
と
っ
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。

(

3

)

例
え
ば
、
一
九
主
九
年
に
は
経
営
規
模
玉

O
エ
ー
カ
ー
未
満
の
農
場
数
は
一

O
五
万
七
千
存
在
し
た
が
、
六
九
年
に
は
六
三
万
六
千
に
減
少

し
た

(C-
∞
-
U
の
よ
同
団
足
。
s
h
R
h

。
¥
み
句
、
民
円
程
内
定
、
♂
〈
司
}
固
w

。
rω
同】昨日

M
W

思
w
-
M
主
N

合唱

H
U
U
ぷ

内
2
h
R
向
。
¥
九
日
尚
之
内
叫
に
さ
ミ
u

〈
。
一
-
固
咽
同
】
目
立
M
W

同
者
・
回
目
小

t
固
l
-
叫)。

(

4

)

こ
の
こ
と
を
よ
り
正
確
に
い
う
た
め
に
は
、
経
営
規
模
別
の
階
層
区
分
を
、
と
く
に
一
一
一
一

o
t四
九
九
エ
ー
カ
ー
の
階
層
を
よ
り
細
分
化
し

て
農
場
の
動
き
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
う
し
た
資
料
を
わ
れ
わ
れ
は
利
用
で
き
な
い
。

(

5

)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
戸
・
司
・
∞
口
「

2
F
N
mロL
C
円}凶作

2
・
。
、
.
町
民
同
よ
の
司
何
百
円
周
(
司
匂
・
∞
日
開
【
・
)
を
参
照
。

(

6

)

七
八
年
セ
ン
サ
ス
で
二

0
0
0
エ
ー
カ
ー
以
上
の
農
場
数
が
減
少
し
て
い
る
一
つ
の
原
因
は
、
七
八
年
七

γ
サ
λ

で
は
、
大
学
の
実
験
農
場

な
ど
比
較
的
規
模
の
大
き
い
、
こ
れ
ま
で
セ
ン
サ
ス
に
含
ま
れ
て
い
た
，
例
外
農
場
e

(
こ
の
例
外
農
場
の
一
農
場
当
た
り
平
均
経
営
面
積
は

七
四
年
で
二
万
四
六

O
五
エ
ー
カ
ー
)
が
農
場
に
含
ま
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る

Q
U誌
の

gh言
。
¥
k
H
句、制

.2hbqn

〈
D

?

?

宮
『
昨
日

-w匂
・
〉
l

ご
)
。
こ
の
，
例
外
農
場
4

が
七
八
年
に
も
七
四
年
と
同
数
(
二
二
三
八
農
場
)
存
在
し
、
し
か
も
経
営
規
模
別
に

み
た
分
布
割
合
が
同
じ
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、
二

0
0
0
エ
ー
カ
ー
以
上
お
よ
び
一

o
o
o
t
ニ
0
0
0
エ
ー
カ
ー
に
属
す
る
農
場
数
も
九

0
0

ほ
ど
増
加
す
る
た
め
、
二

0
0
0
エ
ー
カ
ー
以
上
の
農
地
面
積
も
、
七
四
年
と
大
差
な
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
七
四
年
の
例
外
農
場
に
つ
い

て
の
経
営
規
模
別
の
農
場
数
は
、
旬
、
恥
む
さ
富
久
み
均
三
内
定
N
H
R
R

〈

D
F
F
官
江
戸
署
・

2

8
を
参
照
。

(

7

)

も
ち
論
、
地
域
に
よ
っ
て
農
地
所
有
の
集
中
の
様
相
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。
七
八
年
で
み
る
と
大
規
模
所
有
者
へ
の
農
地
所
有
の
集
中

率
が
最
も
高
い
の
は
、
太
平
洋
岸
、
山
岳
部
、
南
西
部
で
あ
り
、
逆
に
集
中
率
が
岨
相
対
的
に
低
い
の
は
、
中
西
部
の
、
と
く
に
コ

l
ン
・
ベ
ル

ト
お
よ
び
大
湖
諸
州
で
あ
る
。
太
平
洋
津
、
山
岳
部
で
は
上
位
一
%
の
所
有
者
が
所
有
す
る
農
地
は
全
体
の
そ
れ
ぞ
れ
四
一
一
一
%
、
=
一
七
・
六
%

に
も
お
よ
ん
で
お
り
、
上
位
五
%
の
者
が
所
有
す
る
面
積
割
合
に
な
る
と
、
太
平
洋
岸
で
は
実
に
七
一
%
、
山
岳
部
で
も
六
七
・
二
%
に
も
達

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
コ

I
γ

・
ベ
ル
ト
、
大
湖
諸
州
で
は
上
位
一
%
の
者
の
農
地
所
有
面
積
の
比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
・
九
%
、

λ

・

四
%
と
は
る
か
に
小
さ
く
な
る
。
大
規
模
経
営
が
発
展
し
て
い
る
地
域
で
は
農
地
所
有
の
集
中
が
進
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
家
族
農
埼
経
営
の

地
域
で
は
農
地
所
有
は
、
は
る
か
に
分
散
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

G

ま
た
、
資
産
と
し
て
農
地
が
買
い
増
し
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
地
所
有
の
蓄
積
が
図
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
農
地
所
有
が



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

四
八

比
較
的
、
高
齢
者
に
集
中
し
て
い
る
の
も
、
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
同
じ
く
七
八
年
で
み
る
と
、
五
O
歳
以
上
の
者
が
所
有
す

る
農
地
面
積
比
率
は
七
O
%
に
も
達
し
て
い
る
の
で
あ
る

(
C・
ω・
0
・〉
-
-
h
叫

4
3
Z
H
-
nぎ
ま
〉
匂
足
言
、
言
、
・
1

~
ぐ
を
ど

4
2
Sミ
匂
マ
ミ
-

H

ミ
ベ
ゐ
¥
ヘ
A
h
w
止
円
旬
、
む
ミ
・
3
-
A
M∞
了
間
》
℃

-
V山ー一
-u)
。

(

B

)

正
確
に
い
う
と
、
一
九
七
八
年
に
経
営
規
模
玉

o
t九
九
エ
ー
カ
ー
層
で
は
借
地
面
積
は
玉
二
七
万
エ
ー
カ
ー
で
賃
貸
一
回
積
、
四
二
六
万
エ

ー
ヵ
ー
を
ま
だ
わ
ず
か
な
が
ら
よ
回
っ
て
い
る
が
、
五
O
エ
ー
カ
ー
未
満
層
に
な
る
と
借
地
面
積
、
三
二
五
万
エ
ー
カ
ー
に
対
し
賃
貸
面
積
は

九
九
六
万
エ
ー
カ
ー
で
賃
貸
に
出
す
農
地
面
積
の
ほ
う
が
は
る
か
に
大
き
く
な
る

Q
堂
、
よ
唱
・
吋
O
〉。

(

9

)

地
主
と
し
て
は
、
比
較
的
、
隠
退
農
、
農
家
の
寡
婦
な
ど
の
比
重
が
高
い
と
み
ら
れ
る
が
、
不
在
地
主
(
他
の
カ
ウ

γ
テ
ィ
あ
る
い
は
他
の

州
に
居
住
す
る
も
の
)
の
農
地
所
有
の
比
重
も
高
い
。
職
業
別
、
居
住
地
別
に
農
地
所
有
者
の
構
成
を
調
べ
た
一
研
究
成
果
に
よ
る
と
、
一
九

七
八
年
で
農
地
所
有
面
積
の
五
六
・
四
%
は
現
役
の
農
民
が
所
有
し
、
隠
退
且
尻
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

l
層
が
全
体
の
そ
れ
ぞ
れ
一
六
・
七
%
、

一
回
・
一
ニ
%
を
所
有
し
て
い
る

Q

ま
た
同
じ
カ
ウ
ン
テ
ィ
内
に
居
住
す
る
者
が
農
地
の
七
六
・
七
%
を
、
不
在
地
主
が
二

0
・
二
%
を
、
外
国

人
が

0
・
五
%
を
そ
れ
ぞ
れ
所
有
し
て
い
る
こ
・
〉
・
円
、
σ
三
m
w
ト
s
n
p
v
H筒、言、
h
b
Q
h
b
h
b
h
w
q
ミ
hq礼
句
詮
h
2
u
d
-

∞-C-
〉
・
・
〉
悶

2
2
Z
E
B
-

-
口
問
。
同
国
回
国
同
芯
ロ
回
丘
一

2
-
p
z
c・
8
♂
お
叫
p
-
v・
3
0

(

ω

)

農
地
の
所
有
と
経
営
の
分
離
が
強
ま
っ
て
い
る
一
例
と
し
て
は
、
と
く
に
中
西
部
な
ど
で
不
在
地
主
が
所
有
す
る
農
地
を
農
地
信
託
会
社

(
町
民
自
白
星
白
血
問
。
5

0
ロ
件
口
0
・
な
ど
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
)
に
委
託
し
、
こ
の
農
地
信
託
会
社
が
一
定
の
仲
介
料
を
取
っ
て
農
場
経
営
者

を
見
出
し
て
、
農
場
経
営
の
仲
介
業
務
を
行
な
う
こ
と
が
増
大
し
て
い
る
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
残
念
な
が
ら
こ
の
農
地

信
託
会
社
に
関
す
る
公
式
統
計
は
存
在
し
な
い
。
一
例
と
し
て
、
こ
う
し
た
農
地
信
託
会
社
で
も
事
業
規
模
が
大
き
い
上
位
八
三
社
の
農
地
運

用
面
積
を
み
る
と
、
六
二
四
万
エ
ー
カ
ー
と
か
な
り
の
規
模
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
農
地
を
委
託
に
出
す
顧
客
の
大
部
分
は
都
市
の
高

額
所
得
者
で
あ
る

(
h
hミ
S
N
H
N
q
A
H
1
3白苫町内
wzo--MM
日
泊
四
日
)
。
こ
の

b
h・3.2NH民
E
N
E諸
島
、
柏
町
内
の
資
料
は
農
業
金
融
問
題
研
究
会
の
坪

井
伸
広
氏
が
現
地
調
査
に
よ
り
見
出
し
、
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
近
の
農
地
投
資
の
あ
り
方
、

お
よ
び
農
地
の
所
有
と
経
営
の
分
離
の
性
格
の
一
端
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
興
味
深
い
。

(
日
)
ア
メ
リ
カ
で
の
農
地
の
所
有
構
造
を
一
示
す
資
料
は
少
な
い
。
こ
の
た
か
で
農
地
の
所
有
構
造
の
一
端
を
一
示
す
も
の
と
し
て
前
記
』
・
〉
-
F
2
2
ω

の
論
文
に
よ
っ
て
、
土
地
の
取
得
方
法
、
取
得
時
期
を
み
る
と
、
土
地
の
取
得
方
法
と
し
て
は
非
縁
戚
者
を
通
し
て
の
土
地
取
得
の
比
率
が
高

く
、
そ
れ
が
六
C
%
を
占
め
、
相
続
、
親
戚
か
ら
の
購
入
、
贈
与
な
ど
を
通
し
て
の
土
地
取
得
は
土
地
取
得
全
体
の
そ
れ
ぞ
れ
一
八
・
五
%
、



一
六
・
三
%
、
ニ
・
七
%
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
取
得
時
期
か
ら
み
る
と
、
所
有
地
面
積
の
う
ち
一
九
七

O
t
七
八
年
に
取
得
さ
れ
た
土
地

面
積
は
二
八
%
、
六

O
t
六
九
年
に
取
得
さ
れ
た
も
の
は
二
五
・
五
%
で
、
一
九
四

O
年
以
前
に
取
得
さ
れ
た
も
の
の
比
率
は
一
五
・
二
%
に

す
ぎ
な
い

Q
・
〉
・
問
、
2
i
p
也
、
・
門
戸
糧
問
問
》
・
-
N

一
日
)
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
土
地
市
場
を
通
じ
て
の
土
地
取
得
が
高
い
比
重
を
占
め
、
し
か
も
年

間
に
取
引
さ
れ
る
土
地
面
積
が
相
対
的
に
大
き
い
の
が
ア
メ
リ
カ
の
場
合
の
特
徴
に
な
っ
て
い
る
c

も
ち
ろ
ん
、
土
地
全
体
で
み
た
場
合
と
農

地
で
み
た
場
合
に
は
若
干
、
差
異
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
農
地
面
積
が
土
地
面
積
全
体
の
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
数
字
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
農
地
取
得
の
特
徴
を
も
示
す
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ

5
0

四

農
業
経
営
を
め
ぐ
否
問
題

業
の
技
術
革
新
は
、
品
種
改
良
、
経
営
方
法
の
合
理
化
を
除
く
と
、
大
型
機
械
化
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
大
量
投
入
な
ど
、

い
ず
れ
も

農
業
投
資
の
動
向

第
二
次
大
戦
後
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
ア
メ
リ
カ
農
業
の
急
激
な
生
産
力
の
発
展
は
、
周
知
の
よ
う
に
経
営
の
大
型
機
械
化
、
農

業
化
学
品
(
肥
料
・
農
薬
)
の
増
投
、
品
種
改
良
の
三
者
が
合
体
し
て
実
現
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
経
営
面
か
ら
可
能
に
し
て
き
た
が
、

H 
経
営
の
一
部
門
へ
の
特
化
傾
向
日
専
作
化
の
進
展
で
あ
っ
た
c

耕
種
部
門
の
場
合
に
は
大
型
機
械
化
に
よ
る
経
営
の
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ

ま
た
畜
産
部
門
の
場
合
に
は
飼
育
方
法
の
工
場
シ
ス
テ
ム
化
(
給
飼
方
法
の
規
格
化
、

シ
ス
テ
ム
化
)
に
よ
る
大
規
模
飼
育
に
よ
っ
て
農
業
生
産
性
は
そ
れ
ぞ
れ
急
速
に
上
昇
し
て

i
u。
そ
し
て
土
地
生
産
性
の
上
昇
の

ッ
ト
の
発
揮
と
土
地
生
産
性
の
上
昇
に
よ
っ
て
、

場
合
に
は
、
農
業
化
学
品
の
増
投
、
品
種
改
良
に
加
え
、
地
域
に
よ
っ
て
は
瀧
瓶
の
普
及
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
農

石
油
な
ど
を
中
心
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
型
の
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

七
0
年
代
の
農
業
投
資
の
動
向
を
ま
ず
主
要
投
入
財
の
物
的
投
入
量
で
み
る
と
、
動
力
お
よ
び
機
械
の
投
入
量
は
七

O

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
り
カ
農
業
の
翫
向

四

ゴL



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

五
Q 

t
七
九
年
に
は
三
O
%
増
大
し
、
六
O
t
六
九
年
の
投
入
の
伸
び
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

一
農
場
当
た
り
の
農
業
機
械
の
平
均

保
有
台
数
は
す
で
に
六

0
年
代
中
頃
に
頭
打
ち
状
態
に
な
っ
て
い
た
が
、

な
く
、
農
業
機
械
の
大
型
化
に
と
も
な
う
新
規
更
新
が
、

七
回
t
七
八
年
に
は
保
有
台
数
も
や
や
増
加
し
た
ば
か
り
で

七
0
年
代
に
は
六
0
年
代
を
上
回
る
勢
い
で
続
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例

え
ば
、
農
業
機
械
の
大
型
化
を
示
す
一
指
標
と
し
て
ト
ラ
ク
タ
ー
の
平
均
馬
力
数
を
み
る
と
、

一
九
六
O
年
の
三
三
馬
力
か
ら
七
O
年

に
は
四
四
馬
力
て
さ
ら
に
七
九
年
に
は
五
七
馬
力
に
ま
で
増
大
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
七
九
年
で
は
、
新
規
に
購
入
さ
れ
る
ト
ラ

ク
タ
ー
の
平
均
馬
力
は
一
O
O
馬
力
に
達
し
て
い
る
の
で
札
列
。

l
関
連
支
出
の
増
大
、
濯
殺
の
普
及
、
兼
業
化
と
農
業
機
械
の
大
型
化
、

が
七

0
年
代
に
さ
ら
に
進
ん
だ
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
(
第
一
図
)
。

お
よ
び
畜
産
部
門
で
の
舎
飼
い
に
よ
る
大
規
模
飼
育
、

な
ど

次
に
、
化
学
肥
料
、
農
薬
な
ど
の
投
入
量
は
七

0
年
代
に
は
六
O
%
増
大
し
て
お
り
、
六

0
年
代
ま
で
の
傾
向
と
同
様
に
各
種
投
入

財
の
な
か
で
最
大
の
伸
び
を
記
録
し
て
い
る
。
た
だ
六

0
年
代
に
は
例
え
ば
化
学
肥
料
の
投
入
量
は
一
O
九
%
も
増
大
し
て
い
た
か
ら
、

そ
れ
と
比
較
す
る
と
投
入
量
の
伸
び
は
七

0
年
代
に
は
か
な
り
低
下
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
本
来
は
農
業
内
部
で
生
産
さ

れ
る
、
飼
料
、
種
子
、
家
畜
(
雛
、

子
牛
な
ど
)
な
ど
の
投
入
量
は
、

そ
の
伸
び
は
六

0
年
代
よ
り
や
や
小
さ
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

七
0
年
代
に
も
相
変
わ
ら
ず
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
主
と
し
て
穀
作
と
畜
産
と
の
分
離
に
よ
る
経
営
の
特
化
が
七

0
年
代
に
も

進
展
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
、
輸
送
、
濯
瓶
、

賃
耕
、

お
よ
び
家
畜
の
健
康
管
理
費
用
な
ど
、
グ
そ
の
他
d

の
費
用

項
目
に
分
類
さ
れ
る
支
出
も
、
八
O
年
に
は
一
時
的
に
減
少
し
て
い
る
が
、

七
0
年
代
後
半
に
は
総
じ
て
増
大
し
て
い
る
の
が
目
立
つ

て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
P

そ
の
他
費
用
4

の
顕
著
な
増
大
は
、

そ
こ
に
A
B
ま
れ
る
費
用
項
目
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

エ
ネ
ル
ギ

こ
う
し
た
物
的
数
量
で
み
た
農
業
投
資
の
動
向
を
投
資
額
で
補
足
し
て
お
こ
う
。
後
に
よ
り
詳
し
く
み
る
よ
う
に
、
主
要
投
入
財



第 l図主要農業資材の物的投入量の推移
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価
格
の
上
昇
が
顕
著
な
こ
と
も
あ
り
、

七

0
年
代
に
は
農
業
投
資
額
の
伸
び
は
六

0
年
代
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

六
O
t
七
O
年
に
は
機
械
・
施
設
へ
の
投
資
額
は
九
八
%
増
大
し
た
の
に
対
し
、

七
O
t
八
O
年
に
は
一
五
四
%
増
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
物
的
数
量
で
み
る
と
、

そ
の
伸
び
が
六

0
年
代
よ
り
も
低
下
し
て
い
る
肥
料
・
農
薬
の
支
出
額
も
、
六

0
年
代
の
増
加
率
、
九

七
%
に
対
し
七

0
年
代
に
は
こ

O
一
%
に
な
っ
て
い
る
(
第
別
表
)
。
た
だ
し
、

農
業
化
学
品
の
場
合
に
は
投
資
額
で
み
て
も
七

O
年

代
後
半
に
な
る
と
、

そ
の
伸
び
率
は
七

0
年
代
前
半
に
比
べ
て
か
な
り
低
下
し
始
め
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
グ
そ
の
他
費
用
4

で
も
み
た
よ
う
に
、

七
0
年
代
に
は
農
業
機
械
の
賃
借
、
作
業
委
託
に
関
す
る
支
出
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
。
農
場
が
農
業

機
械
を
購
入
せ
ず
に
リ

i
ス
や
作
業
委
託
に
依
存
す
る
の
は
、
農
業
機
械
が
大
型
化
し
、
高
額
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
兼
業
農
場
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
ら
費
目
の
農
場
支
出
額
は
七

O
t
七
九
年
に
は
一
三
億
五
五

O
O
万
ド
ル
か
ら
四

O
億



九
0
0
0
万
ド
ル
に
急
増
し
た
の
で
あ
っ
た
。
本
来
、

こ
の
種
類
の
農
場
支
出
ば
農
業
機
械
投
資
の
一
部
と
み
な
し
う
る
か
ら
、

七
O 

年
代
の
農
業
機
械
投
資
の
伸
び
は
さ
き
に
み
た
よ
り
も
一
層
、
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
各
種
資
財
の
物
的
投
入
量
、
投
資
額
の
推
移
か
ら
み
る
と
第
二
次
大
戦
後
、
六

0
年
代
ま
で
続
い
て
き
た
経
営
の
大
型

機
械
化
、
農
業
化
学
品
の
大
量
化
た
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
投
消
費
の
農
業
投
資
パ
タ
ー
ン
は
七

0
年
代
に
も
引
き
続
い
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
た
だ
、
六

0
年
代
ま
で
と
異
な
る
点
は
機
械
・
施
設
へ
の
投
資
増
が
よ
り
大
き
く
現
わ
れ
、
農
業
化
学
品
支
出
の
伸
び
が

低
下
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
七

0
年
代
に
は
農
業
機
械
・
施
設
へ
の
投
資
が
よ
り
重
点
的
に
展
開
さ
れ
た
と
い
っ
て

よ
い
。
そ
れ
は
資
本
支
出
に
密
接
に
関
連
す
る
減
価
償
却
費
が
七

0
年
代
後
半
に
急
増
し
て
い
る
事
実
に
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
農
業
機

械
・
施
設
な
ど
の
投
資
に
関
連
し
た
減
価
償
却
費
は
七

O
t
八
O
年
に
五
八
億
ド
ル
か
ら
一
八
二
億
ド
ル
へ
と
三
倍
以
上
に
増
大
し
た

が
、
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
間
の
農
業
経
常
経
営
費
の
伸
び
を
相
当
に
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
農
業
機
械
な
り
施
設

へ
の
農
業
投
資
が
七

0
年
代
後
半
に
重
点
的
に
進
ん
だ
こ
と
に
は
、
農
産
物
市
場
の
拡
大
お
よ
び
イ
ン
フ
レ
要
因
が
大
き
く
作
用
し
て

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

五

ま
た
資
財
費
が
絶
え
ず
上
昇
し
て
い
る
な
か
で
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
大
型
農
業
機
械
な
ど
へ
集
中
的
に
投
資
す
る
農
場
の
対
応
が
こ
の
時
期
に
は
強
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

い
た
と
見
ら
れ
る
。
農
産
物
市
場
の
拡
大
を
先
取
り
し
て
農
業
投
資
が
行
な
わ
れ
、

と
こ
ろ
で
、

七
0
年
代
の
農
業
投
資
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
農
地
投
資
が
か
つ
て
み
な
か
っ
た
ほ
ど
活
発
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

全
国
を
平
均
す
る
と
農
地
価
格
は
七

O
t
八
O
年
に
エ
ー
カ
ー
当
た
り
一
九
六
ド
ル
か
ら
六
四
一
ド
ル
へ
と
物
価
上
昇
率
を
は
る
か
に

(

9

)

 

上
回
り
、
一
二
倍
以
上
に
上
昇
し
た
。
そ
し
て
農
地
価
格
の
上
昇
テ
ン
ポ
は
農
業
収
益
が
急
増
し
た
七
三

t
四
年
に
最
も
著
し
か
っ
た
も

の
の
、
農
業
収
益
の
伸
び
が
次
第
に
停
滞
す
る
よ
う
に
な
る
七

0
年
代
後
半
に
入
っ
て
も
、

そ
の
テ
ン
ポ
は
落
ち
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
農
業
収
益
性
が
ま
す
ま
す
増
大
す
る
だ
ろ
う
と
の
期
待
感
か
ら
始
ま
っ
た
農
地
投
資
が
七

0
年
代
後
半
に
は
イ
ン
フ
レ
ヘ
ツ
ジ



も
増
大
せ
ず
、
大
規
模
層
へ
の
農
地
の
目
立
っ
た
集
中
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
農
業
機
械
投
資
が
増
大
し
、

さ
ら
な
る
大

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

五
回

の
対
象
と
し
て
選
好
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
次
第
に
農
地
価
格
の
上
昇
と
農
地
投
資
は
ス
パ
イ

ラ
ル
の
関
係
で
進
む
よ
う
に
な
り
、

七
0
年
代
後
半
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
農
地
投
資
は
必
然
的
に
投
機
的
性
格
を
強
め
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
農
地
取
引
件
数
は
、
母
体
と
な
る
農
場
数
の
減
少
に
よ
っ
て
七

0
年
代
に
は
六

0
年
代
よ
り
も
、
も
ち
ろ
ん
減
少
し

ハ

ω)

て
い
る
。
だ
が
、
信
用
供
与
に
も
と
づ
く
農
地
取
引
が
著
し
く
増
加
し
た
こ
と
は
、

こ
う
し
た
七

0
年
代
に
お
け
る
農
地
取
引
の
性
格

の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
六

0
年
代
前
半
に
信
用
に
依
存
す
る
農
地
取
引
は
農
地
取
引
全
体
の
ほ
ぼ
七

O
%だ
っ
た
。
と

七
0
年
代
後
半
に
は
そ
の
比
率
は
九

O
%に
も
達
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
農
場
が
保
有
す
る
抵
当
負
債
額
は
七
二

こ
ろ
が
、

t
八
二
年
に
は
三
二
二
億
ド
ル
か
ら
一

O
三
四
億
ド
ル
へ
と
急
増
し
、

ま
た
農
場
が
支
払
う
抵
当
利
子
も
七

O
I
八
O
年
に
一
七
億
六

0
0
0
万
ド
ル
か
ら
七
三
億
ド
ル
へ
と
急
増
し
た
。
も
ち
ろ
ん

こ
の
支
払
利
子
の
増
大
は
最
近
の
市
場
に
お
け
る
高
金
利
も
強
く
影

響
し
て
い
る
が

こ
う
し
た
抵
当
支
払
利
子
の
増
大
に
よ
っ
て
八

0
年
代
に
入
る
と
農
業
収
益
の
急
減
少
の
な
か
で
、

(

ロ

〉

る
農
場
数
も
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
部
に
破
産
す

ま
た
、
す
で
に
三
の
伺
で
考
察
し
た
よ
う
に
七

0
年
代
後
半
に
は
農
地
投
資
が
活
発
化
し
た
割
に
は
農
場
当
た
り
の
平
均
農
地
面
積

型
機
械
化
が
進
展
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
に
見
合
う
経
営
の
規
模
拡
大
は
実
現
せ
ず
、
そ
の
結
果
、

四
の
白
で
み
る
よ
う
な
農

業
機
械
、
施
設
な
ど
の
面
で
の
過
剰
投
資
を
生
む
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
う
し
た
七

0
年
代
の
農
業
投
資
の
も
と
で
投
資
効
果
は
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
農
業
に
お
け

る
労
働
生
産
性
の
伸
び
か
ら
み
る
と
、

七
五

l
七
八
年
に
は
そ
の
上
昇
テ
ン
ポ
は
か
な
り
低
下
し
、
生
産
性
の
上
昇
率
が
低
下
す
る
兆

し
が
み
え
た
。
だ
が
七
九
年
以
降
、
豊
作
が
続
い
た
影
響
も
加
わ
っ
て
、

七
0
年
代
全
体
を
と
っ
て
み
る
と
農
業
全
体
で
の
労
働
生
産



性
の
上
昇
率
は
、

五
0
年
代
、

六
0
年
代
と
ほ
ぼ
同
一
の
七
二
%
を
記
録
し
て
い
る
(
第
別
表
)
。

な
か
で
も
一
万
頭
に
も
お
よ
ぶ
大
規
模
飼
養
経
営

と
く
に
畜
産
部
門
に
お
い
て
は
労

働
生
産
性
の
伸
び
率
は
七

0
年
代
に
は
八
五
%
と
六

0
年
代
を
上
回
っ
て
お
り
、

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一
層
の
強
化
に
よ
る
飼
育
の
装
置
化
刊
工
場
シ
ス
テ

(
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
)
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
酪
農
、

ム
化
が
さ
ら
に
進
展
し
た
家
禽
部
門
に
お
け
る
生
産
性
の
伸
び
が
目
立
っ
て
い
た
。
飼
料
供
給
業
者
、
食
肉
加
工
業
者
な
ど
の
イ
ン
テ

グ
レ
ー
ダ
ー
と
の
連
携
強
化
を
通
じ
て
、
舎
飼
い
に
よ
る
大
規
模
飼
育
の
シ
ス
テ
ム
化
は
、
畜
産
部
門
の
場
合
、

七
0
年
代
に
は
六

O

年
代
を
上
回
る
勢
い
で
進
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

農業全体

34 

44 

65 

89 

115 

152 

194 

第 21表農業における労働生産性の推移

(単位時間当たり生産量〕

(1967年=1∞とした指数〕

|畜産|耕穏 l

l 引 引
46 I 45 I 
62 I 66 

86 I 9コ

160 I 142 

240 I 165 

資料:USDC， Statistical Abstract 

1950 

55 

6C 

65 

70 

75 

8C 

一
方
、
耕
種
部
門
の
な
か
で
は
食
料
穀
物
、
野
菜
、
果
実
な
ど
で
の
生
産
性
の
伸
び

981， p.681. 

は
次
第
に
低
下
し
て
き
て
い
る
な
か
で
、
引
き
続
い
て
綿
花
、
飼
料
穀
物
で
は
生
産
性

の
伸
び
が
顕
著
で
あ
る
。

一
九
七

O
I
七
九
年
に
食
料
穀
物
、
野
菜
で
の
労
働
生
産
性

の
伸
び
率
は
、

い
ず
れ
も
一
二
・
五
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
綿
花
で
の
生
産
性
の
伸

び
率
は
実
に
三
四
六
%
、
飼
料
穀
物
の
場
合
に
は
、
こ
れ
よ
り
は
る
か
に
劣
っ
て
い
た

も
の
の
一

O
二
%
に
な
っ
て
い
た
。
綿
花
の
場
合
に
は
濯
班
地
で
の
大
規
模
経
営
が
七

七
0
年
代
の
濯
瓶
農
業
の
普
及
が
こ
う
し
た
急
速
な
生

産
性
上
昇
を
生
み
出
す
背
景
と
な
っ
て
い
泌
。
ま
た
飼
料
穀
物
の
場
合
に
は
食
料
穀
物

0
年
代
に
は
一
層
、
進
展
し
、

に
比
べ
、
六

0
年
代
ま
で
と
同
様
に
品
種
改
良
効
果
が
強
く
作
用
し
、

て
単
収
増
が
引
き
続
い
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
と
し

こ
の
よ
う
に
経
営
部
門
、
作
目
こ
と
の
生
産
性
の
上
昇
率
に
政
行
性
が
強
ま
り
、

ま

五
五



増
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
農
業
生
産
の
収
益
性
の
向
上
と
し
て
も
反
映
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、

ま
た
経
営

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

五
六

た
年
ご
と
の
生
産
性
の
変
動
幅
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

七
0
年
代
に
は
な
お
六

0
年
代
ま
で
と
比
べ
て
も
遜
色
の
な
い
農
業

生
産
性
の
上
昇
が
引
き
続
き

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
農
業
生
産
力
の
発
展
の
テ
ン
ポ
と
そ
の
持
続
性
が
い
か
に
急
速
で
、

し
か
も
根
強

い
も
の
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
た
c

し
か
し

こ
う
し
た
生
産
性
の
持
続
的
な
上
昇
は
同
で
み
る
よ
う
に
、

必
ず
し
も
農
場
の
純
所
得

規
模
別
に
み
た
生
産
性
格
差
、
投
資
の
効
率
性
と
い
う
問
題
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
こ
で
、
次
に
こ
の
点
を

考
察
し
よ
う
。

注
(

I

)

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
良
業
生
産
性
の
伸
び
が
い
か
に
急
速
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
諸
要
因
は
何
で
あ
っ
た
か
を
解
説
、

分
析
し
た
著
作
は
多
い
。
簡
潔
に
解
説
し
た
も
の
と
し
て
は
、
口
・

ω・
ロ
-
〉
二
与
吋

3
Z
ぎ

G
E
Sコ
。
、
田
町
民
同
-
w

の

の

rp宝
2
u
u
匂℃・日
m
l

訟
が
役
に
立
つ
。
経
営
部
門
ご
と
の
よ
り
立
ち
入
っ
た
分
析
と
し
て
は
、
戸
U
N
r
H
V

・
ω口
}dm2N
除

。

テ

2mw
。
、
「
民
hw
刷

whw『
件

同

u
お
よ
び
、

民間
y
n
g四円。出切
M
ロ仏

ω
2
2
0
2・
。

O
B
B
E
2
3
〉
四
江
町

z
r
z
B
h
Z
E
Z
E
H
S
L
司
C
百
三
ミ
・

d
・
ω
-
F
E
R
-
同つ晶、
s
h守
男
雪
之
-

ヘ
日
同
町
民
き
ミ
中
、
旬
、

R
5
4
2
内
古
美
2
2
h
p
h
〈ミ号、
.
2に
民
河
内
巴
¥
『
E
-
g
u
石田
0
・
宅

-
G昆
・
が
秀
れ
て
い
る
コ

な
お
、
養
禽
、
肉
牛
、
加
工
野
菜
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
部
門
で
経
営
構
造
の
変
他
と
生
産
性
の
上
昇
と
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て

実
現
さ
れ
て
き
た
か
を
、
第
二
次
大
戦
後
、
一
九
七

0
年
代
ま
で
を
透
し
て
追
跡
し
た
も
の
と
し
て
の
最
近
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、
ロ
岳
ロ
ロ

〉
・
同
州
巳
自
ロ
ロ
仏
除
。
任
。

z
b
E
R
R
E
h
n
b
s
h町
民
話
人
由
旬
、
帆
E
E
Z
~
吋
吉
岡
何
回
官
、
ミ

2
2
e
¥町、

NW3h.Eah-huw礼
(
M
N
H
之
内
切
き
弘

、
3
2
2
3
h
で代
h
a
aミ
2
u
d
-
∞・

0
・
〉

-w

↓2
r口一

g-
田
口

-
-
2
-
E
z
-
-
5
8・
3
2
が
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で

の
経
営
構
造
の
変
革
は
、
い
ず
れ
も
次
の
よ
う
な
四
つ
の
過
程
を
経
て
実
現
し
て
き
た
と
い
う
。
第
一
は
、
農
民
お
よ
び
農
民
以
外
の
農
業
関

連
業
者
(
資
財
供
給
業
者
、
配
送
、
加
工
業
者
な
ど
)
で
の
新
技
術
の
導
入
の
動
き
、
第
二
は
、
旧
来
へ
の
生
産
方
法
へ
の
抵
抗
感
が
少
な
い

新
し
い
地
域
へ
の
生
産
拠
点
の
移
動
に
よ
り
技
術
導
入
が
促
進
さ
れ
る
、
第
三
は
、
新
し
い
生
産
技
術
の
導
入
に
よ
る
生
産
の
急
上
昇
、
第
四

は
、
垂
直
統
合
や
契
約
栽
培
に
一
不
さ
れ
る
よ
う
な
、
経
営
の
リ
ス
ク
分
数
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
流
通
機
構
レ
ベ
ル
で
の
変
革
、
で
あ
る
。
そ

し
て
、
最
初
の
新
技
術
の
導
入
を
図
っ
た
の
は
、
農
業
へ
の
新
規
参
入
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
(
同
町
、
ニ
富
三
〈
)
。

ま
た
、
こ
う
し
た
経
営
構
造
の
変
革
を
生
み
出
し
た
発
展
過
程
の
パ
タ
ー
ン
は
、
最
近
、
経
営
の
発
展
が
著
し
い
養
豚
、
酪
農
、
飼
料
作
な



ど
の
部
門
に
も
同
時
に
あ
て
は
ま
る
と
い
う

Q
P・
札
-
w
同
》
同
】
・
凹
m
E
)
。

同
書
の
研
究
は
、
経
営
部
門
ご
と
の
構
造
変
革
の
過
程
の
パ
タ
ー
ン
を
類
型
化
し
す
ぎ
て
い
る
き
ら
い
も
あ
る
が
、
ア
メ
り
カ
農
業
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
発
展
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
追
っ
て
実
現
し
て
き
た
か
を
市
場
条
件
、
農
業
生
産
の
立
地
条
件
、
お
よ
び
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
と
農

業
経
営
者
と
の
相
互
関
係
な
ど
か
ら
手
際
よ
く
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
技
術
革
新
の
起
動
力
は
何
で
あ

っ
た
か
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
に
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

(

2

)

一
九
六
九
t
七
四
年
に
農
場
が
保
有
す
る
農
業
機
械
の
台
数
が
ほ
と
ん
ど
増
加
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
(
『
本
誌
』
第
三
五
巻

第
二
号
)
二
三
二
t
二
三
三
頁
参
照
。
七
四
t
七
八
年
に
は
、
農
場
が
保
有
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
台
数
ば
か
り
で
な
〈
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
綿
花
摘

み
取
り
機
な
ど
も
増
加
し
て
い
る
。
主
く
に
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
場
合
、
農
場
の
保
有
台
数
の
う
ち
、
ほ
ぽ
三
O
%
は
七
四
t
七
八
年
に
購
入
さ
れ

た
も
の
で
、
農
業
機
械
の
更
新
投
資
が
七
0
年
代
後
半
に
急
速
に
進
展
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
亡
抽
詰
(
4
2
坦
色
。
¥
h
h
3
2宮
司
A

ぐ
c--

H
・
同
冨
一
『
同
日
「
唱
・
由
)
。

(
3
)
d
-
∞
-
U・
〉
-
w
h
S
E
喜
守
同
担
任
円
む
さ
ミ
。
¥
与
、
ι

豆
、
草
野
立
。
ョ
~
同
v
g
b
R
H
h
S
E
出
丸
岡
、
ミ
ミ
円
L
t
bぬ
と
込
町
h
N
U可
MMw℃・

ω"
司・

2
・

(
4
)
N
F
h
h
同
-
u
H
】
・
ム
叫
・

(

5

)

農
業
投
入
財
の
な
か
で

J
ぞ
の
他
4

の
投
入
財
の
物
的
投
入
量
の
伸
び
は
、
一
九
七
O
t
七
九
年
で
は
三
三
%
で
あ
り
、
農
業
化
学
品
の
六

0
4
F
に
つ
い
で
大
き
か
っ
た
(
C
-
∞
ロ
-
P
-
h
S
5
h
R
E
N
入
山
吉
む
a
Q
円
h
N回
E
W
匂

-
2
0
)
。

(

6

)

口・

ω・
0
・
P
W
N
W
-
ミ
ミ
ミ
円
p
b
E
S
ミ
ミ
，
h
b
、
』
m
g
d
=
旬
、
ミ
号
、
.
~
b
R
S
ミ
ミ
に

F
E号
、
，
S
2
H
匂
hahhh丘町
h
N
U
』
。
・
同
w
・
2
・
た
だ

し
、
七
八
年
セ
ン
サ
ス
で
は
、
作
業
委
託
、
農
業
機
械
の
リ
ー
ス
に
関
連
す
る
農
場
支
出
額
は
一
七
億
七
六
O
O
万
ド
ル
と
な
っ
て
お
り
、
農

務
省
の
統
計
と
か
な
り
の
差
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
差
異
が
な
に
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

(

7

)

た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
で
化
学
肥
料
な
ど
が
大
量
投
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
国
際
水
準
か
ら
み
る
と
、
単
位
面
積
当
た
り
の

容
一
素
施
肥
量
を
と
っ
て
も
一
九
七
五
年
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
五
O
%
、
日
本
の
四
O
%
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
(
司
〉
。
"
k
A
S
E
N
旬
、
ミ
・

ミ
位
向
、
M
N
S占
.
3
h
t
-
S
小
よ
り
)
。

(
8
)

こ
う
し
た
要
因
以
外
に
信
用
供
与
が
比
較
的
、
容
易
に
受
け
ら
れ
た
こ
と
、
税
制
が
農
業
投
資
を
促
進
し
た
こ
と
な
ど
も
一
般
に
指
摘
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
r
H
M
・
∞
口
}
混
同
四
回
自
己
C
F
r
2
P
。
、
.
円
た
よ
同
》
同
】
品
M
l
叶
日
が
参
考
に
な
る
。

(
9
)
d
ω
・
ロ
〉
・
・
~
示
、
言
』
刷
、
品
目
同
h
h
a
司
〉
悼
旬
、
掃
、
h
h
H
)
号
、
~
。
、
E
S
F
3
∞0
・
司
・
ミ
・

一
九
七
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

五
七



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
り
カ
農
業
の
動
向

五
八

(

ω

)

一
九
六

0
年
代
に
は
農
場
不
動
産
の
取
引
件
数
は
平
均
す
る
と
、
年
間
一
三
万
件
で
あ
り
、
七

0
年
代
に
は
年
間
平
均
一
一
万
件
と
な
っ
て

い
る

Q
Fミ
-w-v-NO。
母
体
と
な
っ
て
い
る
農
場
数
が
七

0
年
代
に
は
六

0
年
代
よ
り
も
相
当
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
七

0
年
代
の
ほ

5
が
農
場
不
動
産
の
取
引
は
六

0
年
代
よ
り
は
る
か
に
活
発
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

(
U
)
巴・

ω
U
-
k
p・
?
可
雪
道
知
E
N
N円
h
E
R
〉
比

V
L
a
bき
お
守
恥
号
、
HShhw
。
ミ
h
q
。
掃
除

-
m
h
g号
、
HLNUEゐ・

2
・

(
ロ
)
破
産
農
場
数
が
八

0
年
代
に
入
っ
て
急
増
し
て
い
る
こ
主
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
農
場
の
経
営
収
支
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と

を
一
示
す
具
体
例
は
、
ま
任
。
。
口
四
円
。

ω∞
M
国
内
同

ω
g
a
g
-
国

E
江
口
伺

ω
z
r
z
p
o
n
a
g
g
E
2
0回
〉
明
同
一

E
g
g
-
国

D
5
0
0
2
U官
開
閉
め
ロ
-

S
巳
4
2
・
2
0・
ま
l
巴
U
U喝
、
立
白
書
弘
之
、
3
F
N情書
h
N可
島
町
宮
崎
入
山
道
筒
、
H.円
S
H
与
h
3
2
h
k
R
W
B
F
S
∞O

の
例
え
ば
、
ニ

O
七
買
以
下
。

(
印
)
綿
作
の
渚
淑
農
地
面
積
は
一
九
七
四

t
七
八
年
に
、
三
六

O
万
エ
ー
カ
ー
か
ら
四
六
九
万
エ
ー
カ
ー
へ
と
一

O
O万
エ
ー
カ
ー
も
増
大
し
、

野
菜
、
馬
鈴
箸
に
つ
い
で
漕
淑
地
へ
の
依
存
が
高
く
な
っ
て
い
る
亡
羽
白
内

S
語
句
。
」
「
与
旬
、
守
ミ
芝
、
.
F
〈
司
?
?
宮
町
円

2
・
司
-
M
Q

な
ど
)
。

綿
作
の
場
合
、
単
収
が
最
も
高
い
地
域
は
濯
淑
農
業
が
進
展
し
て
い
る
西
部
太
平
洋
沿
摩
で
あ
る
が
、
化
学
肥
料
な
ど
へ
の
支
出
額
は
、
東
南

部
や
デ
ル
タ
地
域
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
本
文
で
み
た
よ
う
に
七

0
年
代
に
も
綿
作
経
営
で
は
農
業
生
産
性
の
上
昇
は
急
速
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
、
そ
の
上
昇
率
は
六

0
年
代
ま
で
と
比
べ
る
と
や
や
低
下
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
七

0
年
代
ま
で
の
綿

作
部
門
で
の
農
業
経
蛍
の
急
激
な
変
貌
と
そ
れ
を
生
み
出
し
た
技
術
的
諸
要
因
に
つ
い
て
は
、

C-
∞-∞
g
m件
。
ゅ
同
勺
ミ
白
書
'
足
、
宗
門
君
、
hp
。
、
.

円
h
h
-
w

同》同》・

M
叫

-
u∞
日
・

(
凶
〉
小
麦
の
場
合
に
は
、
エ
ー
カ
ー
当
た
り
収
量
は
一
九
七

O
t
八

O
年
に
は
ゴ
二
・
八
ブ
ッ
シ
ェ
ル
か
ら
三

=
7
四
ブ
ッ
シ
ェ
ル
へ
と
さ
ほ
ど

伸
び
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
場
合
に
は
同
期
間
に
エ
ー
カ
ー
当
た
り
収
量
は
八

0
・
八
プ

y
シ
ェ
ル
か
ら
九
一
ブ

ッ
シ
ェ
ル
へ
と
よ
り
大
さ
な
伸
び
を
み
せ
た
。
た
だ
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
場
合
で
も
、
七

0
年
代
の
単
収
の
伸
び
率
は
六

0
年
代
に
比
べ
る
と

大
分
、
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、
全
体
に
土
地
生
産
性
の
伸
び
に
停
滞
化
の
兆
し
が
み
え
る
。

同
制

経
営
の
規
模
拡
大
の
問
題

さ
き
に
み
た
よ
う
に
七

0
年
代
に
入
る
と
農
場
数
の
減
少
テ
ン
ポ
が
急
速
に
緩
和
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
農
場
の
規
模
拡

大
の
テ
ン
ポ
も
か
な
り
弱
ま
っ
て
き
た
。

セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
も
七
四

t
七
八
年
に
は
一
農
場
当
た
り
平
均
経
営
面
積
は
、
二
七
エ

l



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

五
九

カ
ー
ほ
ど
拡
大
し
た
に
す
ぎ
ず
、
大
規
模
層
に
よ
る
農
地
の
目
立
っ
た
集
中
、
集
積
も
進
展
せ
ず
、

七
0
年
代
中
後
半
以
降
、
農
場
経

営
の
規
模
拡
大
は
六

0
年
代
ま
で
と
や
や
様
相
を
異
に
し
て
い
た
。

こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
階
層
別
(
農
産
物
販
売
額
別
)
に
農
業
純
所
得
を
農
業
粗
収
益
で
除
し
た
農
業
所
得
率
の
推
移

か
ら
み
よ
う
。
販
売
額
五

0
0
0
ド
ル
未
満
の
実
質
的
に
農
場
経
営
に
生
計
基
盤
を
置
い
て
い
な
い
階
層
を
ひ
と
ま
ず
除
外
す
る
と
、

七
0
年
代
を
通
し
て
農
業
所
得
率
は

E
層
(
販
売
額
二

I
四
万
ド
ル
)
で
最
高
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
下
の
階
層
お
よ
び

I
層
で
も
一
O

万
ド
ル
ま
で
の
階
層
に
は
大
き
な
格
差
が
存
在
し
な
い
。
た
と
え
ば
、

七一

t
七
五
午
(
五
カ
年
平
均
)
で
は

E
層
の
農
業
所
得
率
、

一
一
一
・
一
%
に
対
し

四
t
一
O
万
ド
ル
で
は
二
九
・
六
%
に
な
っ
て
い
る
し
、

七
六

I
八
O
年
を
と
っ
て
も

E
層
の
ニ
七
・
O
%
に

対
し
、

四
t
一
O
万
ド
ル
層
で
は
ニ
四
・
七
%
で
あ
り
、
二
万
ド
ル
未
満
の
階
層
で
は
い
す
れ
も

E
層
の
水
準
を
や
や
下
回
っ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
販
売
額
一
O
万
ド
ル
ま
で
の
階
層
で
は
、
規
模
が
大
き
く
な
る
に
し
た
、
が
っ
て
、

そ
れ
に
あ
る
程
度
比
例
し
て
農
業
純

所
得
が
増
大
し
、
規
模
拡
大
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
も
充
分
、
働
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
逆
に
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
農
業
所
得
率
の
水
準
を
前
提
に
す
る
と
、
農
産
物
販
売
額
四
万
ド
ル
未
満
で
ほ
、

ア
メ
リ
カ
の
平
均
世
帯
の
年
間
所
得
に
達
し

五
、
一
こ
、
O

J
J

、ν
み
れ
i
M
N
V

こ
れ
未
満
の
階
層
で
は
、
農
業
経
営
だ
け
で
は
必
要
家
計
費
を
稼
得
で
き
な
い
構
造
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
す

で
に
三
の
口
で
み
た
よ
う
に
七
九
1
八
O
年
に
な
る
と

E
層
で
も
平
均
す
る
と
農
外
所
得
が
農
業
所
得
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
事
実

に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
販
売
額
一
O
万
ド
ル
以
上
の
階
層
に
な
る
と
、
農
業
所
得
率
は
、
そ
れ
・
未
満
の
階
層
に
比
べ
て
相
当
に
低
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
、

一
O
万
ド
ル
以
上
層
で
は
販
売
額
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
所
得
率
の
格
差
も
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
販
売
額
の

大
き
な
階
層
ほ
ど
資
本
装
備
率
も
高
い
こ
と
に
由
来
す
る
、

あ
る
意
味
で
は
当
然
な
現
象
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
問
題
な
の
は
農
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業
収
益
性
が
全
体
と
し
て
高
か
ア
た
七

0
年
代
前
半
に
は
、

一
O
万
ド
ル
以
上
お
よ
び
ニ

O
万
ド
ル
以
上
層
の
農
業
所
得
率
に
は
一

O

万
ド
ル
未
満
層
に
比
べ
、
さ
ほ
ど
大
き
な
格
差
が
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

七
0
年
代
後
半
に
な
り
、

し
か
も
全
体
と
し
て
農
業
収

益
性
が
低
下
す
る
七

0
年
代
末
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
販
売
額
の
大
き
な
階
層
で
の
所
得
率
が
よ
り
大
き
く
下
落
し
、
販
売
額
一

O
万

ド
ル
未
満
の
階
層
と
の
所
得
率
の
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

七一

t
七
五
年
(
五
カ
年
平
均
)
に
は
、
販
売
額

四
t
一
O
万
ド
ル
層
の
農
業
所
得
率
、
二
九
・
六
%
に
比
し

一
0
1
ニ
O
万
ド
ル
層
で
は
二
六
・

o
w
m
で
あ
り
、
二

O
万
ド
ル
以
上

層
で
も
一
五
・
八
%
を
示
し
て
い
た
。
ニ

O
万
ド
ル
以
上
層
の
所
得
率
も
四

t
一
O
万
ド
ル
層
の
五
三
%
水
準
を
維
持
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

七
六

t
八
O
年
に
は
四

t
一
O
万
ド
ル
層
の
農
業
所
得
率
二
四
・
七
%
に
対
し
、

二
O
万
ド
ル
以
上
層
の
所
得
率

は
八
・
四
%
と
四

t
一
O
万
ド
ル
層
の
三
四
%
水
準
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
さ
ら
に
八

O
年
を
と
っ
て
み
る
と
そ
の
所
得
率
は
五
・

九
%
と
一
層
、
そ
の
下
落
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
の
が
目
を
ひ
く
(
第
幻
表
)
。



に
経
営
規
模
が
大
き
な
農
場
で
農
業
所
得
率
の
低
下
が
よ
り
急
速
で
、
経
営
の
硬
直
性
が
強
ま
っ
て
い
る
な
か
に
、

ア
メ
リ
カ
農
業
に

こ
の
こ
と
は
農
産
物
販
売
額
が
一

O
万
ド
ル
を
上
回
り
、

さ
ら
に
二

O
万
ド
ル
以
上
の
よ
う
な
経
営
規
模
が
大
き
な
農
場
ほ
ど
、
農

業
経
営
に
必
要
な
機
械
・
施
設
な
ど
固
定
設
備
や
雇
用
労
働
者
の
支
払
賃
銀
な
ど
必
要
固
定
経
費
部
分
が
経
営
費
全
体
に
占
め
る
割
合

が
大
き
い
た
め
、
農
産
物
価
格
水
準
が
低
迷
す
れ
ば
、
経
営
内
部
の
弾
力
性
に
欠
け
る
大
規
模
経
営
ほ
ど
経
営
収
支
が
悪
化
し
が
ち
な

そ
の
こ
と
の
一
端
は
農
場
資
産
に
占
め
る
負
債
の
比
率
に
も
反
映
さ
れ
る
。
こ
の
資
産
・
負
債
比
率
は
、
八

O

年
で
販
売
額
二

O
万
ド
ル
以
上
層
の
場
合
に
は
四

t
一
O
万
ド
ル
層
に
比
べ
て
五

O
%
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
た
の
で
私
記
。
こ
の
よ
う

こ
と
に
起
因
し
よ
う
。

お
け
る
規
模
拡
大
の
一
つ
の
限
界
性
を
わ
れ
わ
れ
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
よ
い
。

も
っ
と
も
、
農
産
物
販
売
額
が
大
き
な
階
層
で
は
農
業
所
得
率
が
低
い
畜
産
部
門
の
比
重
が
相
対
的
に
大
き
く
、

こ
う
し
た
地
域
お

よ
び
経
営
部
門
ご
と
の
特
殊
性
を
捨
象
し
た
全
国
を
一
括
し
た
数
字
だ
け
で
は
、
経
営
の
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
が
働
か
な
く
な
っ
て

き
た
こ
と
を
充
分
、
立
証
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
穀
作
、
酪
農
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
つ
い
て
の
事
例
に
よ

っ
て

」
の
点
を
よ
り
具
体
的
に
み
て
お
こ
う
。

イ
リ
ノ
イ
州
の
飼
料
穀
作
の
場
合
:
:
:
イ
リ
ノ
イ
州
で
サ
ン
プ
ル
と
し
て
取
り
出
さ
れ
て
い
る
飼
料
穀
作
農
場
に
つ
い
て
の
経

営
記
録
を
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
肥
沃
度
が
同
一
の
土
壌
条
件
を
有
し
た
う
え
で
経
営
規
模
が
様
々
に
異
な
る
い
く
つ
か
の
農
場
に
つ
い

臼
い

て
、
費
用
項
目
別
の
経
営
費
、
資
本
支
出
、
経
営
主
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
の
毎
年
の
記
録
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
エ

l

カ
i
当
た
り
の
農
場
経
営
費
は
年
ご
と
に
若
干
の
差
は
あ
る
も
の
の
、

お
よ
そ
六

O
O
エ
ー
カ
ー
の
経
営
規
模
ま
で
低
下
が
目
立
ち
そ

れ
以
上
の
経
営
規
模
に
な
る
と
経
営
費
は
ほ
と
ん
ど
同
一
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ほ
ぽ
一
二

O
O
エ
ー
カ
ー
以
上
に
な
る
と

(

3

)

 

再
び
単
位
面
積
当
た
り
の
経
営
費
は
や
や
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
飼
料
穀
作
経
営
の
場
合
、
経
営
規
模
が
ほ
ぼ
六

0
0

一
九
七

C
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向



第23表 経営規模別農場，単位面積当たり農業収支の動向(1980年〉
(イリノイ州，中央部および北部の813の穀作農場:土壌肥沃度に恵まれたケース〉

〈単位:エーカー当たりドル〉

規模

l800-1，1991 

54.891 

i3.69 

104.38 

13.42 

24.38 

5.62 

130.39 

346.77 

345.43 

0.83 

別営経

180-339 I 
(エーカー)I 1，2∞~ 

53.34 

14.12 

114.37 

14.04 

43.77 

4.16 

140.40 

358.80 ! 

384.20 I 

- 24.75 I 

。iflllinois Farm Business Records， 

56.41 

14.15 

105.34 

13.75 

15.38 

9.58 

12ヲ.83

344.44 

336.44 

5.86 

56.42 

13.39 

104. 76 

13.54 

15.90 I 

10.0。
131. 90 

345.91 

343.27 

2.21 

340-799 

主要農業経営費

農 薬 ・ 肥料

種 子

農業機械関連

燃 料

家族労働報酬

雇用賃銀

その他

農業経営費合 計

農業粗収益

経 営主報酬

資料:1980， 56th Annzωl Summary 

p.17. 

ムノ、

エ
ー
カ
ー
ほ
ど
の
水
準
ま
で
は
、
経
営
の
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ツ

ト
が
は
っ
き
り
と
働
き
、
六

0
0
1
一一一

O
O
エ
ー
カ
ー
が
最

も
効
率
性
の
高
い
経
営
に
相
当
し
そ
れ
以
上
の
規
模
に
な
る
と

規
模
に
よ
る
不
経
済
が
再
び
現
出
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
点
を
、
今
度
は
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
る
七
六
年
と
八

O
年

に
つ
い
て
規
模
ご
と
に
み
た
経
営
主
報
酬
か
ら
補
足
し
て
お
こ

ぅ
。
農
業
の
収
益
性
が
ま
だ
比
較
的
好
調
だ
っ
た
七
六
年
の
場

合
、
農
場
粗
収
益
か
ら
全
て
の
農
業
経
営
費
(
経
常
経
営
費
、

減
価
償
却
費
の
利
子
、
お
よ
び
家
族
従
業
者
の
労
働
報
酬
を
含

め
た
)
を
控
除
し
た
、

エ
ー
カ
ー
当
た
り
の
経
営
主
報
酬
は
、

八
O
O
t
九
四
九
エ
ー
カ
ー
層
ま
で
経
営
規
模
が
大
き
く
な
る

'」

!

J

F

E

A

V

泊
、
、

'
t
v
L
中

J

、刀、
hv

そ
れ
に
並
行
し
て
増
大
し

こ
の
階
層
で
最
大

と
な
っ
た
後
、
九
五

O
エ
ー
カ
ー
以
上
に
な
る
と
再
び
経
営
主

報
酬
は
減
少
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
農
場
の
経
営
収
支
が
悪

化
す
る
八

O
年
の
場
合
、

エ
ー
カ
ー
当
た
り
経
営
主
報
酬
は
経

営
規
模
が
最
小
の
一
八

O
t
三
三
九
エ
ー
カ
ー
層
で
最
低
水
準

に
な
っ
て
い
る
も
の
の

そ
れ
を
除
く
と
、
一
二
四

O
t
七
九
九



ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
酪
農
経
営
で
も
、
同
様
に
七

O
頭
未
満
の
経
営
規
模
と
そ
れ
以
上
、

と

エ
ー
カ
ー
層
が
最
高
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
規
模
に
な
る
と
逆
に
ま
た
規
模
が
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
経
営
主
報
酬
が
急
速
に

低
下
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
経
営
規
模
別
に
み
た
経
営
費
の
構
成
か
ら
み
る
と
、
規
模
が
大
き
な
農
場
で
は
、
農
業
機
械
、
施
設
お
よ

び
雇
用
労
賃
部
分
の
経
蛍
費
が
相
対
的
に
割
高
に
な
っ
て
い
る
(
第
お
表
)
。

こ
の
よ
う
に
農
業
の
交
易
条
件
の
差
に
よ
っ
て
、

経
営

規
模
ご
と
の
経
営
主
報
酬
に
か
な
り
の
差
が
生
じ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
業
の
交
易
条
件
が
良
好
な
時
期
に
は
、

比
較
的
規
模
が
大
き
い
階
層
で
単
位
面
積
当
た
り
経
営
主
報
酬
も
最
大
に
な
る
の
に
対
し
、
交
易
条
件
が
悪
化
す
る
時
期
に
は
、
単
位

面
積
当
た
り
の
経
営
主
報
酬
が
最
も
高
い
経
営
規
模
は
、

は
る
か
に
小
さ
い
階
層
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

い
ず
れ
の
際
に
も
経
営

規
模
が
一
一
一

O
O
エ
ー
カ
ー
以
上
の
階
層
に
な
る
と
、
固
定
経
費
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
位
面
積
当
た
り
の
経
営
費
、
経
営

主
報
酬
の
点
で
、
規
模
に
よ
る
経
済
メ
リ
ッ
ト
が
充
分
、
発
揮
で
き
な
い
経
営
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
ゥ
ィ
ス
コ
ン
州
に
お
け
る
酪
農
経
営
:
:
:
イ
リ
ノ
イ
州
の
場
合
と
同
種
の
資
料
に
基
づ
い
て
酪
農
経
営
の

場
合
に
は
、
規
模
の
経
済
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
次
に
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
の
酪
農
経
営
は
七

0
年
代
に
な
っ
て

ア
リ
ゾ
ナ
州
な
ど
で
急
速
な
発
展
を
み
せ
て
い
る
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
方
式
に
よ
る
大
規
模
経
営
と
は

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、

フ
ロ
リ
ダ
、

異
な
る
、
主
と
し
て
経
営
主
と
家
族
従
業
員
で
経
営
を
行
な
う
家
族
農
場
の
ケ

l
ス
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の

場
合
で
は
牛
乳
一

0
0
ポ
ン
ド
当
た
り
の
経
営
費
は
飼
養
頭
数
七
五
頭
未
満
の
経
営
で
は
、

ほ
と
ん
ど
格
差
が
存
在
し
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
七
五
頭
以
上
と
く
に
一

O
O頭
以
上
に
な
る
と
経
営
費
ば
目
立
っ
て
増
大
し
て
い
る
。
例
え
ば
七
三
年
で
は
、

七
五
頭
未
満
の
経

営
で
は
こ
の
経
営
費
が
い
ず
れ
も
五
・
四

t
五
・
五
ド
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、

一
O
O頭
以
上
の
経
営
に
な
る
と

五
・
九
五
ド
ル
と

上
昇
す
る
。
こ
う
し
た
七
五
頭
を
さ
か
い
に
し
た
経
営
費
格
差
は
七
三
年
に
つ
い
て
ば
か
り
で
な
く
、

ハ
6
)

に
つ
い
て
同
様
に
あ
て
は
ま
る
。
ま
た
、

七一二

i
七
七
年
の
す
べ
て
の
年

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
ロ
カ
農
業
の
動
向

ノ、



経営費および純経営所得(1973-78年)

(2〉 ニューヨークチトl

飼養規模・項目 1973 I 1974 I 1975I 1976 I 1977 I 1978 

40頭未満 | 
平均乳牛頭数 32 1 32 1 31 ! 31 1 32 33 

l∞ポンド当り経営費(ド川 6.;~[ 6.~;[ 70~~[ 7.;~[ 8.;~1 8.87 

純経営所得〈ドノレ〉 引 80[10，020 i 9，370 [10，840 [10，380 [13，370 

40-54顕

平均乳牛頭数 46 1 46 1 46 1 46 1 46 1 46 

I∞ポγ 戸当り経営費(ドノレ)¥ 6. 31 ¥ 6. 89 ¥ 7ω 7. 74 [ 8. 11 8.94 

純経営所得(ドル) ¥ 13，450¥ 14，49コ 13，660118，230115，060 17，7∞ 

55-69頭

平均乳牛頭数 60. 611 611 61 1 61 1 61 

I∞ポンド当り経営費(ド川 6.1417.0817.1918.1818.1318.51 

純経営所得(ドノレ) 117，630117，970117，350121，4∞ 21，4臼 26，080 

70-84頭

平均乳牛頭数 75 1 75 1 75 ， 75 1 75 75 

l∞ポγ ド当り経営費(ドル)1 6.521 7.20 I 7.651 8.04 1 8. 18 I 9.∞ 

純経営所得(ドノレ〕 民 870! 20，690 1 17，730 1 28，480 試 320I 30，730 

85-9ヲ頭

平均乳牛頭数 91 I 91 I 91 1 91 I 91 1 91 

l∞ポンド当り経営費(ド川 6・391 6・771 7.341 8. 221 8. 45 I 9.48 
純経営所得(わレ) 121，8∞叫990124，850'31，140 見 ocコ!以250

l∞-149頭

平均乳牛頭数 118. 118: 1181 121 1 118 1 119 

100ポソド当り経営費(ドノレ)16.7917.63¥ 7.5118.2918.611 9.22 

純経営所得(γ ノレ) 129，刈 31，240 山守O 山 o! 37，240 I即日

150頭以上

平均乳牛頭数 199! 197119112∞ 193 1 195 

I∞ポ γ 叩経営費(ドノレ)1 7.26 i 7.631 7.821 8.561 8.761 10.04 六

純経営所得(川 町 60|山 70 山 0 州 60 印， 83016い間四

資料:L. P. Shertz and Others， op. cit.， p.137. 
注(1) 1∞ポγr当たり経営費は，現金費用総額を 100ポンド単位の年間生乳生産

量で筈lったもの.

(2) 純経営所得は，現金総収入と現金総費用との差額.



第 24表酪農， 飼 養 規 模 別l∞ポンド当たり

( 1 ) ウィスコ γ シ γ州

飼養規模・項目 1973 1974 I 1975 I 1976 I 1977 

30頭未満

平均乳牛頭数 26 24 

i∞ポ γ ド当り経営費(ドノレ) 5.51 I 6.ヲ9

純経営所得(ドノレ〉 10，260 I 13，5ヲ6 7，660 I 11，308 

3:)-49頭

平均乳牛頭数
I401411 引 1141

100ポンド当り経営費(ドノレ〕 5.38， 6.031 6.45i 7.2117.43 

純経営所得(fノレ〉 IMo i l山 17JCBi山 712

5:)-74頭

平均乳牛頭数 |日|日 61 

l∞ポンド当り経営費(ドノレ〕 5.52 I 6.41 6.53 7.22 1 7.4ヲ

純経営所得(ドノレ) 24， 82:) 24， 946 25，789 32， 308 I 32， 48ヲ

75-99頭

平均乳牛頭数 85 85 84 

l∞ポγ ド当り経営費(ドノレ〕 5.48 6.96 7.37 7.80 i 7.85 

純経営所得〈ドノレ〕 35，516 30，677 40，391 I 44，530 

100頭以上

平均乳牛頭数

1∞ポγ ド当り経営費(ドノレ〉 5.9.5 7.26 i 7.74 7.97 I 8.04 

純経営所得(ドノレ〉 : 46，410 44，776 I 38，457 即 271 即 61

資料:L. P. Shertz and Others， op. cit.， p. 138. 

注(1) 1∞ポンド当たり経営費は， 現金費用総額をl∞ポソド単位の年間生乳生産

量で割ったもの.

(2) 純経営所得は，現金総収入と現金総費用との差額.

六
五



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

-、品、、
」ノ
J

ノ

く
に
一
五

O
頭
以
上
の
聞
に
は
、
生
乳
単
位
当
た
り
の
経
営
費
に
は
目
立
っ
た
格
差
が
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、

牛
乳
一

0
0ポ
ン
ド
当
た
り
経
営
費
は
八
・
五
一
ド
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、

七
八
年
に
は
五
五

t
六
九
頭
規
模
で
は
、

一
五

O
頭
以
上
に
な
る
と
一

O

O
四
ド
ル
と
増
大
し
て
い
る
(
第
別
表
)
。

こ
う
し
た
一
定
の
飼
養
頭
数
を
越
え
る
と
、

乳
牛
の
飼
養
頭
数
が
増
加
す
る
に
し
た
が
い

生
乳
一
単
位
当
た
り
の
経
営
費
が
か
さ
む
最
も
重
要
な
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、

い
ず
れ
の
場
合
に
も
施
設
・
設
備
と
雇

用
賃
金
に
と
も
な
う
費
用
要
因
で
あ
っ
た
。

一ュ

l
ヨ
l
ク
州
で
の
サ
ン
プ
ル
調
査
の
場
合
で
は

一
九
七
八
年
の
年
間
支
払
賃
金
は

飼
養
頭
数
六

O
頭
未
満
の
農
場
で
は
平
均
二
四

0
0ド
ル
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
、

(
7
)
 

ド
ル
に
増
大
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
五

O
頭
以
上
の
農
場
に
な
る
と
一
万

O
四
O
O

こ
の
よ
う
に
飼
料
穀
作
、
酪
農
経
営
の
い
ず
れ
の
場
合
を
み
て
も
、
単
位
面
積
、

あ
る
い
は
生
乳
一
単
位
当
た
り
の
農
業
所
得
、
経

営
費
の
面
か
ら
み
て
、

一
定
の
経
営
規
模
水
準
ま
で
は
規
模
の
経
済
は
強
く
働
く
も
の
の
、

一
定
水
準
を
上
回
る
と
固
定
経
費
部
分
が

逆
に
増
大
し

ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
が
働
き
に
く
く
な
る
こ
と
、
が
示
さ
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
規
模
の
経
済
性
の
問
題
は
、

(
8
)
 

ま
た
経
営
部
門
に
よ
っ
て
一
様
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
全
国
を
網
羅

農
業
経
営

の
技
術
的
条
件
な
ど
に
主
と
し
て
規
定
さ
れ
て
、
地
域
ご
と
に
、

し
た
耕
種
部
門
に
お
け
る
規
模
の
経
済
性
に
関
す
る
一
研
究
に
よ
る
と
、
最
も
効
率
的
な
経
済
規
模
は
、

コ
ー
ン
・
ベ
ル
ト
の
飼
料
穀

作
で
は
六
三
九
エ
ー
カ
ー
、
太
平
洋
北
西
部
と
北
平
原
の
小
麦
作
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
八
八
七
エ
ー
カ
ー
と
一
四
七
六
エ
ー
カ
ー
で
あ

(

9

)

 

る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
経
営
部
門
に
よ
っ
て
も
、
地
域
に
よ
っ
て
も
規
模
の
経
済
性
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
七

O
年

代
に
は
農
業
機
械
化
投
資
が
活
発
化
し
、
経
営
の
大
型
機
械
化
が
一
層
、
進
展
し
た
も
の
の
、
農
場
経
営
の
機
械
化
、
装
置
化
に
し
て

も
一
定
の
水
準
に
達
す
る
と

あ
る
程
度
、

一
様
に
規
模
拡
大
に
よ
る
生
産
費
の
引
き
下
げ
と
所
得
率
の
向
上
と
が
期
待
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
順
調
に
そ
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
農
業
に
お
け
る
技
術
革
新
|
|
規
模
拡
大
の
追



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

ノ、

七

求
ー
ー
の
一
つ
の
限
界
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、

七

0
年
代
に
は
農
業
機
械
投
資
は
増
大
し
た
も
の
の
、
他
方
で
規
模

拡
大
の
テ
ン
ポ
は
著
し
く
緩
や
か
に
な
っ
て
き
た
が
、

八
0
年
代
に
入
つ
て
の
農
産
物
価
格
の
下
落
は
、
こ
う
し
た
規
模
拡
大
の
緩
慢

化
傾
向
を
一
層
、
強
め
る
よ
う
に
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注
(

l

)

例
え
ば
、
一
九
七
九
年
で
み
る
と
資
産
に
対
す
る
負
債
の
比
率
は
、
販
売
額
ニ

O
万
ド
ル
以
上
で
は
二
七
・
五
%
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て

四
万

t
九
万
九
九
九
九
ド
ル
層
で
は
、
こ
の
比
率
は
一
八
%
に
な
っ
て
い
る
令
￥

r
n白
石
8
5
Z同
ω
2
ω
窓
口
w
忌
ミ
言
。
¥
忌
内
、
ミ
ミ
々

、
晶
、
若
w

-

A

U

白

U
W
同
】
目
白
唱
)
。

(
2
)
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
州
立
大
学
農
学
部
の
農
業
普
及
部
局
で
は
当
該
州
内
の
農
場
経
営
記
録
(
町
内
肖
自
国
5
5
2
田

知

2
0
E
C
を
、
毎
年

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
こ
で
は
イ
リ
ノ
イ
州
立
大
学
の
農
学
部
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
、
を
さ
さ
対
応
、
ミ
3
3
3
ミ
NW廷に・

詰

2
h
h
N
2
2
e
人
』
に
依
拠
し
て
い
る
。

(

3

)

』、1
邑毛、ミ、語=同防F
叩

r陶『、ミ=ミ凡む宮、ミHh恒』巳ミ2、注h《にN~3守、J寸、、.屯ミ丸
R
門

s
ミhたたhh.s
《

h守川》ザ
h包hF噂
匂F=宅5、ミ、ミhミ司語於EEh=、ミ白叫い、、町、3守，dV、、.。宅、語=同足ミsk3ミき。乞h令h
、
旦J

町ε寄ミ『‘、E、=蜘阿句凶EE凡、

(

4

)

七
六
年
の
場
合
、
エ

1
カ
l
当
た
り
の
資
木
お
よ
ぴ
経
営
主
報
酬
は
、
八

O
Q
t
九
四
九
エ
ー
カ
ー
層
で
は
一
八
二
ド
ん
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
九
五

O
エ
ー
カ
ー
以
上
層
で
は
一
七
三
ド
ル
に
な
っ
て
い
る

(
C三
ぐ
・
。
『
E
E
c
r
-
N
泊
三
町
切
さ
ミ
zt、
.
じ
て
q
¥
i
S
3
2
旬
、
ミ
・
2
凶
ミ
之
、
R
Z

河
内
円
。
、
内
N
F
H
》
・
]
ム
)
。

(

5

)

た
だ
し
、
同
じ
イ
リ
ノ
イ
州
の
飼
料
穀
作
農
場
で
も
、
地
域
が
異
な
り
、
ま
た
土
壌
の
肥
沃
度
が
よ
り
劣
位
の
ケ

1
ス
で
は
、
経
営
規
模
別

の
農
場
の
経
営
主
報
酬
の
動
向
も
、
第
お
表
の
場
合
と
若
干
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
d巳
ぐ
・
c
h
E
E
ロ
cuwNhF』む

を

言

語

ミ

ミ

足

立

3

3

ミ
NW毘
5
5
h
河
内
円
。
A
h
W
3
・
口
問
)
。

(

6

)

岡
、
.
司
・
ω
司
Y
2
A
N
国
ロ
仏
。
円
}
d
m

『
タ
岳
、
・
町
役
-
u
H
V
・

5
∞・

(
7
)
L
3
h
h
同
J

回以・-ω吋・

(

B

)

オ
円
イ
オ
州
の
酪
農
経
営
の
場
合
、
さ
き
に
あ
げ
た
事
例
と
は
逆
に
、
飼
養
規
模
八

O
頭
以
上
の
経
営
で
は
生
乳
一

0
0
ポ
ン
ド
当
た
り
の
生

産
コ
ス
ト
ば
八
・
五
八
ド
ル
で
あ
り
、
四

O
t
七
九
頭
経
営
の
場
合
の
九
・

0
六

γ
ル
よ
り
低
〈
な
っ
て
お
り
、
規
模
の
経
済
性
が
発
揮
さ
れ

て
い
る
(
己
・
ω
・
ω
⑦

E
v
F
H勺
Sa詰
切
マ
里
町
言
、
F
。
、
・
1
F
w
喝
同
y
-
4
u
l
}
怠
)
。
ま
た
、
ア
イ
オ
ワ
州
の
と
う
も
ろ
こ
し
農
場
で
は
、
一
九
七
八

年
に
少
な
く
と
も
入
七
五
エ
ー
カ
ー
の
経
営
規
模
ま
で
、
各
種
を
組
み
合
わ
せ
た
農
業
機
械
費
用
エ
ー
カ
ー
当
た
り
は
下
落
す
る
こ



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

六
八

と
が
示
さ
れ
、
規
模
の
経
済
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
た
(
句
史
札
よ
司

-MS)。

(

9

)

同
・
〉

-
Z
E
2
h
F
。
子

2
P
R同
町
。
言
、

whhh退
。
¥
h
k岡、

s
q・
-
河
自
民
、
。
、
、
司
、

N15・
ミ
弘
、
長

3
C
-
∞・

0
・
〉
-
u

〉
向
江

2
-
z
z
-
開
口

0
5・

日
芯
岡
山
め
同
E
Z・
2
0・
C
M
W
3
2・
℃

-MC
た
だ
し
、
経
営
規
模
が
一
定
水
準
を
越
え
て
も
グ
規
模
に
よ
る
不
経
済
d

が
著
し
〈
は
現
出
し
な
い

た
め
、
全
体
と
し
て
の
農
業
所
得
の
増
大
や
資
産
の
保
有
増
大
を
追
求
し
て
、
農
場
の
規
模
拡
大
を
図
る
誘
因
が
依
然
と
し
て
強
く
働
い
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
規
模
と
経
営
効
率
性
に
対
す
る
最
近
の
ア
メ
リ
カ
農
業
経
済
学
会
で
の
所
説
を
要
約
し
た
も
の
と
し
て
、
ロ
D
ロ
句
"
ユ
'

r
o吋
間
・

~1a、
ミ
ミ
司
、
、

s丸
、
。
N
Rいこ
h
h
誌
な
。
¥
H
F
h
H
M
M白。
w

向者

-SAw--唱
。
が
便
利
で
あ
る
。

農業粗販売額，純収益，農業所得率
〈単位汁00万ドル〉

|農業粗飯|農 業|農 業|農業所得
売額 ω|諸経費 u型里韮旦上空B/A_

1960 1 38，8941 27，3761 11，5181 29.6% 

65 46，549 I 33，650 I 12，899 I 27.7 

70 58，575 I 44，424 I 14，151 I 24.2 

73 98，911 I 65，562 I 33，349 I 33.7 

74 I 98，340 I 72，210 I 26， 130 I 26.6 

75 I 1∞， 338 1 75，863 1 24，475 I 24.4 

76 I 101，812 I 83，130 I い 82i 18.3 

77 108，122 I 90，293 I 17，829: 16.5 

78 I 126， 872! 1叫 791I 26，081 20.6 

79 I 149，577 I 118，618 I 30，ヲ5ヲ 20.7 

80 150.5 I 130.719ヲ 13.2

資料:USDC， StatおticalAbstract 1980， p. 699. 
80年については，Statistical A.bstract 1981， 

p.672. 

注(1) 農業諸経費=経常経営費十償却費十資産税十

抵当利子+小作料+労賃.

(2) 80年の単位は10億ドル.

第 25表

(三)

農
業
所
得
率
の
低
下
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

一
九
六

O
年
か
ら
八

O
年
ま
で
に
つ
い
て
み
る
と
、
農
産
物

価
格
が
好
調
だ
っ
た
七
三
、

四
年
を
除
く
と
ー
ー
ー
さ
ら
に
七
八

九
年
に
も
一
時
的
に
上
昇
す
る
が
l
l
l
、
農
業
所
得
率
は
傾
向

的
に
低
落
し
て
い
る
。
例
え
ば

一
九
六

O
年
に
二
九
・
六
%

だ
っ
た
農
業
所
得
率
は
六

0
年
代
に
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
低
下
し

七
O
年
に
は
二
四
・
二
%
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、

七
三
年
に
三

三
・
七
%
へ
一
時
的
に
反
騰
し
た
後
、

七
七
年
に
は
一
六
・
五

%
に
下
落
し

さ
ら
に
七
八

九
年
を
は
さ
ん
で
八

O
年
に
は

一
三
・
二
%
に
ま
で
急
落
し
て
い
る
(
第
お
表
〉
。
こ
う
し
た
農

業
所
得
率
の
低
下
は
農
業
を
め
ぐ
る
交
易
条
件
の
悪
化
に
起
因
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農民の支払価格に対する受取価格の比率第2図
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す
る
。
七

0
年
代
に
限
っ
て
、
農
民
の
支
払
価
格
に
対
す
る
受
取
価
格

の
比
率
を
み
て
も
、

七
一
二
年
を
ピ

l
ク
に
七

0
年
代
後
半
に
一
貫
し
て

低
下
し

七
七
年
に
七

0
年
代
の
最
低
水
準
を
記
録
し
た
。
そ
し
て

こ
の
七
七
年
の
比
率
を
一

O
O
と
し
た
指
数
で
み
て
も
八
一
年
末
に
は

さ
ら
に
八
四
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
第
二
図
〉
。

こ
う
し
た
農
業
の
交
易
条
件
の
悪
化
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
一
部

は
農
産
物
の
価
格
動
向
に
由
来
し
て
い
る
。
農
産
物
価
格
は
七
八
、
九

年
に
は
七
三
年
を
ピ

l
ク
と
し
た
下
落
傾
向
か
ら
一
時
的
に
上
昇
に
転

じ
た
後
、
世
界
的
な
経
済
不
況
の
深
化
の
影
響
も
受
け
た
国
際
市
場
で

の
農
産
物
需
要
の
停
滞
を
反
映
し
て
八

0
年
代
に
入
る
と
、
停
滞
か
ら

さ
ら
に
下
落
基
調
を
強
め
て
い
る
。
だ
が
他
方
で

イ
ン
フ
レ

l
シ
ョ

ン
の
高
進
の
影
響
も
加
わ
っ
て
七

0
年
代
に
農
業
投
入
財
価
格
が
お
し

な
べ
て
上
昇
し

し
か
も
七

0
年
代
後
半
に
な
る
と
価
格
上
昇
率
が
次

第
に
加
速
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
投
入
財
の
価
格
趨
勢
も
大
き
く
原
因

し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

γ
つ
し
た
投
入
財
費
の
上
昇
は

ど
の
資
財
に
つ
い
て

も
一
様
に
生
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
農
業
経
営
費
の
構
成
か
ら
み

ノ、

九
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c
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Q
U
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只
δ
.
o

-
0
0
・0

-
0
0

・。

用
の
割
合
は
、

七
0
1
七
四
年
(
五
カ
年
平
均
〉
の
七
・
五
%
か
ら
七
五

t
七
九
年
に
は
九
・
五
%
に
上
昇
し
て
お
り
、

つ
い
で
減
価
償
却
費
で
あ
る
。
経
営
費
全
体
に
占
め
る
支
払
利
子
費

し
か
も
、
ハ
円

る
と
、
全
体
と
し
て
最
も
増
大
が
目
立
つ
の
は
支
払
利
子
費
用
、

で
み
た
よ
う
に
七

0
年
代
末
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

そ
の
経
営
費
全
体
に
占
め
る
割
合
が
増
大
し
て
い
る
。
同
様
に
減
価
償
却
費
の
割

合
も
同
期
間
に
一
四
・
四
%
か
ら
一
六
・
七
%
に
上
昇
し
た
。
こ
の
よ
う
な
利
子
費
用
と
減
価
償
却
費
の
経
営
費
全
体
に
占
め
る
割
合

七
0
年
代
に
お
け
る
農
業
投
資
の
性
格
を
反
映
し
て
い
た
。

の
増
大
は
、
す
で
に
付
で
論
じ
た
よ
う
に
七

0
年
代
中
後
半
に
農
地
や
農
業
機
械
、
施
設
、
装
置
へ
の
投
資
が
進
展
し
た
結
果
で
あ
り
、

こ
う
し
た
経
営
費
目
と
並
ん
で
、
農
業
経
営
費
の
構
成
か
ら
み
た
七

0
年
代
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
化
学
肥
料
、
農
薬
な
ど
エ
ネ

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
費
用
の
割
合
は
、

ル
ギ
l
関
連
費
用
の
比
重
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
次
生
産
費
全
体
に
占
め
る
、
化
学
肥
料
、
農
薬
、
燃
料
、
電
気
な
ど
の

七
O
t
七
四
年
(
五
カ
年
平
均
)
の
二
了
三
%
か
ら
七
五

t
七
九
年
に
は
一
五
・
二
%
へ
と
急



増
し
た
(
第
却
表
)
。

セ
ン
サ
ス
で
み
て
も
、
主
要
な
農
業
経
常
経
営
費
に
占
め
る
燃
料
、

化
学
肥
料
、
一
農
薬
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
費
用
の
割
合
は
、
六
九
年
の
二
0
・
五
%
か
ら
七
四
年
に
は
一
三
7
0
%
へ
、
さ
ら
に
七
八
年
に
は
二
五
・
五
%
へ
と
セ
ン
サ
ス
の

(
l
v
 

調
査
年
次
を
追
う
に
し
た
が
っ
て
上
昇
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
化
学
肥
料
、
農
薬
、
燃
料
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
費
用
の
増
大
は
、

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
投
入
量
の
増
大
も
、

も

ち
論
、
影
響
し
て
い
た
。
だ
が
、
同
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
急
上
昇
が
よ
り
強
く
作
用
し
て
い
る
。
七
0
年
代
に
お
け
る
主
要
投
入

財
ご
と
の
価
格
指
数
の
推
移
を
み
る
と
、
最
も
上
昇
率
が
大
き
い
の
は
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
で
あ
り
、

コユ
ネ

ル
ギ

i
価
格
は
七

O
t
八
O
年
に
は
、
そ
の
価
格
上
昇
率
が
顕
著
だ
っ
た
農
地
の
場
合
を
さ
え
や
や
上
回
っ
て
約
三
・
四
倍
も
上
昇
し

た
の
で
私
記
。
こ
の
価
格
上
昇
は
主
要
投
入
財
の
価
格
が
お
し
な
べ
て
上
昇
す
る
七
0
年
代
後
半
に
、
と
く
に
目
立
っ
て
い
た
が
、
そ

の
結
果
、
各
種
作
物
の
生
産
に
要
す
る
直
接
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
急
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

七
五

t
七
九
年
に
と
う
も
ろ
こ
し
、
小
麦
、
綿
花
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
燃
料
コ
ス
ト
だ
け
を
と
っ
て
も
、

エ
ー
カ
ー
当
た
り
、
と
う
も

ろ
こ
し
の
場
合
に
は
五
・
七
二
ド
ル
か
ら
一
一
・
一
ド
ル
へ
、
小
麦
の
場
合
に
は
四
・
七
二
ド
ル
か
ら
六
・
入
五
ド
ル
へ
、
綿
花
の
場

合
に
は
八
・
四
三
ド
ル
か
ら
一
五
・
八
一
ド
ル
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
急
上
昇
し
て
い
る
。
燃
料
コ
ス
ト
は
、

そ
の
上
昇
率
が
最
も
小
さ
か
っ

た
小
麦
の
場
合
に
も
四
五
%
で
あ
り
、
上
昇
率
が
大
き
か
っ
た
と
う
も
ろ
こ
し
、
綿
花
の
場
合
に
は
、

〈

3
V

も
達
し
て
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
九
四
%
、

八
八
%
に

こ
の
よ
う
に
経
営
費
の
構
造
か
ら
み
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
費
用
の
比
重
も
増
大
し
、
そ
れ
が
利
子
費
用
、
減
価
償
却
費
な
ど
の
増

加
と
並
ん
で
農
業
経
営
費
を
押
し
上
げ
て
い
た
こ
と
が
分
仇
日
。
こ
う
し
た
農
業
経
営
費
の
構
造
は
、
す
で
に
付
で
言
及
し
た
よ
う
に

経
営
の
大
型
機
械
化
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
増
投
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
技
術
革
新
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
投
消
費
型
の
も
の
で
あ
る
こ

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

七



第 3図農業生産で使用されるエネルギーの

割合 (1980年〉

農薬・化学肥料

36.5% 

作物の乾燥

資料:U. S. D. A.， 1981 Hand book of 
Agricultural Charts， p.38. 

七

と
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
農
業
経
営
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
l
消
費
の
側
面
か
ら
具
体
的
に
補
足
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、

ア
メ
リ
カ
の
農
業
生
産
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

つ
の
特
徴
と
し
て
は
、
農
業
地
域
、
作
物
ご
と
に
使
用
さ
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
l
消
費
量
、
種
類
が
多
様
に
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
農
業
生
産
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
類
と
し
て

は
、
南
・
北
平
原
、
山
岳
部
で
は
天
然
ガ
ス
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
の

に
対
し
て
、

コ
ー
ン
・
ベ
ル
ト

五
大
湖
周
辺
な
ど
の
地
域
で
は
燃

料
源
と
し
て
は
ガ
ソ
リ
ン
の
比
重
が
依
然
と
し
て
高
い
も
の
の
総
じ

(
6
)
 

て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
使
用
が
増
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
作
物

別
に
み
る
と
、
主
要
飼
料
穀
物
の
生
産
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
一
ポ
ン
ド
当
た
り
約
二

0
0
0
回

E
(
H
0
・
0
二
五
キ
ロ
カ
ロ

リ
l
)
で
あ
る
の
に
対
し
、
綿
花
に
な
る
と
瀧
概
に
依
存
し
て
生
産
す
る
度
合
も
大
き
い
た
め
、

そ
の
一
一
一
倍
の
二
万
四

0
0
0
ω
z

で
あ
り
、
作
目
ご
と
の
生
産
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
も
大
き
な
差
異
が
存
在
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
農
業
生
産
全
体
で
使
用
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
み
る
と
、
そ
れ
は
圏
内
全
体
で
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

総
量
の
約
三
%
の
水
準
と
い
わ
札
一
%
。
こ
の
う
ち
農
業
生
産
で
使
用
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
用
途
別
に
一
九
八
O
年
に
つ
い
て
み
る

そ
の

p

フ
え
で
、

と
(
第
三
図
)
、
最
大
な
の
は
肥
料
・
農
薬
で
全
体
の
一
二
六
・
五
%
に
達
し
て
い
る
。

つ
い
で
耕
転
の
二
二
・
二
%
、

輸
送
の
一
五
・

O
%
、
濯
減
の
一
二
・

o
w
nと
な
っ
て
い
る
。
こ
の
用
途
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
割
合
を
七
六
年
の
場
合
に
つ
い
て
み
て
も
、
そ
こ



ハ
8
V

に
大
き
な
差
異
は
存
し
な
い
。
そ
し
て
、
肥
料
、
農
薬
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が
大
き
い
の
は
、

と
く
に
窒
素
肥
料
の
多
投
入
に
、

ま

た
耕
転
の
場
合
に
は
大
型
機
械
に
よ
る
深
耕
に
、

に
よ
る
濯
瓶
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
り
、

七
0
年
代
に
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
方
式

〈

9
)

こ
の
面
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
も
急
激
に
増
大
し
て
き
た
。
要
す
る
に
、

そ
れ
ぞ
れ
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
農
業

に
お
け
る
技
術
革
新
の
あ
り
方
が
用
途
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
大
小
に
端
的
に
反
映
さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
費
用
の
増
大
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
農
業
の
経
営
費
構
造
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

二E

ネ

ル
ギ

l
の
大
量
消
費
に
も
と
づ
く
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
農
業
の
技
術
革
新
の
展
開
と
解
き
放
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
し
て
経

営
費
の
面
か
ら
み
て

こ
う
し
た
技
術
革
新
の
一
層
の
展
開
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
重
大
化
す
る
に
つ
れ
て
当
然
、
経
済
的
に
制
約
さ

れ
ざ
る
を
え
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
入

0
年
代
に
入
っ
て
農
業
生
産
費
が
急
上
昇
し
て
い
る
の
も
、
当
然
な
が
ら
七
九
年
の
第
二

次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

七
0
年
代
後
半
以
降
、

入
0
年
代
に
入
っ
て
、
有
機
質
肥
料
の
活
用
や
肥
培
管
理
の
改
善
、
ミ
一
二
、
ム
・
テ
ィ
レ
ツ
ジ
(
最
小
耕
転
)

の
導
入
、
瀧
概
面
で
は
水
管
理
の
改
良
、

さ
ら
に
太
陽
熱
、
風
力
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
農
業
生
産
面
で
の
活
用
な
ど
を
主
要
内
容

(

凶

〉

と
す
る
省
エ
ネ
農
法
が
ア
メ
リ
カ
で
強
調
さ
れ
、
事
実
、
一
部
で
普
及
さ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
省
エ
ネ
農
法
は
今
後
の
農
業
生

(

日

〉

い
ま
だ
様
々
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
省
エ
ネ
農
法
が
真
剣
に
論
議
さ
れ
、

産
力
の
維
持
、
発
展
と
い
う
点
で
は
、

試
行
さ
れ
始
め
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、

八
0
年
代
に
入
っ
て
石
油
需
給
の
緩
和
の
な
か
で
一
時
的
に
そ
の
問
題
が
軽
減
し
て
い
る
も
の
の
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
多
投
消
費
に
依
存
す
る
農
業
経
営
に
対
す
る
反
省
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
経
営

費
を
割
高
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
力
効
果
を
農
業
収
益
面
に
発
揮
で
き
な
く
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
農
業
経
営
上
の
重
大
な
問

題
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

七



一
九
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0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
食
業
の
動
向

七
回

注
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l
)
H
S
む
き
Rh
乳
、
同
旬
、

E
N
H
R
R
〈
q
F
H
w
宮
ユ

o
f
t
-
u
-

(

2

)

同門

S
2
R円
河
内
、
。
ミ
ミ

dhb町
、

2
h九九
S
H
H
U
E
W
M
W
-
M印
泊
・
と
く
に
、
ェ
、
不
ル
ギ

1
価
格
の
上
昇
率
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
た

七
八

t
八

O
年
に
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
全
体
で
六
六
%
も
上
昇
し
て
い
る
。

(
3
)
U
O
B
E
H
E
〈
g
g
z
h
w
O任
。

2

¥
何
回
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認
可

C
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曲
E
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2
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E
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百
円

F
Z
c
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目
白
"
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唱
吋
ア
唱

-MO日・

(

4

)

ェ
、
ネ
ル
ギ

1
価
格
の
上
昇
が
、
、
と
く
に
畜
産
経
営
の
経
営
費
を
ど
の
よ
う
に
押
し
上
げ
、
畜
産
物
価
格
の
価
格
上
昇
に
転
化
さ
せ
る
か
を
検

討
し
た
も
の
と
し
て
は
、
』
・
司
・
J

町
民
凶
同
聞
広
岡
同
ロ

L
M
N
同

-
n
oロ
唱
曲

MJ
袋、『

ro
肘
片
岡
伶
口
円
。
同
開
口

2
m可
可

HFno一回ロロ同
g
白

2
0ロ
同

r
o
d
-
∞
-

E
2
2
0
n
r
ω
2
5
w
w
z
p
g
b昌
司
、
室
、
ミ
ミ

h
h刊
号
忌
ミ
ミ

N
W
S
S
E
u
〈。一

-
u
p
z
c
ω
・
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
高
産

部
門
の
な
か
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
の
影
響
を
最
も
強
く
受
け
る
の
は
、
養
禽
部
門
だ
と
さ
れ
る

Q
Fミ
・
・
喝

-gc。

(

5

)

南
平
原
、
山
岳
部
で
エ
不
ん
ギ
ー
と
し
て
天
然
ガ
ス
へ
の
依
存
度
が
高
い
の
は
、
当
然
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
天
然
ガ
ス
の
産
出
に
富
ん
で

い
る
か
ら
で
あ
る

(
U
Cロ
包

L
F・
〈
吉
岡
巴
可
ロ
命
除

c
p
z
p
色
、
.
町
民
同

-w
唱
司

-MO--MON)。

(

6

)

ロ
ミ
正
吋

2
m。
2
0ロ
侍
回
目

g
z
n
g
H混
同
渇
阿
川
辺
町
、

hい
て
さ
に
ロ
匂
・
人
官
、

.h門
主
主
、

a
h
H
U可
h
g
R
N
H
h
q
~
p
d
ω
・
ロ
・
〉

-u
∞
宮
己
主

-s-

∞
ロ

-
r
z
P
2
0・
8
ド

石

田

O凶

E
Y
N
l日・

(

7

)

ア
メ
リ
カ
の
農
業
生
産
全
体
で
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
量
は
、
一
九
七
八
年
で
二
兆

O
五

C
C億
回

Z
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
七
四
年

に
は
農
業
生
産
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
総
量
は
一
兆
九
二

O
O億
で
切

Z
あ
っ
た
か
ら
、
七
四

t
七
八
年
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
七
%
増

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
間
の
農
業
生
産
の
伸
び
は
一
四
%
に
達
し
て
い
た
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
効
率
性
が
七
四

1
七
八
年
に
は
高

ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
(
同
宮
、
-
w

同Y
ご
)
。

(

B

)

巴・

ω
u
p
-
H
U詩
句

3L-ぎ
忌
ミ
，

h
句、

H.2N宣
言
町
内
宮
、

hw
匂・

2
・

(

9

)

例
え
ば
、
ポ
ン
プ
濯
甑
に
要
す
る
ェ
、
ネ
ル
ギ

l
費
用
は
、
七
四

t
七
七
年
を
と
っ
た
だ
け
で
も
五
億
七

C
C
O万
ド
ル
か
ら
一

O
億
ド
ル
へ

と
八
三
%
も
増
大
し
た
。
こ
れ
は
濯
淑
地
面
積
の
拡
大
と
同
時
に
、
ェ
、
不
ル
ギ

1
価
格
の
上
昇
が
作
用
し
て
い
た
。
濯
瓶
の
場
合
に
は
ェ
、
平
ル

ギ
1
源
と
し
て
は
電
力
に
依
存
す
る
割
合
が
大
き
い

(
C
C
H
L
C
P
2
0問問。
F
旬
、
号
、

h
q
E、
宮
内
門
、
・
句

-
h
h江
町
ミ
雪
之
~
守
・
ミ

hRHH3昌
、
雲
寺

、
3
F
N
U
E
t
u
V
1
w
d
-
∞・

0
・
〉

-w
〉

m
z
g
-
z
g
-
開
g
ロ
C自
国
口
岡
山

4
2
7
2
0・
8
少同》同》

Em130

ま
た
、
と
く
に
地
下
水
に
依
存
す
る
濯
瓶
の
場
合
、
ァ
り
ゾ
ナ
、
不
，
ア
ラ
ス
カ
、
テ
キ
サ
ス
州
な
ど
で
は
地
下
水
位
が
沈
下
し
て
お
り
、
そ



一
九
七
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

七
五

れ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
一
一
層
、
高
め
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
同
じ
、
。
o
E
D
P
2
0
n
n
Z
丹
の
可
否
両
、
尽
な
」
「
号
。
‘
.2ER同・

司
、
ミ
ミ
-
H
3
・伝ミ『

.s・
d-ω
・
ロ
・
〉
-
w

〉
官
庁

z-zz-
何
百
。
ロ

CB-n
剛山
2
8
2
Z
0・
ち
♂
目
当
-
-
M
R
・

(

ω

)

省
エ
ネ
農
法
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
農
務
省
の
八

0
年
度
の
年
次
報
告
書
が
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
u

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

も
一
京
さ
れ
る
。
こ
の
年
次
報
告
書
の
な
か
で
は
様
々
な
経
営
部
門
で
の
具
体
的
な
省
エ
ネ
農
法
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
o
d・ω
-
U
〉
-w
入山尚之内"に'

H
R
ミ
N

ぺ号、・
N
w
s
b
j
閃語、、
h
v
c
h
H
H
3
h
L
U
N
U』
。
の
と
く
に
一

o
t二
四
頁
を
参
照
。

(
日
)
例
え
ば
、
最
小
耕
転
法
に
し
て
も
、
耕
転
回
数
を
最
小
限
に
抑
え
る
代
わ
り
に
、
こ
れ
ま
で
の
耕
怒
の
場
合
よ
り
も
余
分
に
農
薬
や
除
草
剤

が
必
要
に
な
る
、
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

五

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
全
体
的
な
動
向
を
、
農
産
物
市
場
と
農
場
の
動
向
お
よ
び
農
業
経
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、

の
三
側
面
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

七

0
年
代
に
農
業
生
産
の
拡
大
を
支
え
て
き
た
農
産
物
市
場
、

と
く
に
輸
出
市
場
に
は

七

0
年
代
末
か
ら
八

0
年
代
に
入
っ
て
不
確
定
要
素
が
強
ま
り
、

そ
れ
に
付
随
す
る
調
整
コ
ス
ト
が
ア
メ
リ
カ
農
業
に
次
第
に
重
く
の

し
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
規
模
拡
大
が
一
定
の
水
準
に
達
し
た
こ
と
に
よ
り
一
層
の
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
が
発
揮
さ
れ

に
く
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
農
業
投
資
の
増
大
も
、
逆
に
資
材
費
の
上
昇
な
ど
を
通
じ
て
農
業
収
益
性
を
低
下
さ
せ
て

い
る
こ
と

な
ど
を
み
て
き
た
。
そ
し
て

こ
う
し
た
市
場
、
経
営
面
で
の
動
き
が
八

0
年
代
に
入
つ
て
の
農
業
不
況
の
原
因
に
な
っ

て
い
た
。
さ
ら
に
つ
け
加
え
る
な
ら
ば

イ
ン
フ
レ
高
進
の
な
か
で
投
機
的
な
性
格
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
七

0
年
代
の
農
地
投
資
、

市
場
拡
大
を
先
取
り
し
て
の
、
と
く
に
農
業
機
械
・
施
設
面
で
み
ら
れ
た
過
剰
投
資
な
ど
も
一
層
、
農
業
不
況
を
き
び
し
く
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
七

0
年
代
に
ア
メ
リ
カ
農
業
の
生
産
を
拡
大
し
、
農
業
生
産
力
を
高
め
て
き
た
諸
条
件
が
入

0
年
代
に
入
つ



一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向

七
六

て
次
第
に
失
わ
れ
て
お
り
、

ま
た
と
く
に
農
業
投
資
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
業
収
益
性
は
低
下
し
て
き
て
い
る
点
に
、

わ
れ
わ
れ

は
ア
メ
リ
カ
農
業
が
、

ま
さ
に
そ
の
生
産
力
の
発
揮
の
あ
り
方
の
点
で
七

0
年
代
末
か
ら
八

0
年
代
に
入
ワ
て
一
つ
の
転
換
期
を
迎
え

つ
つ
あ
る
姿
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
農
業
全
体
を
概
観
的
に
み
た
な
か
か
ら
得
ら
れ
た
一
結
論
に
す
ぎ
な
い
。
本
文
で
み
て
き

た
、
農
業
収
益
性
の
問
題
や
経
営
の
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
の
問
題
に
し
て
も
、
経
営
部
門
に
よ
っ
て
様
々
に
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。

事
案
、

七
0
年
代
で
も
経
営
部
門
ご
と
に
そ
の
農
業
生
産
性
の
伸
び
に
大
き
な
肢
行
性
が
存
在
し
た
。
本
来
、

こ
う
し
た
上
記
の
問
題

は
、
耕
種
、
畜
産
の
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
農
産
物
ご
と
に
農
業
経
営
の
技
術
革
新
が
七

0
年
代
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
進
展

し
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
解
明
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
c

本
稿
は
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動

向
の
大
枠
を
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
当
然
、
経
営
部
門
ご
と
の
よ
り
轍
密
な
経
営
分
析
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
お
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
。

研

究

員
)

(
小
事
項
「
国
際
農
産
物
市
場
と
農
業
保
護
政
策
の
関
係
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
成
果
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[環境設定／ユーザー情報ダイアログで個人と組織の情報を入力します。]



概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。





		手動チェックが必要: 2



		手動チェックに合格: 0



		手動チェックに不合格: 0



		スキップ: 1



		合格: 13



		不合格: 16







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		不合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト










先頭に戻る

